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諸注意
この『履修要覧』は2014年度入学生に適用されるものであり、2013年度以前の入学生には適用

されません。また、卒業時まで使用するものであり、再配布しませんので、大切に使用してください。

講義内容に関しては『ToyoNet-G』に掲載されています。
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国際地域学部は，グローバル化する経済・社会の要請を受けて創設された課題解決

型（テーマ型）の学部です。国内外を問わず積極的に地域づくりや観光開発に関わ

り，「地域」を活性化し，創造的に発展させていく「国際的な視野を持つ職業人」を

養成します。

このためには，現場を重視した教育・研究を通して，まず，第一に，世界につなが

る確実なコミュニケーション能力を身につけること，第二に，広く社会の仕組みを

理解しつつ，積極的に行動できる能力を培うこと，第三に，身近な環境から世界へと，

幅広く実践的な地域づくりを担う能力を磨くことが求められます。

今日のグローバリゼーションによる都市化，資源・エネルギー消費，地域間格差の

拡大，人口変動等といった経済社会の変化の中で，「地域（コミュニティ）」からの

発想は，改めて大きな可能性を有しており，これに対応する哲学をもち，現場主義

を実践する学問として，領域横断的な国際地域学の構築を目指しています。

国 際 地 域 学 部 長

国際地域学部の教育方針（ポリシー）

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

国内外を問わず積極的に持続可能な地域づくりや観光開発に関わり、「地域」を活性化し創造的に
発展させていく「国際的な視野を持つ職業人」の養成を教育目標として掲げています。卒業するま
でに、世界につながるコミュニケーション能力、社会の仕組みを理解しつつ持続可能な地域づくり
や観光開発を担う実践的な能力、そして広い視野を持ちつつ身近な行動を積極的に実行していく能
力を身につけることを求めています。

教育研究上の目的（国際地域学部）
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第１章　学修計画の基礎・試験と成績評価



—  8  —

本学は原則として 1年を次の学期に分けます。
　春学期　4月1日から9月30日まで
　秋学期　10月1日から翌年の 3月31日まで

※授業開始日・終了日は年度によって異なるので「年度行事予定」（『学生
生活ハンドブック』）で確認してください。
※履修登録期間は毎年４月に配布する「履修登録のしおり・授業時間割表」
で確認してください。

　セメスタ制は、右図のように１年を２つの学
期（セメスタ）に分け、４年間で８つのセメス
タを段階的に積み上げて卒業するシステムで
す。半年単位で授業が完結することによって、
授業効果を高め、学生が集中して学ぶことが
でき、学生の理解度を把握しやすくなるメリッ
トがあります。

　授業科目には学修時間に応じた単位数が定められており、卒業要件等の
履修基準は修得すべき単位数によって規定されています。 
　1単位は、授業や自習をすべて含めた45 時間の学修に対応しており、45
時間の学修のうち授業の占める時間は、講義・演習科目は 15 時間、外国
語科目は 30 時間、実験・実技・実習科目は 45 時間と設定されています。 
　標準的な授業実施形態は、週 1回 1学期 15 回授業が実施されます。授
業の講義時間はどの科目でも、90 分です。

授業科目等 単位数
授業回数
（1学期）

学修時間

授業時間
予習復習
時間

講義・演習科目 1単位 15 回 15 時間 30 時間

外国語科目 1単位 15 回 30 時間 15 時間

実験・実技・実習科目 1単位 15 回 45 時間 0時間

　本学に学生として最低４年間在学し、所定の単位を修得しなければ卒業
はできません。卒業に必要な単位を修得するために通算して在学できる年
数（在学年数）は、最長８年間です。ただし、休学期間の年数は在学年
数に算入しません。

２　セメスタ制 セメスタ制の仕組み

１
学
年

第１セメスタ
第２セメスタ

２
学
年

第３セメスタ
第４セメスタ

３
学
年

第５セメスタ
第６セメスタ

４
学
年

第７セメスタ
第８セメスタ

卒　業

₃　単位制

₄　修業年限と
　　  在学年限

第１節　学修にあたって
１　学　期
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　卒業した者には、その履修した課程に従い、次の学位が授与されます。

国際地域学科…学士（国際地域学）
国際観光学科…学士（国際観光学）

　授業科目は、春学期または秋学期のいずれかに開講されます。科目によっ
ては、週２回開講される科目もあります。
　授業時間は、次の表のとおりです。

　白山キャンパス・総合スポーツセンター（板橋区清水町）

時限 授業時間
１時限 ９ɿ00　ʙ　10ɿ30
２時限 10ɿ40　ʙ　12ɿ10
ன休み 12ɿ10　ʙ　13ɿ00
３時限 13ɿ00　ʙ　14ɿ30
４時限 14ɿ40　ʙ　16ɿ10
５時限 16ɿ20　ʙ　17ɿ50

　６時限˞ 18ɿ10　ʙ　19ɿ40
　７時限˞ 19ɿ50　ʙ　21ɿ20

 ˞６・７時限は、地域総合専攻のみとなります。
 　 また、地域総合専攻では、科目により３ʙ５時限に

開講する科目を受講することができます。

［白山キャンパス・総合スポーツセンター（板橋区清水町）間をまたがり履
修する場合］
　移動時間に 30 分以上を要するため、昼休みを除き連続している時限で
は白山キャンパスと総合スポーツセンター（板橋区清水町）間をまたぐ履修
はできません。
　同日内に白山キャンパス・総合スポーツセンター（板橋区清水町）間を移
動しなければならない場合は、下表を参照のうえ、履修可能な時間割を作
成してください。

１時限 ２時限 昼休み ３時限 ４時限 ５時限 ６時限 ７時限
● 履修不可 履修可能

● 履修可能
● 履修不可 履修可能

● 履修不可 履修可能
● 履修不可 履修可能

●…移動前のキャンパスで履修をしている場合

　担当教員より連絡があれば休講掲示板、液晶ディスプレイ、および
「ToyoNet-G」に掲示情報として配信するので、授業が始まる前に必ず確認
してください。電話による問い合わせには応じられません。
　なお、液晶ディスプレイ、ToyoNet-G 等に休講掲示がない場合で、授業
開始時刻から３０分経過しても講義が行われない場合は、教務課窓口へ連
絡の上、指示を受けてください。

　やむを得ない事由により、授業に欠席した場合は、次の授業時に担当教
員へ直接連絡してください。窓口、電話等での取り継ぎは一切行いません。

₅　学士の学位授与

第 2 節　授　　業
１　授業の開講時限・
　　時間帯

白山キャンパス・総合
スポーツセンター（板
橋区清水町）間をまた
がり履修する場合

₂　休講

₃　欠席
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ただし、病気・怪我等で長期欠席することが予想される時は、教務課に相
談してください。なお、教育実習・介護等体験・博物館実習・ソーシャルワー
ク実習により欠席する場合は、指定用紙で教員に届け出てください。

　次のような場合には、補講・集中講義を実施することがあります。
　　（1）授業が休講になった場合
　　（2）その他の理由で、特別に補講・集中講義を必要とする場合
　※ 実施する場合には、その内容等を事前に学内掲示板および ToyoNet-G

でお知らせします。
　※ 補講・集中講義は原則として各学期の補講・集中講義期間に行います

が、補講・集中講義期間以外の日に実施することもあります。

　学生の質問や相談に対し、教員は日常的に時間の許すかぎり、いつでも
対応するように努めていますが、学生の便宜をいっそう図るため、オフィス
アワーを設定しています。

　正課の授業とは別に学生と教員のコミュニケーションを密接にする場とし
て設けた時間帯のことです。あらかじめ設定された時間帯に専任の教員が
研究室で待機し、学生からの質問や相談を受けやすくするための制度です。
学生は、自分の所属する学科の教員だけでなく、どの学部・学科の教員を
訪ねてもかまいません。
　オフィスアワーでは、授業内容に関する質問や、単位取得について、学習
の進め方、履修登録プランなどの相談のほか、レポート指導など、学習に
関することをはじめ、卒業後の進路、転部・転科、休学などの進路に関す
ること、留学、就職、大学院進学のための推薦状に関することなど、学生
生活全般にわたって個人的な相談をすることができます。
　先生方は、学生の皆さんの様々な相談に応じ対処してくださいますが、対
処しきれない事柄については、他の専門の先生や、学内外の適切な関係者
（組織）をご紹介くださるでしょう。

　オフィスアワーを活用する際は、ToyoNet-G（学務システム）のシラバス「教
員プロフィール」に記載されている「オフィスアワー」の時間帯を確認し、
研究室を訪問してください。予約が必要な場合もありますので、その場合
は確認をしてから訪問してください。

【白山キャンパス・総合スポーツセンター（板橋区清水町）】
（１）台風の接近等により交通機関の混乱が予想される場合および災害等

により交通機関が運行停止している場合の授業の取扱いについて

　台風の接近等により交通機関の混乱が予想される場合および台風・地
震の災害等により交通機関が運行停止となった場合（人身事故等一般的
な運行停止を除く）の授業の取扱いについては、本学のホームページ・
ToyoNet-G にてお知らせしますので、大学の指示に従ってください。ホー
ムページはアクセスが集中し、つながりにくい場合がありますので、
ToyoNet-Gも利用してください。
　なお、授業中に交通機関の混乱等が予想される場合は、学内掲示、
学内緊急放送にてお知らせします。

（２）大規模地震の警戒宣言が発令された場合の授業の取扱いについて

　大規模な地震の発生が予想され、警戒宣言が発令された場合の授業

₄　補講・集中講義

₅　オフィスアワー
　　について

₁）オフィスアワーとは

₂）オフィスアワー
　　の活用方法

₆　緊急時の授業の
　　取扱い
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※春学期と秋学期の開始
時の年２回行います。

の取扱いについても、大学のホームページ・ToyoNet-G にてお知らせしま
すので、大学の指示に従ってください。授業中に警戒宣言が発令された
場合は、学内掲示、学内緊急放送にてお知らせします。

※学内で実施される講演会・講座等についても、上記措置に準ずるものとし
ます。

　授業を受け、単位を修得するためには事前に履修科目の登録が必要に
なります。これを「履修登録」といいます。各学科の授業科目に沿って
履修計画を立て、授業科目の登録をしなければなりません。
　定められた期間に「履修登録」を怠ると、履修する科目の受講・受験
ができず、単位も修得できなくなるので注意してください。

第 3 節　履修登録
１　履修登録の流れ

履修関係書類配布：新入生　就学手続時
　　　　　　　　　在校生　進級手続時

『履修要覧』『履修登録のしおり・授業時間割表』等が配布されます。

ガイダンス（新入生のみ）

新入生は新入生教育でWeb 履修登録のガイダンスがあります。
（2〜4年生は特別なガイダンスは行わないので、ToyoNet-G利用ガイドブッ
ク内の登録の該当頁を参照すること）

時間割作成
『履修要覧』、『シラバス（講義要項）』、『履修登録のしおり・授業時間割表』、
前年度までの「成績表」をもとに今年度履修する授業を決め、時間割を作
成します。

Web 履修登録 窓口申請科目の登録

作成した時間割に基づき履修
登録します。（自宅等の学外か
らも可）

期間内なら何度でも登録の変
更が可能です。（事前登録科目
を除く）

窓口申請科目については
ToyoNet-G から該当する申請
書をプリントアウトし、教務
課窓口に提出してください。

※履修登録期間内に行うこと

履修登録確認表【保管用】の出力（確定日以降に必ず行う）

各自の履修科目を証明する書類となるので成績発表時まで大切に保管して
ください。

履 修 登 録 完 了
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（１）履修登録にあたっては、履修要覧、シラバス（講義要項）、履修登
録のしおり・授業時間割表等を熟読の上、時間割を作成してくださ
い。

（２）教育課程表に示された配当学年に従って履修登録してください。
（３）原則として、履修登録期間以降の訂正は認めません。また、GPA 制

度に則った履修科目の取り消し以外は削除できません。削除申請期
間・申請手続きについては学部掲示板および『履修登録のしおり・
授業時間割表』等で確認してください。

（４）授業時間割及び講義内容等に変更があった場合は、学内掲示板に掲
示しますので注意してください。

（５）履修登録確認表は必ず出力して、確認してください。

（１）履修登録した科目の単位を修得するためには、授業回数の３分の２
以上出席し、所定の試験に合格しなければなりません。

（２）試験には、平常試験と学期末に行う定期試験があります。科目によっ
ては、レポートまたは平常点によって評価する場合もあります。

平常の授業期間に、科目担当教員によって随時行います。

７月～８月（春学期試験）および１月～２月（秋学期試験）に設けられ
た試験実施の約２週間前に試験時間割表を ToyoNet-G で発表します。

試験時間割表には受験上の注意事項も記載されています。主な事項を記
しておきますので心得ておいてください。
（１） 履修登録確認表に記載されていない科目を受験しても無効です。
（２） 試験時間は 60 分です。試験期間中は、すべての時間帯が平常授業

時とは異なります。
　　  また、試験会場も平常授業時の教室と異なる場合がありますので

十分注意してください。
（３） １科目で試験会場が 2 ヶ所以上になる場合、学籍番号で試験会場

を指定しますので、必ず指定された試験会場で受験してください。
（４） 試験に際しては、すべて監督者の指示に従ってください。
（５） 学生証がないと受験できないので必ず携帯し、試験会場では机上

の指示された場所に提示してください。
（６） 試験に関しては、担当者の指示物以外を持ち込むことはできません。
（７） 筆記用具（ボールペン、鉛筆、消しゴム）を必ず持参してください。

貸出は一切行いません。
（８） 試験会場に持ち込みできるものは、筆記用具・時計機能だけの時計・

持ち込みが許可されたもののみです。携帯電話、PHS 等の通信機
能が付いた機器は机上に置けません。試験の妨げにならないよう
電源を必ず切ってください。なお、上記の機器、音楽プレーヤー
を時計代わりに使用することはできません。

（９） 試験中の飲食は禁止です。
（10） 答案用紙には、まず学部・学科・学籍番号・氏名を必ず黒のペン

またはボールペンで記入してください。
（11） 学籍番号欄は学生証に記載されている学籍番号の 10 ケタすべてを

記入してください。学籍番号、氏名のない答案用紙は無効となり
ます。

（12） 試験開始後 20 分までに試験会場へ入場しないと受験資格を失いま

₂　登録時の注意事項

第₄節　試　　験
１　試験

　（平常試験）

　（定期試験）

　（ 定期試験受験上の注意）
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す。また開始後 30 分を過ぎないと退場できません。中途退場した
場合、再入場は認められません。

（13） 天災、病気、その他やむを得ない理由によって、定期試験を受験
できなかった場合は速やかに証明書または診断書（コピー可）等
を添えて担当教員に届け出て、具体的な指示を受けてください。

（14） 不正行為を行った場合は、学則（第 57 条）に基づき処分されます。
（15） 交通機関の運行状況や天候の乱れ等に留意し、試験会場へは時間

に余裕をもって入場してください。

時限 定期試験時間

第　

１　

部

1時限  9：20 - 10：20
2時限 11：00 - 12：00
昼休み 12：00 - 13：00
3時限 13：00 - 14：00
4時限 14：40 - 15：40
5時限 16：20 - 17：20

イブニング
コース

6時限 18：10 - 19：10
7時限 19：40 - 20：40

※ 定期試験時間割は変更となる場合がありますので、毎学
期、掲示板およびToyoNet-Gで確認してください。

不正行為（本学の規則に反する行為、または学生の本分に反する行為）
を試験において行った場合は、学則第 57 条に則り処分されます。
１．処分の種類
　　処分は譴責、停学、無期停学とする。

２．処分とその対象となる不正行為
（１）譴責の対象となる行為

① 持ち込みが認められているものの貸借。
② 他人の答案の覗き見、答案を故意に他人に見せまたはそれを見る行為。
③ 試験監督者もしくは監督補助者からの注意を無視した行為。
④ その他、前各号の一つに準ずる行為。

（２）停学１ヵ月の対象となる行為　
① 解答用紙を交換する行為。
② 許可されていないもの（カンニングペーパーおよびそれに類するも

の）の持ち込み。
③ 書き込みを許可されていない持ち込み許可教材、机上、手掌等へ書

き込みをしての受験、または、これに類似する行為。
④ 試験監督者または監督補助者からの注意に対する暴言。
⑤ その他、前各号の一つに準ずる行為。

（３）無期停学の対象となる行為
① 替玉受験。
② 在学中における再度の不正行為。
③ 試験監督者または監督補助者からの注意に対する暴力行為。
④ その他、極めて悪質な行為。

　（定期試験時間）

　（不正行為）
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３．処分に伴う措置
（１）処分の種別にかかわらず、不正行為のあった試験科目の単位は、当該

年度（学期）において認定しない。また、上記「２−（２）」および「２
−（３）」の停学の対象となる行為については、当該年度（学期）の試
験期間において実施される全ての試験科目の単位を認定しない。

（２）停学期間は当該学部で処分を決定した日（教授会開催日）の翌日から
算定する。

（３）決定した処分内容については、不正行為者が所属する学部の学部長が、
本人及び保証人と面接の上、通達する。

（４）停学期間中は、不正行為者に対してその所属学部が教育的指導を行う。
（５）「譴責の対象となる行為①および②」、「停学１ヵ月の対象となる行為①」、

「無期停学の対象となる行為①」の不正行為は、その当事者すべてが
上記（１）～（４） の措置の対象となる。

４．不服申立て
不正行為の指摘を受けた学生は、不服申立てをすることができる。
（なお、上記不正行為に関する事項については改訂される場合もある。）

　国際地域学部の４年次第８セメスタ以上（卒業当該学期のみ）において、
卒業単位が不足する学生が対象となります。
再試験の受験資格、再試験の対象としない科目などについては、「国際地域
学部卒業再試験実施に関わる内規」に基づき実施されます。

　（卒業再試験について）

国際地域学部卒業再試験実施に関わる内規（ൈਮ）
（目的）

１ɽこの内نは、ෆ受験者および単位ෆ者の取り扱いに関するن定第

２条にجづき、国際地域学部学生の単位ෆ者に対する卒業࠶試験に

関してඞ要な事項を定めることを目的とする。

（受験資格）

２ɽ４年次生で、卒業をرするものであり、卒業にඞ要な単位数に６

単位Ҏ内のෆ単位数であり、かつ、３科目Ҏ内であるものとする。

（対科目）

３ɽ卒業࠶試験の対となる科目はҎԼのすてに֘する科目とする。

則として卒業֘学期に履修登録を行っている科目であることݪ（１）

（２）単位ॆ者発表時の評価で「D」の評価を得た科目であること

（対除外科目）

４ɽҎԼの科目は卒業࠶試験対科目から除外する。

（１）演習、実習、実ٕ、ゼミφール関科目

（２）卒業論文

（３）ෆਖ਼行ҝ等によりແޮとなった科目

（４）通ৗの評価において「̚」「ˎ（評価対外）」と定された科目

（５）科目の性࣭上、担教員と学部長がٞڠして卒業࠶試験に;さ
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レポート提出方法、日時、提出先を授業時及び掲示板で確認してください。
※教務課窓口では、レポート郵送先・教員の連絡先の照会に応じること
はできません。

（１）単位の認定は出席、試験またはレポートなどによって査定されます。
（２）履修登録した科目についてのみ成績評価されます。

成績の表示は次の通りです。
【東洋大学成績評価基準】

合否 成績
表示 点数 基　　準

合 

格

Ｓ １００～９０ 到達目標を充分に達成し、極めて優秀な成果
を収めている。

Ａ  ８９～８０ 到達目標を充分に達成している。

Ｂ  ７９～７０ 到達目標を達成している。

Ｃ  ６９～６０ 到達目標を最低限達成している。

不 

合 

格

Ｄ  ５９～４０ 到達目標を達成していない項目がある。

Ｅ  ３９以下 到達目標の項目の全てまたはほとんどを達成
していない。

＊ 評価対象外 出席・試験・レポート提出等の評価要件を欠格。

※上表の他に、留学や他大学での学修成果などを単位認定するため「T
（Transfer の略）」を合格の評価として使用いたします。

₂　レポート

第₅節　成績評価
１　単位の認定

₂　成績の評価

わしくないと断した科目。たͩし、その科目にあっては学生

の履修登録Ҏલに卒業࠶試験を実施しないことを学生に対して

明示するものとする。

（試験手続き࠶）

５ɽ࠶試験は、卒業֘学期で発表される単位ॆ者発表時に、定めら

れた時間内に໘を受けた上でॴ定の手続きを行うものとする。

རはݖ試験手続きを行わなかった場合は、ࣗ動的に受験する࠶（１）

消໓する。

（２）受験しようとする者は、卒業࠶試験対科目であり、かつ卒業

試験を行う科目の中から、卒業にෆする単位数の科目数࠶

のみ受験することができる。

（３）理人での手続きは認めない。

（試験受験料࠶）

６ɽ࠶試験受験料はҎԼの通りとする。

　　１科目　5000ԁ
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※「＊評価対象外」とは、授業期間を通じ出席不良、または不受験・レポー
ト未提出のため成績評価の判断ができないものを指します。

（１）ToyoNet-G で学期ごとに成績を通知します。詳しい日程等について
は掲示等で指示します。

（２）毎年、保証人へ成績表を送付します。

　2013 年度の入学生より、GPA（Grade Point Average）制度を導入し
ています。
　GPA とは、授業科目ごとの成績に対して、4.0 ～ 0.0 のグレード・ポイ
ントを付与し、この 1 単位あたりの平均を算出したもので、学生の学習
到達度をはかる指標として、国内外の大学で広く使われています。

【GPAの算出方法】

GPA＝

（Sの修得単位数×4.0）+（Aの修得単位数×3.0）+（Bの修得単位数×2.0）+
（Cの修得単位数×1.0）+（Dの修得単位数×0.0）+（Eの修得単位数×0.0）+

（＊の修得単位数×0.0）
総履修登録単位数

※　対象とする科目は、卒業要件の科目とし、卒業要件以外の資格科目・
自由科目は対象となりません。

※　対象とする評価は、「S，A，B，C，D，E，＊」とし、認定評価の「T」
は対象となりません。

※　再履修で評価を受けた成績については、最新の成績が反映されます。
※　GPA は計算結果の小数点第 3 位を四捨五入に、小数点第 2 位までを

表示します。

　GPAは、「成績表」に、直近と累積の値が記載され、海外留学の際の学
力指標や、学内奨学金の採用基準となる他、成績優秀者の表彰や、学内
の学習指導に利用されることがあります。

（履修取消について）
　履修科目の取り消しを希望する場合は、定められた期間に教務課で手
続きしてください。
なお、履修科目の追加・変更はできません。

　成績発表後、次の①～②に該当する科目については成績調査を行い、
成績評価を確認することができます。
①履修登録をしたが、成績評価の記載がない科目
② 履修登録し、シラバスにある成績評価基準を満たしているが、成績評
価が間違っていると思われる十分な理由がある場合に、科目担当教員
に成績評価に間違いがないか、確認を求めたい科目。

　※ ②の場合については成績の再考を求めるものではありません。成績
調査の趣旨に沿わない調査申請については、申請を取り消されるの
で十分に注意してください。

（成績調査の申請および確認について）　
　申請および確認方法については学部掲示板および ToyoNet-G 等で確認
してください。

₃　成績の通知

₄　GPA 制度

₅　成績調査
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教室
　教室で口頭、板書、あるいは配布資料により、様々な情報が伝達され
ます。欠席者に対して通常は連絡を取らないので、当日の出席者から情報を
得る等、欠席した場合には、自ら情報を集める必要があります。
掲示
　所定の掲示板以外に、担当教員の研究室や社会調査室の掲示板等にも
示されることがあります。
インターネット
　ToyoNet-Gを利用することにより、授業に関する情報を得ることができます。
Ｅメールで連絡を取る場合もありますが、教員によって対応は異なるので注意
してください。
電話・郵便
　重要な用件について電話あるいは郵便で連絡することもあるので、住所・
電話番号を変更した場合には、必ず変更届を教務課に出し、また、必要に
応じて演習担当教員にも届けるようにしてください。ToyoNet-G で変更する
ことも可能です。
レポートボックス
　担当教員の指定するボックス番号、期間、時間等を確認してください。
　　設置場所　６号館２階　6217 教室横　　 （No.51 ～ 80）
　　　　　　　２号館３階　（No. 1 ～ 50）

　教務課（大学）からの通知・連絡などは、すべて掲示により行います。
登校した際は必ず掲示を確認してください（ToyoNet-Gを検索して確認す
ることもできます）。

※教務課（大学）への問い合わせはすべて窓口で受け付けます。電話
およびメールによる授業・休講・試験などに関する問い合わせは一
切応じられません。

窓　口

教務全般に関すること

教務課窓口（６号館１階）

窓口時間
月～金曜　９：３０～１３：００、１４：００～２０：３０
　　土曜　９：３０～１２：４５、１７：３０～２０：００

国際交流ポイント
海外国際地域学研修
特別長期インターンシップ
課外特別講座
※旅行業務取扱管理者講座を除く
SFS

国際地域グローバルオフィス
　　 （甫水会館１階）

窓口時間
月～金曜　１０：００～１８：００
　　土曜　１０：００～１３：００

第₆節　掲示・公示
１　教員から

₂　教務課から
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証明書発行機設置場所・稼働時間

証明書発行機設置場所
稼働時間

場所

２号館１階（ナレッジスクエア前）

６号館１階（教務部・学生部窓口前）

８号館４階（エレベーター前）

時間
月～金　9：00 ～ 20：30

　土　　9：00 ～ 13：00　17：00 ～ 20：30

※ 夏季休暇・大学祭期間中・冬季休暇・春季休暇は、窓口の受付時間お
よび証明書発行機稼動時間が変更される場合があるので注意してくだ
さい。

掲示板
内容 場所

授業時間割表
（教室変更も含む）

１１０２教室前
（経済・経営・法・国際地域学部）
６Ｂ１２教室前
（文・社会学部）

休講掲示板
（プラズマディスプレイ）

１号館１階エレベーターホール

６号館１階

授業・試験・補講
レポートなど

１号館１階エレベーターホール
（第１部　経済・経営・法・国際地域学部）
１１０１教室前
（第２部　経済・経営・法・国際地域学部）
５号館Ｂ２階エレベーター前
（第１・２部　文・社会学部）

学部からのお知らせ
学生呼び出しなど

１号館３階１３０５教室前
（国際地域学部）
５号館Ｂ２階エレベーター前
（文・社会学部）
１号館２階エレベーターホール
（経済学部）
１号館２階１２０３教室前
（経営・法学部）

教職 １１０２教室横および６Ｂ１２教室前
（掲示内容は同一）

※掲示板の設置場所が変更になった場合は、別途案内します。



第̎章　ࡍࠃҬ学Պ　ࡍࠃҬઐ߈

履修方๏と教育課程表
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国際地域学科国際地域専攻は、「現場主義」にたって、国の内外で「地域づくり」

を学び、実践する専攻です。国際ػ関でのۈ務経験を有する教員や、国内にՃ͑て

海外を研究のフィールυにしている教員がଟくおり、国際ڠ力、都市・ଜ開発、

そして環境について学ぶことができます。

１年次から４年次まで一؏してগ人数のゼミで実践的な学習を行います。また、

アジアやԤถの大学とのڠ定にもとづくフィールυスタσィ（国際地域研修等）の

ॆ実と交留学のػ会૿大をਤっています。３年次には専性をさらにਂめるゼミ・

演習にॴଐし、指ಋ教員のもとで国の内外でフィールυスタσィが実施されます。

外国語教育をڧ化し、さま͟まな野にわたる専科目を英語で講義することで

ࣗવに英語力が身につくようにをしています。ฏ成２４年度から英語による専

科目の開講数を૿やし、副専攻（̨̥̚ʀEnglish Special Program）制度を設ஔ

して卒業ඞ要単位の数程度を英語で学び、卒業論文を英語で執筆することもબ

できるようになりました。英語による専性を重視したコミュニケーション能力ア

ップをめ͟します。

また、国内に目をけると、地方࣏ࣗ体やا業と連ܞしてインターンシップ科目

を開設して現場で地域づくりを学びます。また、ब職のためのキϟリア開発支援に

力を入れており、一ൠا業、࣏ࣗ体、さらに卒業ޙにキϟリアを積Μで国際ػ関に

ब職できるよう教育を行っています。

こうした教育研究環境のもとで、国際地域学科国際地域専攻では、外国語能力を

උ͑、異文化コミュニケーション能力をेに身につけた「国際的視野を持つ職業

人」を養成することを目的としています。

国 際 地 域 学 科 国 際 地 域 専 攻 長

ʣ߈ҬઐࡍࠃҬֶՊࡍࠃͷ目తʢ্ڀݚҭڭ
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第１અ　国際地域学科国際地域専攻

̍ɹ国際地域学Պ国際地域ઐ߈の教育方針

Ξυϛοシϣϯ・ポリシー（ೖ学ऀडೖΕの方針）

　環境・ශޏ・ࠔ用・人ݖ問題に現れているように、ࣗવ・社会・経済・࣏なͲ༷ʑな野での
地ٿ化と地域化がಉ時進行する中で、これまでとはશく異なる都市づくり、地域づくり、環境づく
りなͲに、地域（コミュニティ）から解決ࡦへとアプローνすることは大きな可能性を有していま
す。地نٿの視で問題をとら͑ローカルな場で۩体的に行動する、いわΏる、ThinL globally 
Act locally という哲学のもとに、地域社会におけるさま͟まな現を幅広い視でとら͑、「現場
主義」にたち、さま͟まな人ʑとのコミュニケーションの中から解決ࡦを୳っていく人間力が求め
られます。
　このようなことから、国際地域学科国際地域専攻では、
（1）国際社会をに活༂できるような知ࣝ、実践的な語学能力、コミュニケーション能力の修
得をࢤす学生 
（2）地域のॾ問題に対して広い視野から٬観的にѲ・ੳする能力を修得し、現場において۩
体的な行動として実践していく意ཉのある学生 
が教員と一ॹになって૬ޓに学び成長していくことを期しています。
受験生に期されるのは、ᶃ地域社会におけるさま͟まな問題へ関৺を持っていること、ᶄࣗ身が
もつ知ࣝや経験を積極的に活用して社会にݙߩしようとする意ཉ、ᶅଞ者と積極的にコミュニケー
ションをਤりながら異なる文化を持つ人ʑとともにಇくことへの意ཉです。

ΧリΩϡϥϜ・ポリシー（教育՝ఔฤ・࣮ࢪの方針）

　教育目標を実現するために、ҎԼの方針でカリキュラムを組みཱてています。
（1）国内外の地域づくりに関わる人文社会科学、環境科学の広ൣな学問領域から幅広い知ࣝを習
得できるようにするとともに、「国際コース」、「地域コース」、「環境コース」の 3 つの履修Ϟσル
により専性もߴめます。 
（2）外国語教育をڧ化し、さま͟まな野の専科目を英語で実施することで実践的かつߴ度な
英語力が身につくようにします。また、集中的な英語学習を支援する英語特別プログラム（ESP）、
学内外の人ʑが英語でࣗ༝に集うイングリッシュコミュニティκーンの活用を通して、英語による
専性を重視したコミュニケーション能力の上を目指します。 
（3）「現場主義」を掲げ、フィールυスタσィやインターンシップ科目なͲにより現場・実務体験
をॆ実させるとともに、１年次からগ人数のゼミでの各ݸ人の目標やݸ性を重視した実践的な学習
を行います。 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

　国の内外において、環境との調をਤりながら地域の特性を活かした「地域づくり」を行うため
の知ࣝと、現場においてそれを実施する実行力を有した人材の育成を教育目標として掲げていま
す。卒業するまでに、異文化コミュニケーション能力をेに身につけ、地نٿの視で問題を
とら͑、ローカルな場で行動できる能力を培うことを求めています。
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２　ίʔεの֓要

国際ίʔε

ίʔεڥ

地域ίʔε

国際コースでは、経済学、࣏学、社会学、文化人ྨ学、社会システム論なͲの

༷ʑな視からෳࡶଟ༷な国際社会・地域のॾ問題を取り扱っていきます。進࿏と

しては、ຽ間・公ڞの国際部を中৺に国内外での活༂が目標です。学生のօさΜ

は、य़やՆの長期休Ջに国外で行われる海外研修や国際実務のインターンシップを

体験しながら、国際地域学科の特徴である「現場主義」を国際的に実践できるよう

になっていきます。また、日ຊについての知ࣝもਂめることで、国際的に日ຊ発の

ใを発৴できるようになっていきます。そのために、英語で行われる専科目も

ॆ実しています。３年から࢝まる国際地域学演習ᶗ・ᶘ・ᶙ・ᶚでは、ଟ文化環境

におけるڞಉ࡞業なͲを通͡てコミュニケーション能力やνームワーΫを৳し、

国内外で活༂できるよう指ಋを行っていきます。卒業論文の用ݴ語は日英いずれ

かとなりますが、英語をرした者にはݴ語についてもਫ਼ີな指ಋを行います。

環境コースでは、人文 ・ 社会 ・ ࣗવに関する๛かな教養の上に、環境社会論、

ࣗવࡂとࡂ、環境システム論、環境࢈業論、ใマネジメントᶗ ・ ᶘなͲ、

現社会や地域社会、࢈業と生活なͲと環境との関について幅広い観から学

び、ใٕज़についても学習をਂめていくコースです。海外研修やインターンシ

ップなͲにも積極的にࢀՃすることができます。

環境問題は、今ޙの日ຊと世界にとって重要な課題であり、その解決にけて

人ྨશ体が力をけていかなけれならない野ですから、ا業の関৺もߴく、

ब職活動においてもアϐールできる有な野であると͑ݴます。

環境コースは２つの履修Ϟσルを持っており、Ϟσル̖は都市環境、地域環境、

環境対ࡦなͲ、地域環境に関する۩体的な問題にڧい関৺を持っている学生き

のϞσルです。Ϟσル#は地域環境、資源エネルギー問題、21世لの社会（世界）

の動なͲ、マΫロな課題にڧい関৺を持っている学生きのϞσルです。もち

ΖΜ、྆方のϞσルにまたがって学ぶこともできます。

また、環境コースではใ教育やフィールυワーΫなͲを通して、理論、方๏論、

現場֮ײがバランスྑく育成されることを目指しており、環境問題や社会問題に

対してセンスがྑく、社会に出てݙߩのできる学生を育てることとしています。

地域コースでは、都市ܭը等を通͡て地域をܭը論的にੳし理解することや、

地域経済、地方行や社会ج൫උなͲの知ࣝやϊϋを習得し、国の内外を

問わず地域づくりに取り組める人材の養成を目的とします。進࿏としては、公務

員やマスコミの΄か、ຽ間ا業においても、地域づくりの視から行動し、地域

にݙߩできることを目指します。海外研修によって地域づくりの現場を体験した

り、国内における地域づくりの研修やインターンシップ活動を経験しながら、地

域づくりに関した「現場主義」を実践できる学生になっていきます。３年から

まる国際地域学演習ᶗ・ᶘ・ᶙ・ᶚでは、国内外の地域づくりで活用でき、ब࢝

職ޙにもඞ要なスキルである、ᶃใ力、ᶄੳ力、ᶅ専力、ᶆ表現力（文ষ力

をؚΉ）、ᶇ語学力について、一人一人の資࣭をみながらஸೡに指ಋしていきます。
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３　国際地域学科国際地域

　　専攻ଔۀ要݅

卒業にඞ要な単位数は、124単位で、次の表に掲げるॴ定の単位を履修しなけれ

なりませΜ。

国際地域学部　国際地域学科　国際地域専攻

授　業　科　目　۠　 一 ൠ 学 生 外国人留学生

基　

盤　

教　

育　

科　

目　

群　
　

４
単
位

 通教養科目ڞ
 

４単位

哲 学 ・ ࢥ 想 ２　単　位

ࣗવ・環境・生໋

日ຊと世界の
文 化 ・ ྺ ࢙

現  ・ 社 会

スポーπと݈߁

総 　 　 合

社 会 人 ج ૅ 科 目

留 学 支 援 科 目

学
部
共
通
教
育
科
目
群　

18
単
位　

※
16
単
位

学 部 ڞ 通 教 養 科 目 ４　単　位

語学教育科目

14単位

˞12単位

ඞ 　 　 修 ９　単　位 ８　単　位

બ  ඞ 修

２単位
 

６ϲ国語の中から
ᶗ・ᶘを２単位

બ 　 　 

３単位 
 

英語をؚめた７ϲ国
語の中から３単位 

 
ᶙ・ᶚの履修にあ
たっては、ಉ一ݴ
語のᶗ・ᶘの履修

をલ提とする

４　単　位

専
門
教
育
科
目
群　

88
単
位

ඞ 修 科 目
28単位

１年次-10単位　２年次- ６単位
３年次- ４単位　４年次- ８単位

બ  ඞ 修 科 目 30　単　位

બ  科 目 22　単　位

キ ϟ リ ア ܗ 成 支 援 科 目 ２　単　位

教　 職　（ 教 科 科 目 ）

開์領域（ଞ学部ଞ学科）

卒 業 ඞ 要 単 位 数 合 ܭ 124　単　位

教 職 科 目

ࣗ ༝ 科 目

˞は外国人留学生　
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４　࣍ผ履修ొ୯Ґ

ݶ੍　　

５　履修্のҙ

　　基൫教育科܈

ʲ教ཆ科ʳ

　　履修্のҙ

学部ڞ௨教育科܈

ʲ学部ڞ௨教ཆ科ʳ

　　履修্のҙ

ʲޠ学教育科ʳ

　　履修্のҙ

履修できる単位数

Լهのとおり年次別に履修できる単位数の上限が設定されています。

年　次 年　間
卒業にඞ要な単位として

認められる科目 卒業にඞ要な単位として
認められない科目

य़学期 ळ学期

１ 44 22 22

制限なし
２ 44 22 22

３ 48 24 24

４ 48 24 24

ʻ卒業にඞ要な単位として認められる科目ʼ

通教育科目群、専教育科目群、開์領域（国ڞ൫教育科目群、学部ج

際地域学部内ଞ学科科目・ଞ学部ଞ学科開์科目）

ʻ卒業にඞ要な単位として認められない科目ʼ

・教職課程の教職に関する科目（教職概論、教育৺理学等）

・教職課程の教科に関する科目のうち、ҎԼの科目

 「日ຊ࢙A・#」、「外国࢙A・#」、「ྙ理学概論 A・#」、「哲学概આA・#」

・ࣗ ༝科目

ࣗの学科教育課程になく、なおかつ専開์科目（ଞ学部ଞ学科開์

科目）として履修できない科目で担教員の許可を得て履修する科目

ʻ一ൠ学生・外国人留学生ڞ通ʼ

ᶃڞ通教養科目「哲学 ・ 想」から２単位、そのଞの野から２単位をؚࢥ

め合４ܭ単位Ҏ上修得しなけれなりませΜ。

ᶄ「スポーπと݈߁」の授業は、総合スポーπセンター（൘۠ڮਗ਼ਫொ）

で開講されます。

　総合スポーπセンターでの授業は、ന６ࢁ学部すての１ʙ４年生が履

修できます。

ᶅ「スポーπ݈߁科学実ٕ」および「スポーπ݈߁科学演習」の各コース

の受講者数は人数調がඞ要になる場合があるため、ৄࡉについては履

修関資料、学内掲示をࢀরしてくͩさい。

ᶆ一度修得した科目は࠶登録できませΜ。なお、修得できなかった科目の

。履修は可能です࠶

ʻ一ൠ学生・外国人留学生ڞ通ʼ

　学部ڞ通教養科目より、࠷４単位修得しなけれなりませΜ。

ʻ一ൠ学生の場合ʼ

　語学教育科目では、ҎԼの３つのج४をຬたし、࠷14単位修得しなけれ
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　 専教育科܈

ʲ専教育科܈ʳ

　　履修্のҙ

ʲඞ修科ʳ

　　履修্のҙ

なりませΜ。

ᶃඞ修は、英会ᶗ・ᶘ・ᶙ、LL演習ᶗ・ᶘ、英文ಡ解ᶗ・ᶘ、メσィア英

語ᶗ・ᶘの９科目９単位を修得しなけれなりませΜ。

ᶄબඞ修は、中国語、ϋングル、フランス語、υイπ語、スϖイン語、

タイ語の中から１カ国語をબし、ᶗ・ᶘの２科目２単位を修得しなけれ

なりませΜ。

ᶅબは、中国語、ϋングル、フランス語、υイπ語、スϖイン語、タイ語の

中から１カ国語をબし、２科目２単位Ҏ上を修得しなけれなりませΜ。

　　なお、ᶙ・ᶚを履修する場合は既に単位を修得したᶗ・ᶘと同じ言語を選

択してください。

　　また、英࡞文ૅج、英会ᶚ、Ϗジネス英語ᶗ・ᶘ、インターネット・リ

αーν、Ϋリティカル・シンキング、英文ಡ解演習、メσィア英語ಡ解演習ᶗ・

ᶘを修得して単位をຬたすことも可能です。

ʻ外国人留学生の場合ʼ

　語学教育科目ではҎԼの２つのج४をຬたし、࠷12単位修得しなけれ

なりませΜ。

ᶃඞ修は、日ຊ語ᶗ̖・ᶘ̖・ᶙ̖・ᶗ#・ᶘ#・ᶙ#、英会ᶗ・ᶘの８

科目８単位を修得しなけれなりませΜ。

ᶄબは、日ຊ語総合演習̖・#、日ຊ語特別演習̖・#、英࡞文ૅج、Ϗジ

ネス英語ᶗ・ᶘ、インターネット・リαーν、Ϋリティカル・シンキング、

英会ᶙ・ᶚ、メσィア英語ಡ解演習ᶗ・ᶘ、中国語、ϋングル、フランス語、

υイπ語、スϖイン語、タイ語の中から４科目４単位Ҏ上を修得しなけ

れなりませΜ。

ɹɹͳ͓ɺத国ޠɺϋϯάϧɺϑϥϯεޠɺυΠπޠɺεϖΠϯޠɺλΠ

Ͱᶗɾᶘɾᶙɾᶚのॱにཤमɺ୯ҐमಘޠݴΛཤमする߹ɺಉ͡ޠ

ͯͩ͘͠͞い。

専教育科目群では、ඞ修科目28単位、બඞ修科目30単位、બ科目22単位

をؚめ、合88ܭ単位Ҏ上修得しなけれなりませΜ。

ඞ修科目では、１年次10単位、２年次６単位、３年次４単位、４年次８単位の

。28単位Ҏ上修得しなけれなりませΜܭ
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ʲબඞ修科ʳ

　　履修্のҙ

ʲબ科ʳ

　　履修্のҙ

　։์ྖ域ʹ͍ͭͯ

　ࣗ༝科ʹ͍ͭͯ

બඞ修科目では、࠷15科目30単位Ҏ上修得しなけれなりませΜ。

બ科目では、࠷11科目22単位Ҏ上修得しなけれなりませΜ。

教育課程表上のج൫教育科目群、学部ڞ通教育科目群、専教育科目群の、卒

業要件に定められた単位数を上ճって修得した単位については、卒業ඞ要単位数

124単位の中の単位としてࢉします。

に掲げる科目を除き、履修登録の上限単位数内でه登録は、Լ࠶修得科目のط

あれ担教員の許可を得て履修を認めるものとします。たͩし、取得した単位

は重ෳして卒業単位に組み入れませΜ。なお成績については、成績上位の評価を

卒業単位とみなします。

。登録ができない科目は次の通りです࠶

（基盤教育科目群）

　・全ての科目

（専教育科目群）

・国際地域学入ᶗ、ᶘ

・国際地域学ૅج演習ᶗ、ᶘ

・国際地域学演習ᶗ、ᶘ、ᶙ、ᶚ

・卒業論文

（学部内ଞ学科科目）

・コンϕンション論

・地域観光論

（ଞ学部ଞ学科科目）

　・શての科目

（教職課程）

　・શての科目

（ࣗ༝科目）

・શての科目

国際地域学部内ଞ学科科目 ・ ଞ学部ଞ学科開์科目の履修を認めます。履修し

た単位は、開์領域の単位として卒業ඞ要単位数124単位の中の単位としてࢉし

ます。

なお、履修にあたっては、開講学部・学科にैってくͩさい。

ࣗの学科教育課程表になく、ଞ学部ଞ学科開์科目一覧にもࡌهされていな

い科目で、担教員の許可を得て履修する科目を指します。なお、この科目は卒

業単位として認められませΜ。

ʹొ࠶修ಘ科のط
͍ͭͯ

ଔۀ要݅Λ্ճͬͯ修
ಘͨ͠୯Ґʹ͍ͭͯ
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地域コース

まちづくり手法論
地域経済学
など

環境コース

自然災害と防災
環境社会論
など

国際コース

国際金融論
文化人類学
など

国際地域学科国際地域専攻�履修Ϟσϧ

卒
業
後

４
年

３
年

２
年

１
年

国
内
外
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
科
目
・
国
際
地
域
学
論
理
（
２
年
）

民間企業での活動を通した
国内外における地域への貢献

卒業論文

演習Ⅱ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅲ.Ⅳ

演習Ⅰ

基礎演習Ⅰ

入門Ⅰ

入門Ⅱ

NPO・NGOでの活動を通した
国内外における地域への貢献

公務員・教員としての
地域への貢献

英語により実施される専門科目

コース共通

NGO・NPO論、アジアの地誌と文化、国際エネルギー資
源論、国際政治学、災害と復興など

国内外の大学院
への進学

国の内外において、環境との調和を図りながら地域の特性を活かした「地域づくり」を
行うための知識と、現場においてそれを実施する実行力を有した人材へ

「現場主義」による
実践的な学習

外国語による
コミュニケーション
能力の強化

3コース制の選択科目による
専門的知識の習得

ゼ
ミ
に
よ
る
少
人
数
教
育

多言語科目（選択）

ビジネス英語、英作文、
クリティカル・シンキング
第二外国語上級科目、
など

多言語科目（選択必修）

中国語、ハングル、
フランス語、ドイツ語、
タイ語、スペイン語

英語必修科目

英会話、英文読解
メディア英語、など

基礎科目による幅広い知識の習得

基盤教育科目群

国際地域学基礎、国際地域情報学入門Ⅰ・Ⅱ

専攻基礎科目

ミクロ・マクロ経済学、国際協力論、国際政治学、
社会システム論、社会保障論、都市地理学、
国際環境計画入門、環境マネジメントなど
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�࣍ �࣍ �࣍ �࣍
授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

基　

盤　

教　

育　

科　

目　

群　
　

（４）

共　

通　

教　

養　

科　

目　

（４）

哲学・ࢥ想
（２）

哲学̖
ྙ理学ૅج論̖
地ྙٿ理̖　

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

哲学̗
ྙ理学ૅج論̗
地ྙٿ理̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

哲学̖࢙
科学ࢥ想̖࢙
Ҫ上ԁྃと東洋大学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

哲学̗࢙
科学ࢥ想̗࢙
Ҫ上ԁྃと東洋大学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ࣗવ・環
境・生໋

生活と理̖
ࣗવ̖ࢽ　
環境の科学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

生活と理̗
ࣗવ̗ࢽ
環境の科学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

エネルギーの科学̖
ࣗવ科学概論̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

エネルギーの科学̗
ࣗવ科学概論̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

日ຊと世界の 
文化・ྺ࢙

国際教育論̖
Ԥ文学̖
のॾ問題̖࢙ྺ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

国際教育論̗
Ԥ文学̗
のॾ問題̗࢙ྺ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ଟ文化ڞ生論̖
現日ຊ文学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ଟ文化ڞ生論̗
現日ຊ文学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

現・社会
経済学̖
社会学̖
৺理学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

経済学̗
社会学̗
৺理学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

๏学̖
地理学̖
日ຊ国ݑ๏

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

๏学̗　
地理学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

スポーπ
と݈߁

スポーπ݈߁科学実ٕᶗ̖
スポーπ݈߁科学実ٕᶙ̖
スポーπ݈߁科学講義ᶘ̖

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ2ʣ

スポーπ݈߁科学実ٕᶗ̗
スポーπ݈߁科学実ٕᶙ̗
スポーπ݈߁科学講義ᶘ̗

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ2ʣ

スポーπ݈߁科学実ٕᶘ̖
スポーπ݈߁科学講義ᶗ
スポーπ݈߁科学演習ᶗ

ʢ1ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

スポーπ݈߁科学実ٕᶘ̗ʢ1ʣ

総　　合 総合ᶗ̖
શ学総合ᶗ̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

総合ᶗ̗
શ学総合ᶗ̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

総合ᶘ̖
શ学総合ᶘ̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

総合ᶘ̗
શ学総合ᶘ̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

社会人 
科目ૅج

キϟリアσϕロップメント論̖
社会人ૅج力入講義

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

キϟリアσϕロップメント論̗
社会人ૅج力実践講義

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

業Ո論ا
公務員論　

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

　業のしくみا
社会ݙߩ活動入

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

留
学
支
援
科
目

英語特別
教育科目 Special Course in Advanced TOEFL ᶗ ʢ4ʣSpecial Course in Advanced TOEFL ᶘ ʢ4ʣ

学　

部　

共　

通　

教　

育　

科　

目　

群　
　

（18）

学部ڞ通
教養科目
（４）

地域と生活
語と文化̖ݴ
࣏学入
都市論
ใ社会論
地ࢽ学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

文化人ྨ学入
語と文化̗ݴ
国際࣏学入
日ຊの近化
ใネットワーΫ論
地ࢽ学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

文化ڷと࢙ྺ
日ຊの文化と社会
日ຊ外交論
科学ٕज़論
ࣗવ地理学̖
人文地理学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

地域とϘランティア
世界の文化と社会
ٕज़と࢈業の社会࢙
地ٿ環境論
ࣗવ地理学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

語　

学　

教　

育　

科　

目　
　

（14）

ඞ　　修
（９）

英会ᶗ
英会ᶘ
̡̡演習ᶗ
̡̡演習ᶘ
英文ಡ解ᶗ
英文ಡ解ᶘ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

英会ᶙ
メσィア英語ᶗ
メσィア英語ᶘ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

બඞ修
（２）

中国語ᶗ
中国語ᶘ
ϋングルᶗ
ϋングルᶘ
フランス語ᶗ
フランス語ᶘ
υイπ語ᶗ
υイπ語ᶘ
スϖイン語ᶗ
スϖイン語ᶘ
タイ語ᶗ
タイ語ᶘ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

બ　　
（３）

英࡞文ૅج ʢ1ʣ英会 I7
Ϗジネス英語ᶗ
Ϗジネス英語ᶘ
インターネット・リαーν
Ϋリティカル・シンキング
英文ಡ解演習
メσィア英語ಡ解演習ᶗ
メσィア英語ಡ解演習ᶘ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

中国語ᶙ
中国語ᶚ
ϋングルᶙ
ϋングルᶚ
フランス語ᶙ
フランス語ᶚ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

υイπ語ᶙ
υイπ語ᶚ
スϖイン語ᶙ
スϖイン語ᶚ
タイ語ᶙ
タイ語ᶚ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

語学教育科目の「બඞ修」および「બ」の履修はP�25 ʙ P�26をよくಡΉこと。

国際地域学部国際地域学科国際地域専攻教育課程表（Ұൠ学生༻）
����ೖ学生༻
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�࣍ �࣍ �࣍ �࣍
授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

専　
　
　
　

門　
　
　
　

教　
　
　
　

育　
　
　
　

科　
　
　
　

目　
　
　
　

群　
　
　
　
　
　
　

（88）

ඞ　　修
（28）

国際地域学ૅج
国際地域学入ᶗ
国際地域学入ᶘ
国際地域ใ学入ᶗ
国際地域ใ学入ᶘ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

国際地域学論理
国際地域学ૅج演習ᶗ
国際地域学ૅج演習ᶘ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

国際地域学演習ᶗ
国際地域学演習ᶘ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

国際地域学演習ᶙ
国際地域学演習ᶚ
卒業論文

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ4ʣ

基　

礎　

科　

目

選
択
必
修

（30）

ミΫロ経済学ᶗ
マΫロ経済学ᶗ
国際ڠ力論
फ教と社会
国際࣏学ᶗ
国際環境ܭը入
エネルギー資源・環境管理
社会調査๏
国際開発援ॿ論

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ミΫロ経済学ᶘ
マΫロ経済学ᶘ
地方࣏ࣗ論
国際経済学
都市地理学
社会システム論ᶗ
地域システム論
地域࢈業論ᶗ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

地域σータੳ
社会ج൫論
公ڞ経済学ᶗ
社会อো論
地域ܭը
ใマネジメントᶗ
ਫลと環境
環境マネジメント

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

選　
　
　
　
　

択　
　
　
　
　

（22）

 ̡ コースڞ通ʳ
社会システム哲学
ゲーム理論入
౷ܭ学
国際エネルギー資源論
国際࣏学ᶘ
日ຊの地ࢽと文化
アジアの地ࢽと文化
Ϥーロッύの地ࢽと文化
アフリカの文化と社会
中東の文化と社会
中ೆถの経済と社会
アジアの都市と交通
NGO・NPO 論
外国地ࢽ
社会ࡦ論
地域文化̖
地域文化̗
国際ڠ力と日ຊ語教育ᶗ
国際ڠ力と日ຊ語教育ᶘ
ڵと෮ࡂ
国際地域学研修ᶗ
国際地域学研修ᶘ
国際地域学研修ᶙ
国際地域学研修ᶚ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

 ̡ 国際コースʳ
国際࣏学ᶙ
国際金༥論
国際৯ྐ問題論
Ԥถ地域研究
文化人ྨ学
開発経済論
日ຊ経済論

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

アジア経済論
アジア社会論
ଜ地域開発論
社会システム論ᶘ
プロジΣΫト実施・評価

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

国際特別演習 ʢ2ʣ

 ̡ 環境コースʳ
環境管理దਖ਼ٕज़論
環境࢈業論
ഇغ管理
ਫと国
環境システム論
環境経済学概論

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ࣗવࡂとࡂ
環境社会論
科学ٕज़ྙ理
知ࣝใॲ理
ใマネジメントᶘ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

環境特別演習 ʢ2ʣ

 ̡ 地域コースʳ
コミュニティ開発論
国ར用と๏
公ڞ経済学ᶘ
地域経済学
社会ج൫ܭը・ࡦ
地域࢈業論ᶘ
まちづくり手๏論

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

都市地域ੳ
都市ܭը
地・ॅ問題
公ڞ経Ӧ論
福祉経済論
地域福祉論
ө૾社会学

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ຽ事๏
業๏ا

地域特別演習

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

1BSUJDJQBUPSZ�%FWFMPQNFOU
2VBMJUBUJWF�3FTFBSDI�.FUIPEPMPHJFT
(FOEFS�BOE�4PDJFUZ
6SCBO�)BCJUBUJPO
"TJBO�$JUJFT�BOE�5SBOTQPSU
#BTJD�"DBEFNJD�8SJUJOH
#BTJD�"DBEFNJD�3FBEJOH
+BQBOFTF�&DPOPNZ�BOE�#VTJOFTT

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

"DBEFNJD�&TTBZ�8SJUJOH
*OGPSNBUJPO�1VCMJTIJOH
"TJBO�&DPOPNJFT
*OUFSOBUJPOBM�'JOBODF
)PVTJOH�UIF�1PPS�JO�"TJB
7JTVBM�4PDJPMPHZ
3FHJPOBM�UP�*OUFSOBUJPOBM�*TTVFT
(MPCBMJ[BUJPO�BOE�$VMUVSF
4PVUI�"TJBO�4UVEJFT

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

4PVUIFBTU�"TJBO�4UVEJFTɹʢ2ʣɹ(MPCBM�&OWJSPONFOUBM�*TTVFTɹʢ2ʣ
6SCBO�BOE�5SBOTQPSU�1MBOOJOHɹʢ2ʣɹ(MPCBM�8BUFS�1SPCMFNTɹʢ2ʣ
$POUFNQPSBSZ�(MPCBM�*TTVFTɹʢ2ʣ
3FHJPOBM�BOE�6SCBO�4PDJPMPHZ�PO�"TJBO�$PVOUSJFTɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹʢ2ʣ
6SCBO�BOE�3FHJPOBM�&OWJSPONFOUBM�.BOBHFNFOUɹɹɹɹɹɹɹɹɹʢ2ʣ
&OWJSPONFOUBM�*TTVFT�JO�"TJBO�$PVOUSJFTɹɹɹɹɹɹʢ2ʣ
&OFSHZ�BOE�3FTPVSDFT�.BOBHFNFOU��ɹɹɹɹɹɹɹɹʢ2ʣ
5IF�1SBDUJDF�PG�*OUFSOFU�5FDIOPMPHZ�/FUXPSL�$POpHVSBUJPO�BOE�4FDVSJUZɹʢ2ʣ

キϟリアܗ
成支援科目

（２）

キϟリアσβインᶗ ʢ2ʣキϟリアσβインᶘ ʢ2ʣキϟリアσβインᶙ ʢ2ʣ

経済社会実務ᶗ
地域活動実習ᶗ
国際活動実習ᶗ
ใٕज़実務ᶗ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

経済社会実務ᶘ
地域活動実習ᶘ
国際活動実習ᶘ
ใٕज़実務ᶘ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

経済社会実務ᶙ
地域活動実習ᶙ
国際活動実習ᶙ
ใٕज़実務ᶙ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

経済社会実務ᶚ
地域活動実習ᶚ
国際活動実習ᶚ
ใٕज़実務ᶚ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

教 職 科 目 
（卒業単位外）

哲学概આ̖
日ຊ̖࢙

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

哲学概આ̗
日ຊ̗࢙

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ྙ理学概આ̖
外国̖࢙

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ྙ理学概આ̗
外国̗࢙

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

開講科目は年度により変わる場合があります。ඞず授業時間ׂ表で確認してԼさい。
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授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

基　

盤　

教　

育　

科　

目　

群　

（４）

共　

通　

教　

養　

科　

目

哲学・ࢥ想
（２）

哲学̖
ྙ理学ૅج論̖
地ྙٿ理̖　

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

哲学̗
ྙ理学ૅج論̗
地ྙٿ理̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

哲学̖࢙
科学ࢥ想̖࢙
Ҫ上ԁྃと東洋大学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

哲学̗࢙
科学ࢥ想̗࢙
Ҫ上ԁྃと東洋大学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ࣗવ・環
境・生໋

生活と理̖
ࣗવ̖ࢽ
環境の科学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

生活と理̗
ࣗવ̗ࢽ
環境の科学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

エネルギーの科学̖
ࣗવ科学概論̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

エネルギーの科学̗
ࣗવ科学概論̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

日ຊと世界の 
文化・ྺ࢙

国際教育論̖
Ԥ文学̖
のॾ問題̖࢙ྺ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

国際教育論̗
Ԥ文学̗
のॾ問題̗࢙ྺ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ଟ文化ڞ生論̖
現日ຊ文学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ଟ文化ڞ生論̗
現日ຊ文学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

現・
社　会

経済学̖
社会学̖
৺理学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

経済学̗
社会学̗
৺理学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

๏学̖
地理学̖
日ຊ国ݑ๏

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

๏学̗　
地理学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

スポーπ
と݈߁

スポーπ݈߁科学実ٕᶗ̖
スポーπ݈߁科学実ٕᶙ̖
スポーπ݈߁科学講義ᶘ̖

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ2ʣ

スポーπ݈߁科学実ٕᶗ̗
スポーπ݈߁科学実ٕᶙ̗
スポーπ݈߁科学講義ᶘ̗

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ2ʣ

スポーπ݈߁科学実ٕᶘ̖
スポーπ݈߁科学講義ᶗ
スポーπ݈߁科学演習ᶗ

ʢ1ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

スポーπ݈߁科学実ٕᶘ̗ ʢ1ʣ

総　　合 総合ᶗ̖
શ学総合ᶗ̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

総合ᶗ̗
શ学総合ᶗ̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

総合ᶘ̖
શ学総合ᶘ̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

総合ᶘ̗
શ学総合ᶘ̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

社会人
科目ૅج

キϟリアσϕロップメント論̖
社会人ૅج力入講義

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

キϟリアσϕロップメント論̗
社会人ૅج力実践講義

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

業Ո論ا
公務員論　

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

業のしくみا
社会ݙߩ活動入

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

留
学
支
援
科
目

英語特別
教育科目 Special Course in Advanced TOEFL ᶗ ʢ4ʣSpecial Course in Advanced TOEFL ᶘ ʢ4ʣ

学　

部　

共　

通　

教　

養　

科　

目　

群　

（16）

学部ڞ通
教養科目
（４）

地域と生活
語と文化̖ݴ
࣏学入
都市論
ใ社会論
地ࢽ学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

文化人ྨ学入
語と文化̗ݴ
国際࣏学入
日ຊの近化
ใネットワーΫ論
地ࢽ学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

文化ڷと࢙ྺ
日ຊの文化と社会
日ຊ外交論
科学ٕज़論
ࣗવ地理学̖
人文地理学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

地域とϘランティア
世界の文化と社会
ٕज़と࢈業の社会࢙
地ٿ環境論
ࣗવ地理学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

語　

学　

教　

育　

科　

目　

（12）

ඞ　　修
（８）

日ຊ語ᶗ̖
日ຊ語ᶘ̖
日ຊ語ᶙ̖
日ຊ語ᶗ̗
日ຊ語ᶘ̗
日ຊ語ᶙ̗
英会ᶗ
英会ᶘ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

બ　　
（４）

英࡞文ૅج ʢ1ʣ日ຊ語総合演習̖
日ຊ語総合演習̗
日ຊ語特別演習̖
日ຊ語特別演習̗
Ϗジネス英語ᶗ
Ϗジネス英語ᶘ
インターネット・リαーν
Ϋリティカル・シンキング
英会ᶙ
英会ᶚ
メσィア英語ಡ解演習ᶗ
メσィア英語ಡ解演習ᶘ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

中国語ᶗ
中国語ᶘ
ϋングルᶗ
ϋングルᶘ
フランス語ᶗ
フランス語ᶘ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

υイπ語ᶗ
υイπ語ᶘ
スϖイン語ᶗ
スϖイン語ᶘ
タイ語ᶗ
タイ語ᶘ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

中国語ᶙ
中国語ᶚ
ϋングルᶙ
ϋングルᶚ
フランス語ᶙ
フランス語ᶚ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

υイπ語ᶙ
υイπ語ᶚ
スϖイン語ᶙ
スϖイン語ᶚ
タイ語ᶙ
タイ語ᶚ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

ᶃ　外国人留学生に対しては、修学目的にଈして合理的に教育ޮՌがあげられるように、日ຊ語理解のॿけとなる
「日ຊ語」の科目が学部ڞ通教養科目群の語学教育科目に開設されています。

ᶄ　語学教育科目の「બ」のうち、日ຊ語および英語科目Ҏ外のݴ語科目の履修は、P�26をよくಡΉこと。
ᶅ　専教育科目群の課程表はલのϖージで確認してくͩさい。

国際地域学部国際地域学科国際地域専攻教育課程表（֎国ਓཹ学生༻）
����ೖ学生༻
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ϗスϐタリティマネジメント ʢ2ʣ
観光マーケティング ʢ2ʣ
৯Ӵ生論 ʢ2ʣ
と観光 ʢ2ʣ࢙ྺ
人文地理学̗ ʢ2ʣ

環ଠฏ洋πーリζム論 ʢ2ʣ
Ԥभπーリζム論 ʢ2ʣ
ถπーリζム論 ʢ2ʣ
コンϕンション論 ʢ2ʣ
セレϞニー経Ӧ論 ʢ2ʣ
٬マネジメント ʢ2ʣސ
地域観光論 ʢ2ʣ
観光・環境経済学 ʢ2ʣ
観光行動論 ʢ2ʣ
観光調査 ŋ ༧ଌ理論 ʢ2ʣ

環境๏ن・ࡦ論 ʢ2ʣ
環日ຊ海観光文化論 ʢ2ʣ

観光コンαルタント論 ʢ2ʣ
ه会ܭ論 ʢ2ʣ
αーϏス・マネジメント ʢ2ʣ
務ॾ表論 ʢ2ʣࡒ
観光行動Ϟσル ʢ2ʣ
ϖットπーリζム論 ʢ2ʣ
経Ӧੳ論 ʢ2ʣ
日ຊඒज़࢙ ʢ2ʣ
洋ඒज़࢙ ʢ2ʣ

Ϥーロッύのྺ࢙とݴ語 ʢ2ʣ
観光のྺ࢙と文化 ʢ2ʣ

国際観光学研修ᶗ ʢ2ʣ国際観光学研修ᶘ ʢ2ʣ

　˞履修する場合は学年にैうこと。

����ೖ学生༻

Ҭ学෦ଞ学ՊՊࡍࠃ 国際観光学科の専教育科目群（ඞ修・演習・卒業論文を除く）で
国際地域学科国際地域専攻の学生が履修可能な科目
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ଞ学෦ଞ学Պ։์Պ
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文学部
日ຊ文学文化学科

ൺֱ文学文化概આ̖ ʢ2ʣൺֱ文学文化概આ̗ ʢ2ʣ
ʢ2ʣ ̖࢙日ຊ文学ݹ
ʢ2ʣ ̗࢙日ຊ文学ݹ
中世日ຊ文学̖࢙ ʢ2ʣ
中世日ຊ文学̗࢙ ʢ2ʣ

近現日ຊ文学̖࢙ʢ2ʣ
近現日ຊ文学̗࢙ʢ2ʣ

近世日ຊ文学̖࢙ ʢ2ʣ
近世日ຊ文学̗࢙ ʢ2ʣ

英語ݍ文学文化と日ຊ̖ ʢ2ʣ
英語ݍ文学文化と日ຊ̗ ʢ2ʣ
υイπ語ݍ文学文化と日ຊ̖ ʢ2ʣ
υイπ語ݍ文学文化と日ຊ̗ ʢ2ʣ

フランス語ݍ文学文化と日ຊ ʢ̖2ʣ
フランス語ݍ文学文化と日ຊ ʢ̗2ʣ
中国文学文化と日ຊ̖ ʢ2ʣ
中国文学文化と日ຊ̗ ʢ2ʣ

日ຊの伝౷行事̖ ʢ2ʣ
日ຊの伝౷行事̗ ʢ2ʣ

日ຊのඒज़̖ ʢ2ʣ
日ຊのඒज़̗ ʢ2ʣ

ສ༿文化論̖ ʢ2ʣ
ສ༿文化論̗ ʢ2ʣ
Ԧே文化論̖ ʢ2ʣ
Ԧே文化論̗ ʢ2ʣ
文化論̖ ʢ2ʣށߐ
文化論̗ ʢ2ʣށߐ

近現文化論̖ ʢ2ʣ
近現文化論̗ ʢ2ʣ
日ຊのݹయ籍̖ ʢ2ʣ
日ຊのݹయ籍̗ ʢ2ʣ

日ຊຽଏ学̖ ʢ2ʣ
日ຊຽଏ学̗ ʢ2ʣ
ࣨொ文化論̖ ʢ2ʣ
ࣨொ文化論̗ ʢ2ʣ

文学部
教育学科

生֔学習概論ᶗ ʢ2ʣ特別支援教育概論ᶗ ʢ2ʣ
生֔学習概論ᶘ ʢ2ʣ
ൺֱࡦ論 ʢ2ʣ
社会文化࢙（日ຊ） ʢ2ʣ
社会文化࢙（洋） ʢ2ʣ

特別支援教育概論ᶘ ʢ2ʣ
アメリカࢥ想࢙ ʢ2ʣ
ঁ性問題と学習 ʢ2ʣ
ใ化と社会教育 ʢ2ʣ

ൺֱ社会論 ʢ2ʣ
社会教育課題研究ᶗ ʢ2ʣ
社会教育課題研究ᶘ ʢ2ʣ

Ոఉ教育論 ʢ2ʣ
社会教育ܭը論ᶗ ʢ2ʣ
社会教育ܭը論ᶘ ʢ2ʣ

文学部
英語コミュニケーション学科

ൺֱ文化論 Aʢ2ʣ ൺֱ文化論 #ʢ2ʣ
Special Lecture ᶗ ʢ2ʣ

（特別講義ᶗ）
Special Lecture ᶘ ʢ2ʣ

（特別講義ᶘ）

Special Lecture ᶙ ʢ2ʣ
（特別講義ᶙ）
Special Lecture ᶚ ʢ2ʣ

（特別講義ᶚ）
経済学部
経済学科

経済哲学̖ ʢ2ʣ
経済哲学̗ ʢ2ʣ
人口経済学̖ ʢ2ʣ
人口経済学̗ ʢ2ʣ

ҩྍ経済学̖ ʢ2ʣ
ҩྍ経済学̗ ʢ2ʣ
࣏経済学̖ ʢ2ʣ
࣏経済学̗ ʢ2ʣ
現中খا業論̖ ʢ2ʣ
現中খا業論̗ ʢ2ʣ

経済学部
国際経済学科

Ϥーロッύ経済論̖ ʢ2ʣ
Ϥーロッύ経済論̗ ʢ2ʣ

国際қ論̖ ʢ2ʣ
国際қ論̗ ʢ2ʣ
国際金༥論̖ ʢ2ʣ
国際金༥論̗ ʢ2ʣ
日ຊ経済論̖ ʢ2ʣ
日ຊ経済論̗ ʢ2ʣ
上ڃ国際経済学̖ ʢ2ʣ
上ڃ国際経済学̗ ʢ2ʣ

国際公ڞ経済̖ ʢ2ʣ
国際公ڞ経済̗ ʢ2ʣ
世界の৯料・資源経済̖ ʢ2ʣ
世界の৯料・資源経済̗ ʢ2ʣ
経済発展論̖ ʢ2ʣ
経済発展論̗ ʢ2ʣ
Ԥ経済̖࢙ ʢ2ʣ
Ԥ経済̗࢙ ʢ2ʣ

経済学部
総合ࡦ学科

市ຽ社会と国Ո ʢ2ʣ
教育・Ո・ޏ用システム ʢ2ʣ

社会̖ࡦ ʢ2ʣ
社会ࡦ # ʢ2ʣ
生き方・ಇき方の経済学 ʢ2ʣ
ワーΫ・ライフ・バランスの総合ࡦ ʢ2ʣ

現の࢈業とا業 ʢ2ʣ
地域活性化と公ຽ連ܞ ʢ2ʣ
環境の制度とࡦ ʢ2ʣ
ഇغࡦ ʢ2ʣ
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経済学部（ݴ語野）
　υイπ語

定υイπ語̖ ʢ1ʣݕ
時事υイπ語̖ ʢ1ʣ

定υイπ語ݕ # ʢ1ʣ
時事υイπ語 # ʢ1ʣ

経済学部（ݴ語野）
　フランス語

定フランス語̖ ʢ1ʣݕ
時事フランス語̖ ʢ1ʣ

定フランス語ݕ # ʢ1ʣ
時事フランス語 # ʢ1ʣ

経済学部（ݴ語野）
　中国語

中国語ᶙ̖ ʢ1ʣ
中国語上̖ڃ ʢ1ʣ

中国語ᶙ # ʢ1ʣ
中国語上ڃ # ʢ1ʣ

Ϗジネス・ニュース英語 A ʢ2ʣ
Ϗジネス・ニュース英語 # ʢ2ʣ

Ϗジネス・ネΰシエーション A ʢ2ʣ
Ϗジネス・ネΰシエーション # ʢ2ʣ

経Ӧ学部
経Ӧ学科

経Ӧࡒ論 ʢ2ʣ
資決定論 ʢ2ʣ
国際経Ӧૅج論 ʢ2ʣ
̜̗̘セミφーᶗ ʢ2ʣ
̜̗̘セミφーᶜ ʢ2ʣ

国際経Ӧ論 ʢ2ʣ
意ࢤ決定論 ʢ2ʣ
公ڞ経Ӧ論 ʢ2ʣ
̜̗̘セミφーᶘ ʢ2ʣ

業評価論 ʢ2ʣا
コーポレートΨバφンス論 ʢ2ʣ
コンプライアンス経Ӧ論 ʢ2ʣ
̜̗̘セミφーᶛ ʢ2ʣ

経Ӧ学部
マーケティング学科

広ࠂ論 ʢ2ʣ
現の広ࠂ ʢ2ʣ
αーϏス・マーケティング論 ʢ2ʣ

リレーションシップ・マーケティング ʢ2ʣ
フΝッション・マーケティング論 ʢ2ʣ
現のフΝッション・マーケティング ʢ2ʣ

経Ӧ学部
会ܭフΝイφンス学科

金༥論 ʢ2ʣ
金༥システム論 ʢ2ʣ
フΝイφンス論 ʢ2ʣ

経Ӧ査論 ʢ2ʣ
会ܭ査論 ʢ2ʣ

経Ӧੳ論 ʢ2ʣ
証݊資論 ʢ2ʣ

๏学部
๏学科

๏哲学 Aʢ2ʣ ๏哲学 #ʢ2ʣ
๏ࢥ想࢙ A ʢ2ʣ๏ࢥ想࢙ # ʢ2ʣInternational Relations A ʢ2ʣInternational Relations # ʢ2ʣ

࣏学ݪ論 A ʢ2ʣ
࣏学ݪ論 # ʢ2ʣ
Fundamental Concepts of 
International PoliticsA ʢ2ʣ
Fundamental Concepts of 
International Politics# ʢ2ʣ
Fundamental Concepts of 
Peace StudiesA ʢ2ʣ
Fundamental Concepts of 
Peace Studies# ʢ2ʣ
International LaX A ʢ2ʣ
International LaX # ʢ2ʣ

๏学部
業๏学科ا

๏ᶗ（総論）A ʢ2ʣܐ
๏ᶗ（総論）# ʢ2ʣܐ
Ϗジネス・イングリッシュᶗ̖ ʢ1ʣ
Ϗジネス・イングリッシュᶗ̗ ʢ1ʣ

Ϗジネス・イングリッシュᶘ̖ ʢ1ʣ
Ϗジネス・イングリッシュᶘ̗ ʢ1ʣ

Ϗジネス・イングリッシュᶙ̖ ʢ1ʣ
Ϗジネス・イングリッシュᶙ̗ ʢ1ʣ

社会学部
社会学科

社会౷ܭ学 ʢ2ʣ国際社会学 ʢ2ʣ

社会学部
社会文化システム学科

日ຊ社会文化論̖ ʢ2ʣ
日ຊ社会文化論 # ʢ2ʣ

൜ࡑ社会学̖ ʢ2ʣ
൜ࡑ社会学 # ʢ2ʣ

社会学部
社会福祉学科

社会福祉発達̖࢙ ʢ2ʣ
社会福祉発達࢙ # ʢ2ʣ

社会อো論̖ ʢ2ʣ
社会อো論 # ʢ2ʣ

公的ැॿ論 ʢ2ʣ
地域福祉論̖ ʢ2ʣ

社会学部
メσィアコミュニケーション学科

メσィアコミュニケーション学概論̖ ʢ2ʣ
メσィアコミュニケーション学概論 # ʢ2ʣ

マス・コミュニケーション概論̖ ʢ2ʣ
マス・コミュニケーション概論 # ʢ2ʣ

ใ学ૅج論̖ ʢ2ʣ
ใ学ૅج論 # ʢ2ʣ

社会学部
社会৺理学科

社会৺理学概論̖ ʢ2ʣ社会৺理学概論 # ʢ2ʣ݈ 業組৫৺理学 ʢ2ʣ࢈৺理学̖ ʢ2ʣ߁

環境৺理学 ʢ2ʣ

理学部 日ຊの文化と༷ࣜߟࢥʢ2ʣ 科学について英語で͑ߟるʢ2ʣ
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１　&41のͶΒ͍

２　対象

３　ೝఆ要݅

４　Ԡื方法

５　ΞυόΠβʔ੍

ຊプログラムは、ຊ学部の教育理೦にԊって、「現場主義」にجづいた「地域づ

くり」におけるグローバル人材を育成するために、（１）専的な知ࣝの英語（外

国語）でのӡ用力、（２）ॾ地域の文化習׳の理解とおޓいの文化のଚ重、（３）

地域ॅຽや関者との外国語によるコミュニケーション力、（４）現場での経験に

。づいた課題のຊ࣭的な理解と実践力を修得することを目指していますج

ຊプログラムに応ืした学生のうちҎԼに示す認定要件をຬたしたものに対し

て、プログラムの修ྃを卒業時に認定し、卒業証書とは別にプログラム修ྃ証を

交付します。

ຊプログラム（副専攻）は2013年度入学生より対となります。

ຊプログラムの認定をرする学生は卒業までにҎԼの（１）ʙ（４）をຬた

すඞ要があります。

（１） 外国語科目のඞ修科目を除いて、英語により授業が実施された科目、あ

るいは英語の修得を目的とした科目を40単位Ҏ上履修すること。

（２） 国際交流ポイント制度で30ポイントҎ上を֫得すること。（P37 or 92 ࢀ

র）

（３） 卒業までに別に指定されている英語能力試験で一定程度の成績をऩめる

こと。一定程度の成績とは、TOEFL-ITPの場合550、TOEICの場合

730、に૬する成績とする。

（４） 卒業論文の要旨を英文で࡞成するとともに、卒業論文のຊ文あるいはイ

ンターンシップやフィールυスタσィなͲのใࠂを英文で࡞成すること。

　第3セメスタの履修登録期間までਵ時受け付けます。英語能力を示す書ྨととも

に国際地域グローバルオフィス૭口に申請書を提出してくͩさい。たͩし、提出

時に英語能力に関して次のいずれかの条件をຬたしている学生を対とします。

（TOEFL-ITPの場合450、TOEICの場合480に૬する成績）

　申請料、認定料等はෆ要です。

　それͧれの応ื者に対して、専教員の中からESPアυバイβーをબ定します。

科目履修や海外研修、留学なͲ、アυバイβーと૬ஊしながら、進めることがで

きます。なお、それまでの成Ռや今ޙの๊ෛなͲについて定期的にใࠂ書をアυ

バイβーに提出していたͩきます。

第２અ　෭専攻&OHMJTI�4QFDJBM�1SPHSBN�GPS�(MPCBM�)VNBO�3FTPVSDFT�%FWFMPQNFOU�	&41
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̒　εέδϡʔϧ 第１ʙ第３セメスタ ESPへの応ื申請

ʻ3年次ʼ
1݄Լ० 卒業時の認定書発行の申請、認定要件の達成状گをใࠂ

ʻ4年次ʼ
10݄Լ० 認定要件の達成状گの࠶確認

1݄Լ० ESP認定ر者用卒論発表会

3݄Լ० 認定書の授与

海外留学、国内外ϘランティアなͲの社会ݙߩ活動、および学内におけるさま͟
まな国際交流イϕントにࢀՃしたࢀ、ޙՃใࠂ書をポートフΥリオ（ToyoRDS 
folio）に提出することによりポイントが֫得できます。対イϕントとそれͧれの
イϕントにおける֫得ポイントについては、上هオフィスに確認してくͩさい。
別表　国際交流ポイント制度における対象イベントと獲得ポイント

海外における活動 学内留学SAIHATおよび国内での活動
交・認定留学（２セメスター 
 30pt 大リレー講義ௌ講 １pt
認定留学（１セメスター 
 20pt 国際ワーΫショップࢀՃ・ӡӦ １ʙ５pt5


S86長期留学（１セメスター） 20pt 国内研修（１ि間ʙ） ５ʙ 10pt2


学部海外研修（２ʙ５ि間） ８ʙ 10pt1
 日ຊ研究プログラム ５pt
語学留学（３ʙ６ϱ݄）ߍ定ڠ 15 ʙ 20pt スϐーνコンテストࢀՃ6
 ５pt
શ学語学セミφー 10pt 国際的な社会ݙߩ活動7
 ２ʙ 10pt
海外専研修（ゼミ単位等） ５ʙ 10pt2
 TOEFLʗTOEIC課外講座受講 ３pt
海外インターンシップ ５ʙ 30pt3
 ランゲージセンター講座受講 ３pt
社会ݙߩ活動 ５ʙ 10pt4
 そのଞ8


そのଞ8


１） ２ि間の研修は８ポイント、３ि間Ҏ上の研修は10ポイント。
２） 活動内容と期間により決める。おおよその目҆は１ि間の研修が５ポイント、

２ि間の研修が８ポイント、３ि間程度の研修で10ポイントである。
３） 活動内容と期間により決める。おおよその目҆は１ि間５ポイント、２ि間

８ポイント、３िҎ上10ポイント、１セメスタҎ上20ポイント、１年間３̌
ポイント。

４） 学生がࣗ主的に行った海外での社会ݙߩ活動である。活動内容と期間により
決める。おおよその目҆は、１ि間５ポイント、２ि間８ポイント、３िҎ
上10ポイント。

５） 活動内容と期間により決める。おおよその目҆は日のシンポジム１ポイ
ント、ऴ日のシンポジム２ポイント。たͩし、४උ等で時間がかかる場合
は状گに応͡て決める。

６） ຊ学主࠵の各ݴ語のスϐーνコンテストへのࢀՃ。（留学生については日ຊ語
スϐーνコンテストへのࢀՃも認める）

７） 国際交流的な要ૉをؚΉものが対。活動内容と期間により決める。おおよ
その目҆は、１日２ポイント、１ि間５ポイント、２ि間８ポイント、３ि
Ҏ上10ポイント。

８） 学生の申請にجづき、その都度ݕ౼する。

̓　国際ަྲྀϙΠϯτ੍
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１　ଔۀจのҙٛ

２　ଔۀจಧのఏग़

３　ଔۀจのࣥච要ྖ

４　ଔۀจのఏग़

卒業論文は、講義や演習等を通して学習した総合的な成Ռであり、「学士（国際

地域学）」にする学力の有資格者であることを証明するものとなります。履修科

目の中で、卒業論文は࠷も重要なものとして位ஔづけられるものであり、学生は

ेな४උのもとに、卒業論文の執筆にશ力で取り組まなけれなりませΜ。ब

職活動の際に、大学でのษ学についてਘͶられるػ会がଟくあります。それにઆ

得力をもって͑るためにも、卒業論文の४උはૣめに取りかかることがまし

いです。

４年生は、第８セメスタ（３݄卒業༧定者は10݄、９݄卒業༧定者は４݄）開

。時に、指ಋ教員のঝを得たう͑で「卒業論文題目届」を提出してくͩさい࢝

これを提出しなかった者は、卒業論文の指ಋを受けることができませΜ。指ಋ教

員のঝ認を得ずに卒業論文の履修登録・変更をしてもແޮとなります。

・書　　ࣜ　　̖４、ワープロ書きをݪ則とします。

000Ҏ上を目҆とします（ਤ・表をؚΉ）。英語の場合は8ࣈ数　　２ສ　　ࣈ・語

程度とします。

。語　　日ຊ語または英語とし、指ಋ教員と学生が૬ஊして決定しますݴ用・

・構　　成　　表ࢴ、要旨、目次、およびຊ文からなります。ϖージ൪߸をه入し

てくͩさい。

　　　　　　˞表ࢴの書ࣜのৄࡉについては、ݟຊを学部掲示൘に提示します。

・注ऍおよびߟࢀ文ݙ

　　　　　　　論文には、ॴ要の注ऍを付すとともに、ଞのஶ࡞から得たใ

をར用する場合はඞずຊ文中にҾ用Օॴを明示し、ຊ文のޙ࠷に

ଞのߟࢀ文ݙとともにその一覧を明示してくͩさい。

な執筆要領等については、学内掲示ならびに各指ಋ教員の指示にैってくࡉৄ˞

ͩさい。

・提出期日　　12݄中०（９݄卒業༧定者は７݄中०）

　　　　　　　卒業論文は、ຊ人がをもって提出してԼさい。

　　　　　　　提出క時間をա͗た場合には、ࣗ動的に卒業Ԇ期になりますの

で、くれ͙れも注意してくͩさい。

　　　　　　　事લに「卒業論文提出༛༧ئ」の提出がない場合には、提出క

。の提出は一認められませΜޙ

・පؾ・事ނ等による提出のԆ期ئい

　　　　　　　理༝を証明する書ྨ（断書等）をఴ͑て、卒業論文提出のక

期日લに、「卒業論文提出༛༧ئ」を教務課૭口へ提出してくͩさ

い。

第３અ　ଔۀจ
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５　ଔۀจの評価

̒　༏लଔۀจの表জ

̓　ଔۀจおよび要ࢫ

　　のެ表

・提出するもの

　　　　　　（１）ຊ（؆қຊも可）した卒業論文　１部

この΄かに、学生ຊ人のอ管用として、もう１部࡞成するこ

とがましいです。

　　　　　　（２）卒業論文要旨

（ワープロ書き、̖４２ϖージを྆໘コϐーしたもの）３部

これは「卒業論文要旨集」を࡞成するためのものです。「卒業

論文要旨集」は大学にॴଂされ、公開されます。

　　　　　　（３）要旨σータフΝイル

提出のৄࡉは掲示等で確認してくͩさい。

提出された卒業論文のみならず、卒業論文の指ಋա程、プレゼンテーション、

提出ޙの口಄試問なͲを経て、総合的に評価されます。指ಋ教員による卒業論文

の指ಋをे受けずに提出された卒業論文は、評価の対とはなりませΜ。

国際地域学部では、学科͝とに卒業論文提出ޙ、優秀な卒業論文の発表会を開

優秀論文および優秀論文をબ定࠷しています。これらの発表の中からそれͧれ࠵

し、それらは卒業証書授与ࣜにおいて学部長から表彰状が授与されます。また、

。༑会の表彰対論文として推નされますߍ優秀卒業論文は࠷

優秀卒業論文者および優秀卒業論文者は大学ϗームϖージ上に論文શ文ある࠷

いは論文要旨および໊ࢯが掲ࡌされます。また、શ員の卒業論文テーマもಉ༷に

ϗームϖージ上に掲ࡌされます。





第̏章　ޫ؍ࡍࠃ学Պ

履修方๏と教育課程表
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近年、わが国においても「観光ཱ国」がࡧされ、観光は人びとの注目を集める

ようになってきました。しかし、ैલのわが国のߴ等教育ػ関を၆ᛌすると、観光

を༨Ջ活動の一環としてଊ͑社会学をج൫にして教育・研究するػ関と、実務教育

に主؟をஔいた教育ػ関に大別されています。

これに対して、マネジメントに主؟をஔき、理論と実務を༥合した教育・研究を

行うຊ学科のような教育・研究ػ関がগないのが現状です。そのため、ຊ学科は、

この特徴をこれからもݎ持しつつ、๛かな教養と社会性にΜͩ「新観光知ࣝ人」

ଈち、ࣗら観光をָしみ、観光をاը・組৫化することができ、観光行動をଅ進し、

かつ、観光関連ا業や組৫をマネジメントできる人材の養成を教育・研究の目的と

します。更に、地域活性化やまちづくりにおいて観光というଆ໘から地域社会にߩ

。することのできる人材育成も目的としていますݙ

これにより、学生の授業ຬ度をߴめるとಉ時に、ا業や地域のニーζに合கし

た教育を進めることでब職をߴめるなͲ、社会的な評価を得ていきたいと͑ߟて

います。

国 際 観 光 学 科 長

Պʣֶޫ؍ࡍࠃͷ目తʢ্ڀݚҭڭ
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第１અ　国際観光学科

̍ɹ国際ޫ؍学Պの教育方針

Ξυϛοシϣϯ・ポリシー（ೖ学ऀडೖΕの方針）

　国際観光学科では、国際的視野にཱった「観光ৼڵ」を通͡て、組৫・地域の創造的活性化にد
与する人材のഐ出をミッションとしており、そのޮՌ的、ޮ的達成のために求める入学者૾はԼ
のه 4 項目です。
	1
 観光交流の拡大のために、国際的な視野から観光をとら͑る視を持っている人 
	2
 理論と実践྆໘の修学にࣗ主的・積極的に取り組Ήことのできる人 
	3
 文化、環境、語学なͲ観光とີに関わる野にもڵຯを持ち、幅広い知ݟの֫得に意ཉ的に
取り組Ή人 
	4
 ଞ者やपғの環境にྀしながら、શ体をマネジメントできる資࣭を持つ人 

　これらミッション達成のために、入学者の有する資࣭として期するものは、次のものです。
	1
 コミュニケーション、仕事行なͲのຊ࣭的ૅجである語学能力 
	2
 社会現に関する理解とਂいಎに関連する能力 
	3
 論理的なߟࢥに関連する能力 
	4
 上هのૅج学力を用いながらޮՌ的、ޮ的な業務行へとつなげる行動特性 	 コンϐテンシ
ー 
 
　̖̤型推નなͲの推ન入学試験では 	4
 について重視する一方、一ൠ入学試験では 	1
 ʙ 	3
 を重
視してબൈを行うものとします。
用、カリキュラム・ポリシーにԊった修学の࡞ޓにおけるଟ༷な人材間の૬ޙऴ的には、入学࠷　
進行にともない、より広ൣな視、ڵຯ、ߴいコンϐテンシーを有する人材ഐ出を達成することを
目標としています。

ΧリΩϡϥϜ・ポリシー（教育՝ఔฤ・࣮ࢪの方針）

　観光学が学際的な学問野であることを౿ま͑、「πーリζム・マネジメント」「ϗスϐタリティ・
マネジメント」「レジϟーˍリκート・マネジメント」の３種ྨの専攻領域をΫロスオーバーさせて、
ଟ༷なニーζやෆ断の変化に対応することができるようにしています。
　また、理論と実務を༥合させた教育・研究をෳ؟的な視から行うことができるように、旅行業・
業、主にレストラン業・ϗテル業を対にしたϗス࢈業・మಓ業等のӡ༌業を対にした旅行ۭߤ
ϐタリティ࢈業、観光地やリκートのܭը・උ・環境อશ、観光ࡦやイϕントのاը・調、
観光に関する教養知ࣝ等の各種科目について学習するカリキュラムを組みཱて、観光学の理論的な
体系を౿ま͑た専的かつଟ༷な知ࣝやٕज़を習得することができるようにしています。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

　༨Ջ活動や࢈業の一環である「観光」をリーυしていくことができる優れた人材の育成を教育・
研究の目標として掲げています。卒業認定や学位授与にたっては、観光学に関する専的な知ࣝ
やٕज़、幅広い国際的な知ࣝや教養、ଈઓ力となる実務能力や語学力の習得を求めています。
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２　ΧϦΩϡラムのಛ

３　ίʔεの༰とಛ

国際観光学科では、１年次に、英語や各種語学にՃ͑幅広い一ൠ教養を身につけ

るͩけでなく、観光学に関するૅج的な理論を学習します。そして、２年次には、

各ࣗのڵຯ・関৺にैい、ᶃπーリζム・マネジメント、ᶄϗスϐタリティ・マネ

ジメント、ᶅレジϟーˍリκート・マネジメント、の３つのコースのうちの１つに

ଐして、専野の授業を履修します。

また、国際観光学科では、「Ϗジネスマφー」や「インターンシップ」、または

「フィールυワーΫ」なͲの実践的な授業を通͡て、社会人としてৗࣝやϏジネス

社会の実際を学ぶことができます。

外国語科目ではオールランυな英語力が観光࢈業に求められています。そこ

で、国際観光学科では、このようなニーζに応͑るために１年生で「観光英語」を

ि２ճ、２年生で「応用英語」をि２ճඞ修としています。

「観光英語」では口語英語のӡ用能力養成を目的に、会、ロールプレイの࿅習、

またやさしい英文で書かれたখઆのଟಡを義務づけています。「応用英語」は、

ネイティϒの先生から英文理解、࡞文を主として学び、仕事の現場で͑る英語を

目指しています。この２つの授業は観光英ݕ、英ݕ、TOEICなͲ、資格試験受験

のૅج力養成にも大いに有用です。

ଞ方、国際的であるためには༷ʑな国籍の人ʑとしていかなけれなりませ

Μ。国際観光学科ではフランス語・スϖイン語・υイπ語・中国語・ϋングル・タ

イ語の中の一ݴ語をબඞ修の外国語として習得していきます。

ใ教育にも力を入れており、１年次ඞ修の「ใ演習」では、あらΏるใ実

務のૅجとなる文書࡞成、表ࢉܭとグラフ࡞成、σータϕースの実習なͲを行いま

す。

ʬπーリζム・マネジメントコースʭ

πーリζム・マネジメントコースでは、旅行࢈業、特に旅行業やӡ༌業（ۭߤ業・

మಓ業）を対として、そのӡӦに関する知ࣝ、能力ͩけでなく、ا業のװ部社員

として活༂するためにඞ要な実践的な理論やマネジメント手๏を身につけるための

授業を行います。

１年次は、「旅行業๏論」、「旅行࢈業論」、「ӡ༌࢈業論」で࢈業ج൫のૅج知ࣝ

を得てษ学のϕースを࡞ります。

２年次には、「旅行اը論」、「旅行事業経Ӧ論」を履修し、旅行業界の実務につ

いて学習します。また、ۭߤ業、మಓ業にڵຯを持つ学生けに、「ۭߤ経Ӧ論」、

「国際交通論」「మಓ経Ӧ論」が用意されています。さらに、旅行࢈業にとって重

要なσスティネーション（旅行目的地）の研究のためには、「環ଠฏ洋πーリζム論」

や「Ԥभπーリζム論」、「ถπーリζム論」、「アジアπーリζム論」が対応して

います。
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一方、πーリζム ・ マネジメントコースは、旅行業のபのͻとつであるύッケ

ージπアーのاըから実施を実際に旅行会社の担者の生のをฉきながら体験

し、࠷ऴの総まとめとして、そのύッケージπアーにࢀՃして現地での対応を学ぶ

「ื集型اը旅行演習」がر者に用意されています。なお、この講ٞはر者

がଟいため、ॴ定の科目の成績によりબൈが行われます。ৄࡉは、य़学期は͡め

のΨイμンスでઆ明します。また、総合旅行業務取扱管理者試験に対応するため

２年次に「海外実務」「国際ۭߤӡ」が用意されています。また、「πーリζム

ใ実務演習」では、ߤ ・ۭ旅行業界ではෆ可欠なʰA9ESS （ɦ༧ใシステム）

のૢ࡞も学ぶことが出དྷます。

πーリζム・マネジメントコースの学生は、２年次から「インターンシップᶗ・

ᶘ」を積極的に取る学生もଟく、旅行業界の研究のためिや長期休Ջの期間を

有ޮར用する学生もଟくいます。

πーリζム・マネジメントコース

第２学年 第３、第４学年

旅行業経Ӧ野

旅行事業経Ӧ論
πーリζムใ論
πーリζムใ実務演習
ื集型اը旅行演習
旅行اը論

観光҆શ・リスΫマネジメント論
インバンυ・πーリζム論
福祉観光論

ӡ༌・流野
国際交通論
経Ӧ論ۭߤ
経Ӧ論ߓۭ

海上交通論
మಓ経Ӧ論

旅行目的地野
環ଠฏ洋πーリζム論
ถπーリζム論
Ԥभπーリζム論

アジアπーリζム論

キϟリア支援・
資格取得支援
野

πーリζム演習ᶗ
インターンシップᶗ、ᶘ

（１年次より可）
海外実務
国際ۭߤӡ

πーリζム演習ᶘ

ʬϗスϐタリティ・マネジメントコースʭ

ϗスϐタリティ・ マネジメントコースでは、ϗスϐタリティ࢈業、主にϗテル

業とフーυϏジネス、そしてϒライμル࢈業を主たる対とし、そのオϖレーシ

ョンに関する実務的な知ࣝ、ٕ能のみならず、ا業や事業体のマネジメントΫラ

スとして活༂するためにඞ要な実践的な理論や手๏を習ख़することを目的とした

授業を行います。

　۩体的には、２年次には、「フーυプロセッシング」で調理の実習を学ぶとと

もに「F�#プロッセッシング論」で調理を理論から学びます。「٬ސマネジメント」

では、ϗスϐタリティ࢈業のجຊである٬ސとのコミュニケーションをا業のケ

ーススタσィをもって学習します。さらに２年次には、学生のڵຯや進࿏のر

に合わせ、༷ʑな領域の科目をしています。ϗテル業やフーυϏジネスの経Ӧ

学習野
学　年
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の概要を学ぶ「ϗテル ・ マネージメント論」、「フーυϏジネス経Ӧ論」、ࡒ務や会

またϒライμル事業な、「数管理ܭϗスϐタリティ」をさらにਂく学びたけれܭ

Ͳをマネジメントする「セレϞニー経Ӧ論」なͲがあります。

３年次では、ϗテル経ӦやフーυϏジネス、ϒライμル࢈業に関するよりߴ度

な学習を行います。ྫ͑、これらのӡӦܗଶを開業する際にͲのようなཱ地を

બぶきなのか、あるいは、施設をͲのように設ܭ・管理するきかを学習する「ϗ

テル開発論」や「ϗスϐタリティ施設開発論」なͲの科目を習得します。さらに

フーυϏジネスのメニュープランニングについて学ぶ「メニュー開発論」や人事

管理を学ぶ「ϗスϐタリティ人的資源論」なͲ専領域にٴぶ科目をしていま

す。また実務໘では、「ϗスϐタリティ実務」「Fˍ#αーϏス実務」なͲの実習科

目を学びます。

さらに専性のߴい学習を目的に、ϗスϐタリティ・ マネジメントコースを受

け持つ各教員が演習を２年次、３年次、４年次に担し、教員の専野をより

ਂく、また社会とのつながりにおいて学び、また資格取得支援をする演習科目を

しています。

　ϗスϐタリティ・ マネジメントコースでは、Ն期およびय़期休Ջをར用して

都内シティϗテルやリκート॓ധ施設あるいはレジϟー施設においてインターン

シップを体験する「ϗスϐタリティ課外実習ᶗ・ᶘ」をඞ修科目としており、キϟ

リアܗ成を支援しています。

ϗスϐタリティ・マネジメントコース

学　年
学習野 第２学年 第３、第４学年

通ڞ
フーυプロセッシング
٬マネジメントސ
ϗスϐタリティى業論

F�# αーϏス実務
ϗスϐタリティ実務
ϗスϐタリティ施設開発論
ϗスϐタリティ関連๏ن
ϗスϐタリティ人的資源論
グローバルϗスϐタリティ論
ιーシϟルϗスϐタリティ論

ϗテル野
ϗスϐタリティܭ数管理
ϗテル・マネージメント論
セレϞニー経Ӧ論

ϗテル開発論

フーυϏジネス野 F�# プロセッシング論
フーυϏジネス経Ӧ論

キϟリア支援・
資格取得支援野

ϗスϐタリティ課外実習ᶗ・ᶘ
ϗテルマーケティングˍマネジ
メント演習
生活総合ϗスϐタリティマーケ
ティング演習

αーϏスマーケティングˍマ
ネジメント演習
F�# Ϗジネスマネジメント
演習

ʬレジϟーˍリκート・マネジメントコースʭ

レジϟーˍリκート ・ マネジメントコースでは、ۭ間的広がりを有するݍ域を

対として、レジϟー・ リκート施設をは͡めとする観光地のඋ、開発、อશ

について学びます。さらに、උ、開発のための施ࡦ ・ プロジΣΫトによる環境
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および社会文化へのӨڹ ・ ޮՌのѲに関する理論とその応用を学び、実践力の

養成を目的にした授業を行います。また、よりߴ度かつ広ൣにわたる知ࣝやٕज़

の習得をਤり、論理的なߟࢥ力や実践的な問題解決能力をߴめるためにエΫステ

ンション科目を設けています。

۩体的には、２年次に「観光施設σβイン論」、「ࣗવ公Ԃ・อ護論」、３年次に「観

光行 ・ ࡦ論」、「リκート開発ܭը論」をඞ修科目として履修します。これら

にՃ͑て、「༨Ջ ・ レΫリエーション論」や「観光行動論」を２年次に、「国際観

光論」、「イϕントاը論」、「環日ຊ海観光文化論」を３年次に履修して、レジϟー・

リκート施設のマネジメントにඞ要となるڞ通野のૉ養を֫得します。また、「ࣗ

વ地理学A」もڞ通野とີに関連するため、履修することを推しています。

また、リκート地のܗ成に欠かせない環境とܠ観に関連して、「ܠ観・地論」、「環

境๏ن・ࡦ論」、「エコπーリζム」なͲの環境・ܠ観関連の科目履修を通͡て、

環境とܠ観のอ護 ・ 活用についてよりਂい理解をਤります。さらに、リκート地

のܗ成なͲに関連したまちづくりについて、「地域観光論」、「観光まちづくり概論」

「観光 ・ 環境経済学」にՃ͑て「まちづくり関連๏ن」なͲ๏制度からも、その

仕組みを理解します。

これらにՃ͑て、PCをར用したੳスキルの上のための「観光調査・༧ଌ理論」

や、コンαルタント、行等への「インターンシップ」を通͡て、実務 ・ 実践ײ

֮を養いながら、その集大成として「卒業論文」の執筆を行います。

これらのカリキュラムを通͡て、レジϟー施設、リκート開発や環境・ܠ観อ護、

まちづくりに関連して、幅広い教養 ・ 理論と۩体的な実践能力の྆໘を習得する

とともに、課題発۷ ・ 解決能力 ・ マネジメント能力を有する人材になることを目

指します。

レジϟーˍリκート・マネジメントコース

学　年
学習野 第２学年 第３、第４学年

通ڞ

観光施設σβイン論
ࣗવ公Ԃ・อ護論
༨Ջ・レΫリエーション論
観光行動論
観光調査・༧ଌ理論（ˎ）

観光行・ࡦ論
リκート開発ܭը論
国際観光論
環日ຊ海観光文化論（ˎ）
イϕントاը論

ಛ
ผ
ԋ
श


観光ܭը特別演習ᶗ（ˎ）
観光ܭը特別演習ᶘ（ˎ）

観光ܭը特別演習ᶙ（ˎ）
観光ܭը特別演習ᶚ（ˎ）
観光ܭը特別研究（ˎ）

環境・ܠ観野 （ˎ）観・地論ܠ
環境教育論

エコπーリζム
環境๏ن・ࡦ論（ˎ）

まちづくり野

地域観光論
観光まちづくり概論

文化Ҩ࢈地域ৼڵ論
まちづくり関連๏ن

観光・環境経済学
地域ࡒと観光（ˎ） 観光๏制度論

注意ɿ（ˎ）ҹは、エΫステンション科目
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４　国際観光学科ଔۀ要݅ 卒業にඞ要な単位数は、124単位で、次の表に掲げるॴ定の単位を履修しなけれ

なりませΜ。

国際地域学部　国際観光学科

授　業　科　目　۠　 一 ൠ 学 生 外国人留学生

基
盤
教
育
科
目
群　

４
単
位

 通教養科目ڞ
 

４単位

哲 学 ・ ࢥ 想 ２　単　位

ࣗવ・環境・生໋

日ຊと世界の文 化 ・ ྺ ࢙

現  ・ 社 会

スポーπと݈߁

総 　 　 合

社 会 人 ج ૅ 科 目

留 学 支 援 科 目

学
部
共
通
教
育
科
目
群　

18
単
位

学 部 ڞ 通 教 養 科 目 ４　単　位

語学教育科目

14単位

ඞ 　 　 修 ８　単　位 10　単　位

બ  ඞ 修

２　単　位
 

６ϲ国語の中から
ᶗ・ᶘを２単位

２　単　位

બ 　 　 

４　単　位 
 

英語、フランス語、
スϖイン語、υイπ
語、中国語、ϋング
ル、タイ語の中から

４単位 
 

ᶙ・ᶚの履修にあ
たっては、ಉ一ݴ
語のᶗ・ᶘの履修

をલ提とする

２　単　位

専
門
教
育
科
目
群　

82
単
位

ඞ 修 科 目
26　単　位

１年次-12単位　２年次- ２単位
３年次- ４単位　４年次- ８単位

コース 
ඞ修科目

πーリζム・マネジメント

ϗスϐタリティ・マネジメント ８　単　位

レジϟーˍリκート・マネジメント

コース 
બඞ修

πーリζム・マネジメント

ϗスϐタリティ・マネジメント 20　単　位

レジϟーˍリκート・マネジメント

બ　　　　　　科　　　目 28　単　位

教　 職　（ 教 科 科 目 ）

開์領域（ଞ学部ଞ学科）

卒 業 ඞ 要 単 位 数 合 ܭ 124　単　位

ࣗ ༝ 科 目

教 職 科 目
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５　࣍ผ履修ొ୯Ґ

ݶ੍　　

̒　履修্のҙ

　　基൫教育科܈

ʲ教ཆ科ʳ

　履修্のҙ

　学部ڞ௨教育科܈

ʲ学部ڞ௨教ཆ科ʳ

　履修্のҙ

Լهのとおり年次別に履修できる単位数の上限が設定されています。

年　　次 年　　間
卒業にඞ要な単位として

認められる科目 卒業にඞ要な単位として
認められない科目

य़学期 ळ学期

1 44 22 22

制限なし
2 44 22 22

3 48 24 24

4 48 24 24

ʻ卒業にඞ要な単位として認められる科目ʼ

通教育科目、専教育科目群、開์領域（国際地ڞ൫教育科目群、学部ج

域学部内ଞ学科科目・ଞ学部ଞ学科開์科目）

ʻ卒業にඞ要な単位として認められない科目ʼ

　　・教職課程の教職に関する科目（「教職概論」、「教育৺理学」等）

　　・教職課程の教科に関する科目のうち、ҎԼの科目

「日ຊ̖࢙・̗」、「外国̖࢙・̗」、「ྙ理学概論̖・̗」、「哲学概આ̖・̗」

　　・ࣗ༝科目

ࣗの学科教育課程表になく、なおかつ専開์科目（ଞ学部ଞ学科開์

科目）として履修できない科目で担教員の許可を得て履修する科目

ʻ一ൠ学生・外国人留学生ڞ通ʼ

ᶃڞ通教養科目「哲学・ࢥ想」から２単位、そのଞの２単位をؚめ、合４ܭ

単位Ҏ上修得しなけれなりませΜ。

ᶄ「スポーπと݈߁」の授業は、総合スポーπセンター（൘۠ڮਗ਼ਫொ）で

開講されます。

　総合スポーπセンターでの授業は、ന６ࢁ学部すての１ʙ４年生が履修

できます。

ᶅ「スポーπ݈߁科学実ٕ」および「スポーπ݈߁科学演習」の各コースの

受講者数は人数調がඞ要になる場合があるため、ৄࡉについては履修関

。রしてくͩさいࢀ資料、学内掲示を

ᶆ一度修得した科目は࠶登録できませΜ。なお、修得できなかった科目の࠶

履修は可能です。

ʻ一ൠ学生・外国人留学生ڞ通ʼ

　学部ڞ通教養科目より、࠷４単位修得しなけれなりませΜ。
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ʲޠ学教育科ʳ

　履修্のҙ

　専教育科܈

ʲඞ修科ʳ

　履修্のҙ

ʲ第１બ科ʳ

　履修্のҙ

ʻ一ൠ学生ʼ

　語学教育科目では、ҎԼの３つのج४をຬたし、࠷ 14 単位修得しなけれ

なりませΜ。

ᶃඞ修は、観光英語̖ ・ ̗、応用英語̖ ・ ̗の４科目８単位を習得しなけれ

なりませΜ。

ᶄબඞ修は、中国語、ϋングル、フランス語、υイπ語、スϖイン語、タ

イ語の中から１ϱ国語をબし、ᶗ ・ ᶘの２科目２単位Ҏ上を修得しなけ

れなりませΜ。

ᶅબは、中国語、ϋングル、フランス語、υイπ語、スϖイン語、タイ語

のᶙʙᶚ、英࡞文ૅج、Ϗジネス英語ᶗ ・ ᶘ、インターネットリαーν、

Ϋリティカル ・ シンキング、メσィア英語ಡ解演習ᶗ ・ ᶘの中から４科目

４単位Ҏ上を修得しなけれなりませΜ。

＜外国人留学生＞

外国語科目では、ҎԼの３つのج४をຬたし、࠷14単位修得しなけれな

りませΜ。

ᶃඞ修は、日ຊ語ᶗA・ᶘA・ᶙA・ᶗ#・ᶘ#・ᶙ#、観光英語̖・̗の８

科目10単位を修得しなけれなりませΜ。

ᶄબඞ修は、日ຊ語総合演習̖ ・ ̗、日ຊ語特別演習̖ ・ ̗の中から２単

位Ҏ上を修得しなけれなりませΜ。

ᶅબは、中国語、ϋングル、フランス語、υイπ語、スϖイン語、タイ語

のᶗʙᶚ、英࡞文ૅج、応用英語̖ ・ ̗、Ϗジネス英語ᶗ ・ ᶘ、インター

ネットリαーν、Ϋリティカル ・ シンキング、メσィア英語ಡ解演習ᶗ ・

ᶘの中から２単位Ҏ上を修得しなけれなりませΜ。

ɹɹͳ͓ɺӳޠҎ֎のޠ学ͰಉҰޠݴͰᶗɾᶘɾᶙɾᶚのॱにཤम͠ͳ͚

ΕͳΓまͤΜ。

専教育科目群は、ඞ修科目、コースඞ修科目、コースબ科目、બ科目か

ら構成され、それͧれにඞ要な単位数が定められています。

ඞ修科目では、１年次６科目12単位、２年次１科目２単位、３年次２科目４単位、

４年次３科目８単位の26ܭ単位を修得しなけれなりませΜ。

πーリζム・マネジメント、ϗスϐタリティ・マネジメント、レジϟーˍリκート・

マネジメントの３コース͝とに28単位ずつ設定されています。１年次ऴྃ時にͲ

のコースに進Ήかのر調査を行い、２年次第３セメスタから各コース͝とに

かれて履修します。
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ʲϗスϐタリティ・マネジメントコースʳ
（ඞ修）
　２年次　　ϑʔυプロηογϯグ、ϗεϐλϦςΟ課֎࣮शⅠ・Ⅱ
　３年次　　'ˍ#αʔϏε࣮、ϗεϐλϦςΟ࣮
（બඞ修）
　２年次　　ϗテル・マネージメント論、セレϞニー経Ӧ論、
　　　　　　ϗスϐタリティى業論、Fˍ#プロセッシング論、
、٬マネジメント、フーυϏジネス経Ӧ論ސ　　　　　　
　　　　　　ϗスϐタリティܭ数管理、
　　　　　　ϗςϧϚʔέςΟϯグˍϚωδϝϯτԋश、
　　　　　　生׆総合ϗεϐλϦςΟϚʔέςΟϯグԋश
　３年次　　ϗスϐタリティ関連๏ن、ϗテル開発論、
　　　　　　メニュー開発論、ϗスϐタリティ人的資源論、
　　　　　　ϗスϐタリティ施設開発論、グローバルϗスϐタリティ論、
　　　　　　ιーシϟルϗスϐタリティ論、
　　　　　　αʔϏεϚʔέςΟϯグˍϚωδϝϯτԋश、
　　　　　　'ˍ#ϏδωεϚωδϝϯτԋश

ʲレジϟーˍリκート・マネジメントコースʳ
（ඞ修）
　２年次　　観光施設σβイン論、ࣗવ公Ԃ・อ護論
　３年次　　観光行・ࡦ論、リκート開発ܭը論
（બඞ修）
　２年次　　地域観光論、༨Ջ・レΫリエーション論、観光・環境経済学、
　　　　　　環境教育論、観光行動論、観光まちづくり概論、
、と観光、観光ௐࠪ・༧ଌཧࡒ観・地、地域ܠ　　　　　　
　　　　　　観光計画ಛผԋशⅠ、観光計画ಛผԋशⅡ
　３年次　　国際観光論、エコπーリζム、文化Ҩ࢈地域ৼڵ論、
　　　　　　イϕントاը論、観光๏制度論、まちづくり関連๏ن、
、ຊւ観光จԽ、観光計画ಛผԋशⅢ、ࡦ・ن法ڥ　　　　　　
　　　　　　観光計画ಛผԋशⅣ

　４年次　　観光ܭը特別研究

　֤͝とのतۀ科 ʲπーリζム・マネジメントコースʳ
（ඞ修）
　２年次　　ཱྀاߦ画、国際ަ௨

２ʵ３年次　　ۭߤ経Ӧ論、旅行事業経Ӧ論
（બඞ修）
　２年次　　環ଠฏ洋πーリζム論、Ԥभπーリζム論、ถπーリζム論、

　　　　　コンϕンション論、πʔϦζムใ（˞）、
　　　　　　πʔϦζムใ࣮ԋश（˞）、国際ۭߤӡ、海外実務、
経Ӧ論ߓۭ、ԋश、πʔϦζムԋशⅠߦ画ཱྀاܕूื　　　　　　
　３年次　　海上交通論、観光҆શ・リスΫマネジメント論、
　　　　　　アジアπーリζム論、インバンυ・πーリζム論、
　　　　　　మಓ経Ӧ論、
　　　　　　福祉観光論、πʔϦζムԋशⅡ



—  53  —

˞બしなかったଞコースの科目も履修できますが、هࠨΰγοΫମ表هのʮ࣮

科・ԋश科ʯʮΤΫεςϯγϣϯ科ʯについては、֘コースの学生が

優先して履修できます。

˞「πーリζムใ実務演習」と「πーリζムใ論」はセットでの履修がඞ要

です。Ͳちらか一方の履修はできませΜ。

ʲ第２બ科ʳ

　履修্のҙ

　։์ྖ域ʹ͍ͭͯ

すての学生がબして履修することができる科目です。

第２બ科目と第１બ科目でબしなかった野の中から、合ܭで࠷28単

位Ҏ上修得しなけれなりませΜ。

教育課程表上のج൫教育科目群、学部ڞ通科目群、専教育科目群の卒業要件

に定められた単位数を上ճって修得した単位については、卒業ඞ要単位数124単位

の中の単位としてࢉします。

に掲げる科目Ҏ外の科目については、履修登録のه登録は、Լ࠶修得科目のط

上限単位数内であれ担教員の許可を得て履修を認めるものとします。たͩし、

取得した単位は重ෳして卒業単位に組み入れませΜ。なお成績については、成績

上位の評価を卒業単位とみなします。

。登録ができない科目は次の通りです࠶

（൫教育科目群ج）

　・શての科目

（専攻領域）

・国際観光研究ᶗ、ᶘ、ᶙ、ᶚ

・卒業論文

・コンϕンション論

・観光๏制度論

・地域観光論

（ଞ学部ଞ学科科目）

　・શての科目

（教職課程）

　・શての科目

（ࣗ༝科目）

・શての科目

国際地域学部内ଞ学科科目 ・ ଞ学部ଞ学科開์科目の履修を認めます。履修し

た単位は、開์領域の単位として卒業ඞ要単位数124単位の中の単位としてࢉし

ます。

なお履修にあたっては、開講学部 ・ 学科の履修要件、学年 ・ セメスタにै

ってくͩさい。

ଔۀ要݅Λ্ճͬͯ修
ಘͨ͠୯Ґʹ͍ͭͯ

ʹొ࠶修ಘ科のط
͍ͭͯ
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　ࣗ༝科ʹ͍ͭͯ

　��࣮शඅʹ͍ͭͯ

ࣗの学科教育課程表になく、ଞ学部ଞ学科開์科目一覧にもࡌهされていな

い科目で、担教員の許可を得て履修する科目を指します。なお、この科目は卒

業単位として認められませΜ。

インターンシップとは、学生がا業等において、実習、研修的なब業体験を行

うことをいいます。１年生のळ学期からインターンシップᶗおよびᶘを履修する

ことができますが、྆者をಉ一の学期内に履修することはできませΜ。また、य़

学期にインターンシップの受講に関するΨイμンスを行います。このΨイμンス

へのࢀՃが、各学期に行う履修申請のલ提になるので注意してくͩさい。

πーリζム・マネジメントコースをબした場合、２年次πーリζムใ実務演

習に実習費（２ສԁ程度、年度により異なる）がඞ要となり、授業開࢝લに徴ऩし

ます。

ϗスϐタリティ・ マネジメントコースをબした場合、２年次フーυプロセッ

シング、３年次Fˍ#αーϏス実務、ϗスϐタリティ実務の３科目の実習がඞ修と

なります。科目͝とに実習費が5000ԁඞ要となり、授業開࢝લに徴ऩします。

なお、ৄࡉは学部掲示൘（１߸ؗ３֊1305教ࣨલ）でお知らせします。

Πϯλʔϯγοプʹ
͍ͭͯ
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国際観光学科履修Ϟσϧ

ֶ
श
ͷ

త

４
年

３
年

２
年

１
年

卒業論文

国際ڀݚޫ؍Ⅳ

国際ڀݚޫ؍Ⅲ

国際ڀݚޫ؍Ⅱ

基礎演習Ⅱޫ؍

基礎演習Ⅰޫ؍

国際ڀݚޫ؍Ⅰ

̍ʙ̎࣍の
ཤ修を中৺とす
る共通科目

をリードしていく͜とがで͖る༏れた人材の育「業քޫ؍・学ޫ؍」

「ᶃޫ؍学にؔする専門的な知識ٕज़、ᶄ幅広い国際的な知識教ཆ、ᶅଈઓ力となる実務能力語学力」
の習得

ツーリζム専攻 ϗスϐタリティ専攻 ƀŢƄŒŖ � žťƄŖŪ専攻

外国語科目、情報ॲ理ؔ科目、教ཆ科目、インターンシοϓ、キϟリアデβイン、ւ外ཹ学

ゼ
ミ
Ͱ
ͷ
少
人
数
教
育

人文地理学̗、ྺ࢙とޫ؍、ޫ؍౷計学、ཱྀ行࢈業論、国内ӡྉ金、国際ྲྀަޫ؍論、ྲྀ通論、؍
、行動Ϟデルޫ؍、フΝイφンスޫ؍、務ॾද論、経Ӧੳ論ࡒ、会計論ه社会学、ޫ؍、業経Ӧ論ࣄޫ
と文化、Σϒマーケティング、ペοトツーリζム論、ビジネスマ࢙のྺޫ؍、コンαルタント論ޫ؍
φー演習など

ཱྀ行業法論、ϗスϐタリティマネジメント、ޫ؍学֓論、情報演習、ޫ؍計画֓論

ཱྀ行企画論

国際ަ通論

経Ӧ論ۭߤ

ཱྀ行ࣄ業経Ӧ論

ถツーリζム論

ւ上ަ通論

શリスクマネジメ҆ޫ؍

ント論

ツーリζム情報論

ޫ؍ࢱ論

ツーリζム演習Ⅰ・Ⅱ

環ଠฏ༸ツーリζム論

Ԥभツーリζム論

アジアツーリζム論

コンϕンション論

ツーリζム情報実務演習

経Ӧ論ߓۭ

ϗスϐタリティ実務
'�#αービス実務
フードϓロηοシング
ϗスϐタリティ՝外実習Ⅰ・Ⅱ
ϗテル։ൃ論
ιーシϟルϗスϐタリティ論
ηϨϞニー経Ӧ論
ϗスϐタリティ計理
ϗスϐタリティ人的資源論
ϗスϐタリティ施ઃ։ൃ論
ϗスϐタリティؔ࿈法ن
ϗテル・マネージメント論
ϗスϐタリティى業論
フードビジネス経Ӧ論
'�#ϓロηοシング論
メニュー։ൃ論
٬マネジメントސ
グローόルϗスϐタリティ論
演習科目

論ࡦ行政・政ޫ؍

リκート։ൃ計画論

施ઃデβイン論ޫ؍

自然公Ԃ・保ޢ論

国際ޫ؍論

エコツーリζム

文化Ҩ࢈地域ৼ興論

イϕント企画論

まちづくりؔ࿈法ن

地域ޫ؍論

༨ՋŋƀŞžŚŖŢŔƃ論

地論・؍ܠ

環ຊւޫ؍文化論

環境教育論

行動論ޫ؍

まちづくり֓論ޫ؍

環境法ن・政ࡦ論

ཱྀ行࢈業
（ཱྀ行業・ۭߤ業・మಓ業など）

ෳ؟的なࢹから
「理論と実務を融߹
さͤた教育・ڀݚ」
を実施

ϗスϐタリティ࢈業
（ϗテル業・フードビジネスなど）

Ҋཱࡦ地づくり・政ޫ؍
（公務員・ڀݚॴ・ŠƃšſŦƃŪなど）
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国際地域学部国際観光学科��教育課程表（Ұൠ学生༻）
���� ೖ学生༻

�࣍ �࣍ �࣍ �࣍
授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

基　

盤　

教　

育　

科　

目　

群　
　

（４）

共　

通　

教　

養　

科　

目　
　

（４）

哲学・ࢥ想
（２）

哲学̖
ྙ理学ૅج論̖
地ྙٿ理̖　

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

哲学̗
ྙ理学ૅج論̗
地ྙٿ理̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

哲学̖࢙
科学ࢥ想̖࢙
Ҫ上ԁྃと東洋大学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

哲学̗࢙
科学ࢥ想̗࢙
Ҫ上ԁྃと東洋大学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ࣗવ・環
境・生໋

生活と理̖
ࣗવ̖ࢽ　
環境の科学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

生活と理̗
ࣗવ̗ࢽ
環境の科学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

エネルギーの科学̖
ࣗવ科学概論̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

エネルギーの科学̗
ࣗવ科学概論̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

日ຊと世界の 
文化・ྺ࢙

国際教育論̖
Ԥ文学̖
のॾ問題̖࢙ྺ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

国際教育論̗
Ԥ文学̗
のॾ問題̗࢙ྺ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ଟ文化ڞ生論̖
現日ຊ文学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ଟ文化ڞ生論̗
現日ຊ文学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

現・社会
経済学̖
社会学̖
৺理学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

経済学̗
社会学̗
৺理学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

๏学̖
地理学̖
日ຊ国ݑ๏

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

๏学̗　
地理学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

スポーπ
と݈߁

スポーπ݈߁科学実ٕᶗ̖
スポーπ݈߁科学実ٕᶙ̖
スポーπ݈߁科学講義ᶘ̖

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ2ʣ

スポーπ݈߁科学実ٕᶗ̗
スポーπ݈߁科学実ٕᶙ̗
スポーπ݈߁科学講義ᶘ̗

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ2ʣ

スポーπ݈߁科学実ٕᶘ̖
スポーπ݈߁科学講義ᶗ
スポーπ݈߁科学演習ᶗ

ʢ1ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

スポーπ݈߁科学実ٕᶘ̗ʢ1ʣ

総　　合 総合ᶗ̖
શ学総合ᶗ̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

総合ᶗ̗
શ学総合ᶗ̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

総合ᶘ̖
શ学総合ᶘ̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

総合ᶘ̗
શ学総合ᶘ̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

社会人
科目ૅج

キϟリアσϕロップメント論̖
社会人ૅج力入講義

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

キϟリアσϕロップメント論̗
社会人ૅج力実践講義

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

業Ո論ا
公務員論　

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

　業のしくみا
社会ݙߩ活動入

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

留
学
支
援
科
目

英語特別
教育科目 Special Course in Advanced TOEFL ᶗ ʢ4ʣSpecial Course in Advanced TOEFL ᶘ ʢ4ʣ

学　

部　

共　

通　

教　

育　

科　

目　

群　
　

（18）

学部ڞ通
教養科目
（４）

地域と生活
語と文化̖ݴ
࣏学入
都市論
ใ社会論
地ࢽ学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

文化人ྨ学入
語と文化̗ݴ
国際࣏学入
日ຊの近化
ใネットワーΫ論
地ࢽ学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

文化ڷと࢙ྺ
日ຊの文化と社会
日ຊ外交論
科学ٕज़論
ࣗવ地理学̖
人文地理学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

地域とϘランティア
世界の文化と社会
ٕज़と࢈業の社会࢙
地ٿ環境論
ࣗવ地理学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

語　

学　

教　

育　

科　

目　
　

（14）

ඞ　　修
（８）

観光英語̖
観光英語̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

応用英語̖
応用英語̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

બඞ修
（２）

中国語ᶗ
中国語ᶘ
ϋングルᶗ
ϋングルᶘ
フランス語ᶗ
フランス語ᶘ
υイπ語ᶗ
υイπ語ᶘ
スϖイン語ᶗ
スϖイン語ᶘ
タイ語ᶗ
タイ語ᶘ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

બ　　
（４）

英࡞文ૅج ʢ1ʣϏジネス英語ᶗ
Ϗジネス英語ᶘ
インターネット・リαーν
Ϋリティカル・シンキング
メσィア英語ಡ解演習ᶗ
メσィア英語ಡ解演習ᶘ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

中国語ᶙ
中国語ᶚ
ϋングルᶙ
ϋングルᶚ
フランス語ᶙ
フランス語ᶚ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

υイπ語ᶙ
υイπ語ᶚ
スϖイン語ᶙ
スϖイン語ᶚ
タイ語ᶙ
タイ語ᶚ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

語学教育科目の「બඞ修」および「બ」の履修はP�51をよくಡΉこと。
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�࣍ �࣍ �࣍ �࣍
授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

専

門

教

育

科

目

群

（82）

ඞ　　修
（26）

観光ૅج演習ᶗ
観光学概論
ใ演習
旅行業๏論
ϗスϐタリティマネジメント
観光ܭը概論

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

観光ૅج演習ᶘ ʢ2ʣ国際観光研究ᶗ
国際観光研究ᶘ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

国際観光研究ᶙ
国際観光研究ᶚ
卒業論文

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ4ʣ

ୈ
̍
選
択
ớ
必
修
Ờ

πーリζム・
マネジメント
（８）

旅行اը論
国際交通論
経Ӧ論ۭߤ
旅行事業経Ӧ論

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ϗスϐタリティ・ 
マネジメント（８）

フーυプロセッシング
ϗスϐタリティ課外実習ᶗ
ϗスϐタリティ課外実習ᶘ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ϗスϐタリティ実務
̛̱ ̗αーϏス実務

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

レジϟー�リκート・
マネジメント（８）

観光施設σβイン論
ࣗવ公Ԃ・อ護論

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

観光行・ࡦ論
リκート開発ܭը論

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ୈ　

　̍

選　

択　
ớ
選　

択　

必　

修
Ờ

　

  

π
ồ
Ϧ
ζ
Ϝ
ɾ

　
　
　

Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
τ

（20）

環ଠฏ洋πーリζム論
Ԥभπーリζム論
ถπーリζム論
πーリζムใ論
コンϕンション論
πーリζムใ実務演習
海外実務
国際ۭߤӡ
ื集型اը旅行演習
経Ӧ論ߓۭ
πーリζム演習ᶗ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

మಓ経Ӧ論
海上交通論
インバンυ・πーリζム論
福祉観光論
アジアπーリζム論
観光҆શ・リスΫマネジメント論
πーリζム演習ᶘ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

 

ϗ
ε
ϐ
λ
Ϧ
ς
ỹ
ɾ

　
　

Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
τ

（20）

フーυϏジネス経Ӧ論
ϗスϐタリティܭ数管理
セレϞニー経Ӧ論
ϗスϐタリティى業論
̛̱ ̗プロセッシング論
٬マネジメントސ
ϗテルマーケティングˍマネジメント演習
生活総合ϗスϐタリティマーケティング演習
ϗテル・マネージメント論

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

グローバルϗスϐタリティ論
ϗスϐタリティ人的資源論
ϗスϐタリティ関連๏ن
ϗテル開発論
メニュー開発論
ιーシϟルϗスϐタリティ論
ϗスϐタリティ施設開発論
αーϏスマーケティング̱ マネジメント演習
̛̱ Ϗ̗ジネスマネジメント演習

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ 

Ϩ
δ
Ỿ
ồ
ˍ
Ϧ
κ
ồ
τ
ɾ

　
　
　

   
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
τ

（20）

地域観光論
༨Ջ・レΫリエーション論
観光・環境経済学
環境教育論
観光行動論
観光まちづくり概論

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

国際観光論
エコπーリζム
まちづくり関連๏ن
文化Ҩ࢈地域ৼڵ論
イϕントاը論
観光๏制度論

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

Τ
Ϋ
ε
ς
ϯ
γ
ἀ
ϯ
科
目

観・地論ܠ
地域ࡒと観光
観光調査 ŋ ༧ଌ理論
観光ܭը特別演習ᶗ
観光ܭը特別演習ᶘ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

環境๏ن・ࡦ論
環日ຊ海観光文化論

観光ܭը特別演習ᶙ
観光ܭը特別演習ᶚ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

観光ܭը特別研究 ʢ2ʣ

第２બ
（28）

人文地理学̗
旅行࢈業論
ӡ༌࢈業論
国内ӡ料金
海外観光資源
観光マーケティング
観光事業経Ӧ論
॓ധ事業経Ӧ論
৯Ӵ生論
観光౷ܭ学
国際観光交流論
ミΫロ経済学ᶗ
マΫロ経済学ᶗ
と観光࢙ྺ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

流通論
観光コンαルタント論
ه会ܭ論
Ϗジネスマφー演習ᶗ
αーϏス・マネジメント
Ϗジネスマφー演習ᶘ
観光フΝイφンス
Σϒマーケティング
務ॾ表論ࡒ
リテールϏジネス࢈業論
観光行動Ϟσル
Ϥーロッύのྺ࢙とݴ語
観光のྺ࢙と文化
観光社会学
ϖットπーリζム論

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ミΫロ経済学ᶘ
マΫロ経済学ᶘ
経Ӧੳ論
地域࢈業論ᶗ
地理ใシステム
ใ実務理論
日ຊඒज़࢙
洋ඒज़࢙
観光メσィア実習
観光ө૾実習
ຽ事๏
観光通༁ٕ๏ᶗ
観光通༁ٕ๏ᶘ
ϗスϐタリティ英語

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

観光フィールυワーΫᶗʢ2ʣ観光フィールυワーΫᶘ ʢ2ʣ国際観光特別研究ᶗ ʢ2ʣ国際観光特別研究ᶘ ʢ2ʣ
国際観光学研修ᶗ
観光学特घ講義ᶗ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ観光学特घ講義ᶘ ʢ2ʣ

国際観光学研修ᶘ
観光学特घ講義ᶙ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ観光学特घ講義ᶚ ʢ2ʣ

キϟリアσβインᶗ ʢ2ʣキϟリアσβインᶘ ʢ2ʣキϟリアσβインᶙ ʢ2ʣ
インターンシップᶗ ʢ2ʣ インターンシップᶘ ʢ2ʣ

教 職 科 目
（卒業単位Ҏ外）

哲学概આ̖
日ຊ̖࢙

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

哲学概આ̗
日ຊ̗࢙

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ྙ理学概આ̖
外国̖࢙

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ྙ理学概આ̗
外国̗࢙

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

開講科目は年度により変わる場合があります。ඞず授業時間ׂ表で確認してԼさい。
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国際地域学部国際観光学科ڞ�௨総合ྖ域教育課程表（֎国ਓཹ学生༻）
���� ೖ学生༻

�࣍ �࣍ �࣍ �࣍
授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

基　

盤　

教　

育　

科　

目　

群　

（４）

共　

通　

教　

養　

科　

目　

（４）

哲学・ࢥ想
（２）

哲学̖
ྙ理学ૅج論̖
地ྙٿ理̖　

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

哲学̗
ྙ理学ૅج論̗
地ྙٿ理̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

哲学̖࢙
科学ࢥ想̖࢙
Ҫ上ԁྃと東洋大学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

哲学̗࢙
科学ࢥ想̗࢙
Ҫ上ԁྃと東洋大学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ࣗવ・環
境・生໋

生活と理̖
ࣗવ̖ࢽ
環境の科学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

生活と理̗
ࣗવ̗ࢽ
環境の科学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

エネルギーの科学̖
ࣗવ科学概論̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

エネルギーの科学̗
ࣗવ科学概論̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

日ຊと世界の 
文化・ྺ࢙

国際教育論̖
Ԥ文学̖
のॾ問題̖࢙ྺ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

国際教育論̗
Ԥ文学̗
のॾ問題̗࢙ྺ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ଟ文化ڞ生論̖
現日ຊ文学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ଟ文化ڞ生論̗
現日ຊ文学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

現・社会
経済学̖
社会学̖
৺理学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

経済学̗
社会学̗
৺理学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

๏学̖
地理学̖
日ຊ国ݑ๏

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

๏学̗　
地理学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

スポーπ
と݈߁

スポーπ݈߁科学実ٕᶗ̖
スポーπ݈߁科学実ٕᶙ̖
スポーπ݈߁科学講義ᶘ̖

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ2ʣ

スポーπ݈߁科学実ٕᶗ̗
スポーπ݈߁科学実ٕᶙ̗
スポーπ݈߁科学講義ᶘ̗

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ2ʣ

スポーπ݈߁科学実ٕᶘ̖
スポーπ݈߁科学講義ᶗ
スポーπ݈߁科学演習ᶗ

ʢ1ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

スポーπ݈߁科学実ٕᶘ̗ ʢ1ʣ

総　　合 総合ᶗ̖
શ学総合ᶗ̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

総合ᶗ̗
શ学総合ᶗ̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

総合ᶘ̖
શ学総合ᶘ̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

総合ᶘ̗
શ学総合ᶘ̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

社会人
科目ૅج

キϟリアσϕロップメント論̖
社会人ૅج力入講義

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

キϟリアσϕロップメント論̗
社会人ૅج力実践講義

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

業Ո論ا
公務員論　

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

業のしくみا
社会ݙߩ活動入

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

留
学
支
援
科
目

英語特別
教育科目 Special Course in Advanced TOEFL ᶗ ʢ4ʣSpecial Course in Advanced TOEFL ᶘ ʢ4ʣ

学　

部　

共　

通　

教　

育　

科　

目　

群　

（18）

学部ڞ通
教養科目
（４）

地域と生活
語と文化̖ݴ
࣏学入
都市論
ใ社会論
地ࢽ学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

文化人ྨ学入
語と文化̗ݴ
国際࣏学入
日ຊの近化
ใネットワーΫ論
地ࢽ学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

文化ڷと࢙ྺ
日ຊの文化と社会
日ຊ外交論
科学ٕज़論
ࣗવ地理学̖
人文地理学̖

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

地域とϘランティア
世界の文化と社会
ٕज़と࢈業の社会࢙
地ٿ環境論
ࣗવ地理学̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

語　

学　

教　

育　

科　

目　

群　

（14）

ඞ　　修
（10）

日ຊ語ᶗ̖
日ຊ語ᶘ̖
日ຊ語ᶙ̖
日ຊ語ᶗ̗
日ຊ語ᶘ̗
日ຊ語ᶙ̗
観光英語̖
観光英語#

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

બඞ修
（２）

日ຊ語総合演習̖
日ຊ語総合演習̗
日ຊ語特別演習̖
日ຊ語特別演習̗

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

બ　　
（２）

英࡞文ૅج ʢ1ʣ応用英語̖
応用英語 #
Ϗジネス英語ᶗ
Ϗジネス英語ᶘ
インターネット・リαーν
Ϋリティカル・シンキング
メσィア英語ಡ解演習ᶗ
メσィア英語ಡ解演習ᶘ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

中国語ᶗ
中国語ᶘ
ϋングルᶗ
ϋングルᶘ
フランス語ᶗ
フランス語ᶘ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

υイπ語ᶗ
υイπ語ᶘ
スϖイン語ᶗ
スϖイン語ᶘ
タイ語ᶗ
タイ語ᶘ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

中国語ᶙ
中国語ᶚ
ϋングルᶙ
ϋングルᶚ
フランス語ᶙ
フランス語ᶚ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

υイπ語ᶙ
υイπ語ᶚ
スϖイン語ᶙ
スϖイン語ᶚ
タイ語ᶙ
タイ語ᶚ

ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ
ʢ1ʣ

ᶃ　外国人留学生に対しては、修学目的にଈして合理的に教育ޮՌがあげられるように、日ຊ語理解のॿけとなる
「日ຊ語」の科目が学部ڞ通教育科目群の語学教育科目群に開設されています。

ᶄ　語学教育科目の「બ」のうち、日ຊ語および英語科目Ҏ外のݴ語科目の履修は、P�51をよくಡΉこと。
ᶅ　専攻領域の課程表はલのϖージで確認してくͩさい。
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�࣍ �࣍ �࣍ �࣍
国際ڠ力論 ʢ2ʣ
फ教と社会 ʢ2ʣ
国際࣏学ᶗ ʢ2ʣ
国際環境ܭը入 ʢ2ʣ
エネルギー資源・環境管理 ʢ2ʣ
社会調査๏ ʢ2ʣ
国際開発援ॿ論 ʢ2ʣ

地方࣏ࣗ論 ʢ2ʣ
地域σータੳ ʢ2ʣ

社会ج൫論 ʢ2ʣ
公ڞ経済学ᶗ ʢ2ʣ

国際経済学 ʢ2ʣ
都市地理学 ʢ2ʣ
社会システム論ᶗ ʢ2ʣ
地域システム論 ʢ2ʣ

社会อো論 ʢ2ʣ
地域ܭը ʢ2ʣ
ใマネジメントᶗ ʢ2ʣ
ਫลと環境 ʢ2ʣ
環境マネジメント ʢ2ʣ

社会システム哲学 ʢ2ʣ
ゲーム理論入 ʢ2ʣ
౷ܭ学 ʢ2ʣ
国際エネルギー資源論 ʢ2ʣ
国際࣏学ᶘ ʢ2ʣ
日ຊの地ࢽと文化 ʢ2ʣ
アジアの地ࢽと文化 ʢ2ʣ
Ϥーロッύの地ࢽと文化 ʢ2ʣ
アフリカの文化と社会 ʢ2ʣ
中東の文化と社会 ʢ2ʣ
中ೆถの経済と社会 ʢ2ʣ
アジアの都市と交通 ʢ2ʣ
NGO・NPO 論 ʢ2ʣ
外国地ࢽ ʢ2ʣ
社会ࡦ論 ʢ2ʣ
地域文化̖ ʢ2ʣ
地域文化̗ ʢ2ʣ
国際ڠ力と日ຊ語教育ᶗ ʢ2ʣ
国際ڠ力と日ຊ語教育ᶘ ʢ2ʣ
ʢ2ʣ ڵと෮ࡂ
国際地域学研修ᶗ ʢ2ʣ
国際地域学研修ᶘ ʢ2ʣ
国際地域学研修ᶙ ʢ2ʣ
国際地域学研修ᶚ ʢ2ʣ

国際࣏学ᶙ ʢ2ʣ
国際金༥論 ʢ2ʣ
国際৯ྐ問題論 ʢ2ʣ
Ԥถ地域研究 ʢ2ʣ
文化人ྨ学 ʢ2ʣ
開発経済論 ʢ2ʣ
日ຊ経済論 ʢ2ʣ

アジア経済論 ʢ2ʣ
アジア社会論 ʢ2ʣ
ଜ地域開発論 ʢ2ʣ
社会システム論ᶘ ʢ2ʣ
プロジΣΫト実施・評価 ʢ2ʣ

環境管理దਖ਼ٕज़論 ʢ2ʣ
環境࢈業論 ʢ2ʣ
ഇغ管理 ʢ2ʣ
ਫと国 ʢ2ʣ
環境システム論 ʢ2ʣ
環境経済学概論 ʢ2ʣ

ࣗવࡂとࡂ ʢ2ʣ
環境社会論 ʢ2ʣ
科学ٕज़ྙ理 ʢ2ʣ
知ࣝใॲ理 ʢ2ʣ
ใマネジメントᶘ ʢ2ʣ

コミュニティ開発論 ʢ2ʣ
国ར用と๏ ʢ2ʣ
公ڞ経済学ᶘ ʢ2ʣ
地域経済学 ʢ2ʣ
社会ج൫ܭը・ࡦ ʢ2ʣ
地域࢈業論ᶘ ʢ2ʣ
まちづくり手๏論 ʢ2ʣ

都市地域ੳ ʢ2ʣ
都市ܭը ʢ2ʣ
地・ॅ問題 ʢ2ʣ
公ڞ経Ӧ論 ʢ2ʣ
福祉経済論 ʢ2ʣ
地域福祉論 ʢ2ʣ
ө૾社会学 ʢ2ʣ

業๏ ʢ2ʣا

1BSUJDJQBUPSZ�%FWFMPQNFOU ʢ2ʣ
2VBMJUBUJWF�3FTFBSDI�.FUIPEPMPHJFT ʢ2ʣ
(FOEFS�BOE�4PDJFUZ ʢ2ʣ
6SCBO�)BCJUBUJPO  ʢ2ʣ
"TJBO�$JUJFT�BOE�5SBOTQPSU ʢ2ʣ
#BTJD�"DBEFNJD�8SJUJOH ʢ2ʣ
#BTJD�"DBEFNJD�3FBEJOH ʢ2ʣ
+BQBOFTF�&DPOPNZ�BOE�#VTJOFTT ʢ2ʣ

"DBEFNJD�&TTBZ�8SJUJOH ʢ2ʣ
*OGPSNBUJPO�1VCMJTIJOH ʢ2ʣ
"TJBO�&DPOPNJFT ʢ2ʣ
*OUFSOBUJPOBM�'JOBODF ʢ2ʣ
)PVTJOH�UIF�1PPS�JO�"TJB ʢ2ʣ
7JTVBM�4PDJPMPHZ ʢ2ʣ
3FHJPOBM�UP�*OUFSOBUJPOBM�*TTVFT ʢ2ʣ
(MPCBMJ[BUJPO�BOE�$VMUVSF ʢ2ʣ
4PVUI�"TJBO�4UVEJFT ʢ2ʣ

4PVUIFBTU�"TJBO�4UVEJFT�����ɹʢ2ʣ (MPCBM�&OWJSPONFOUBM�*TTVFT ʢ2ʣ
6SCBO�BOE�5SBOTQPSU�1MBOOJOH�ʢ2ʣ (MPCBM�8BUFS�1SPCMFNT ʢ2ʣ
$POUFNQPSBSZ�(MPCBM�*TTVFT ʢ2ʣ
3FHJPOBM�BOE�6SCBO�4PDJPMPHZ�PO�"TJBO�$PVOUSJFT ʢ2ʣ
6SCBO�BOE�3FHJPOBM�&OWJSPONFOUBM�.BOBHFNFOU ʢ2ʣ
&OWJSPONFOUBM�*TTVFT�JO�"TJBO�$PVOUSJFT ʢ2ʣ
&OFSHZ�BOE�3FTPVSDFT�.BOBHFNFOU ʢ2ʣ
5IF�1SBDUJDF�PG�*OUFSOFU�5FDIOPMPHZ�/FUXPSL�$POpHVSBUJPO�BOE�4FDVSJUZ ʢ2ʣ

経済社会実務ᶗ ʢ2ʣ
地域活動実習ᶗ ʢ2ʣ
国際活動実習ᶗ ʢ2ʣ
ใٕज़実務ᶗ ʢ2ʣ

経済社会実務ᶘ ʢ2ʣ
地域活動実習ᶘ ʢ2ʣ
国際活動実習ᶘ ʢ2ʣ
ใٕज़実務ᶘ ʢ2ʣ

経済社会実務ᶙ ʢ2ʣ
地域活動実習ᶙ ʢ2ʣ
国際活動実習ᶙ ʢ2ʣ
ใٕज़実務ᶙ ʢ2ʣ

経済社会実務ᶚ ʢ2ʣ
地域活動実習ᶚ ʢ2ʣ
国際活動実習ᶚ ʢ2ʣ
ใٕज़実務ᶚ ʢ2ʣ

　˞履修する場合は学年にैうこと。

���� ೖ学生༻

Ҭ学෦ଞ学ՊՊࡍࠃ 国際地域学科国際地域専攻の専教育科目群（ඞ修・演習・卒業論
文を除く）で国際観光学科の学生が履修可能な科目
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����ೖ学生༻
ଞ学෦ଞ学Պ։์Պ

։ֶߨ෦ɾֶՊ �࣍ �࣍ �࣍ �࣍
文学部
日ຊ文学文化学科

ൺֱ文学文化概આ̖ ʢ2ʣൺֱ文学文化概આ̗ ʢ2ʣ
ʢ2ʣ ̖࢙日ຊ文学ݹ
ʢ2ʣ ̗࢙日ຊ文学ݹ
中世日ຊ文学̖࢙ ʢ2ʣ
中世日ຊ文学̗࢙ ʢ2ʣ

近現日ຊ文学̖࢙ʢ2ʣ
近現日ຊ文学̗࢙ʢ2ʣ

近世日ຊ文学̖࢙ ʢ2ʣ
近世日ຊ文学̗࢙ ʢ2ʣ

英語ݍ文学文化と日ຊ̖ ʢ2ʣ
英語ݍ文学文化と日ຊ̗ ʢ2ʣ
υイπ語ݍ文学文化と日ຊ̖ ʢ2ʣ
υイπ語ݍ文学文化と日ຊ̗ ʢ2ʣ

フランス語ݍ文学文化と日ຊ ʢ̖2ʣ
フランス語ݍ文学文化と日ຊ ʢ̗2ʣ
中国文学文化と日ຊ̖ ʢ2ʣ
中国文学文化と日ຊ̗ ʢ2ʣ

日ຊの伝౷行事̖ ʢ2ʣ
日ຊの伝౷行事̗ ʢ2ʣ

日ຊのඒज़̖ ʢ2ʣ
日ຊのඒज़̗ ʢ2ʣ

ສ༿文化論̖ ʢ2ʣ
ສ༿文化論̗ ʢ2ʣ
Ԧே文化論̖ ʢ2ʣ
Ԧே文化論̗ ʢ2ʣ
文化論̖ ʢ2ʣށߐ
文化論̗ ʢ2ʣށߐ

近現文化論̖ ʢ2ʣ
近現文化論̗ ʢ2ʣ
日ຊのݹయ籍̖ ʢ2ʣ
日ຊのݹయ籍̗ ʢ2ʣ

日ຊຽଏ学̖ ʢ2ʣ
日ຊຽଏ学̗ ʢ2ʣ
ࣨொ文化論̖ ʢ2ʣ
ࣨொ文化論̗ ʢ2ʣ

文学部
教育学科

生֔学習概論ᶗ ʢ2ʣ特別支援教育概論ᶗ ʢ2ʣ
生֔学習概論ᶘ ʢ2ʣ
ൺֱࡦ論 ʢ2ʣ
社会文化࢙（日ຊ） ʢ2ʣ
社会文化࢙（洋） ʢ2ʣ

特別支援教育概論ᶘ ʢ2ʣ
アメリカࢥ想࢙ ʢ2ʣ
ঁ性問題と学習 ʢ2ʣ
ใ化と社会教育 ʢ2ʣ

ൺֱ社会論 ʢ2ʣ
社会教育課題研究ᶗ ʢ2ʣ
社会教育課題研究ᶘ ʢ2ʣ

Ոఉ教育論 ʢ2ʣ
社会教育ܭը論ᶗ ʢ2ʣ
社会教育ܭը論ᶘ ʢ2ʣ

文学部
英語コミュニケーション学科

ൺֱ文化論 Aʢ2ʣ ൺֱ文化論 #ʢ2ʣ
Special Lecture ᶗ ʢ2ʣ

（特別講義ᶗ）
Special Lecture ᶘ ʢ2ʣ

（特別講義ᶘ）

Special Lecture ᶙ ʢ2ʣ
（特別講義ᶙ）
Special Lecture ᶚ ʢ2ʣ

（特別講義ᶚ）
経済学部
経済学科

経済哲学̖ ʢ2ʣ
経済哲学̗ ʢ2ʣ
人口経済学̖ ʢ2ʣ
人口経済学̗ ʢ2ʣ

ҩྍ経済学̖ ʢ2ʣ
ҩྍ経済学̗ ʢ2ʣ
࣏経済学̖ ʢ2ʣ
࣏経済学̗ ʢ2ʣ
現中খا業論̖ ʢ2ʣ
現中খا業論̗ ʢ2ʣ

経済学部
国際経済学科

Ϥーロッύ経済論̖ ʢ2ʣ
Ϥーロッύ経済論̗ ʢ2ʣ

国際қ論̖ ʢ2ʣ
国際қ論̗ ʢ2ʣ
国際金༥論̖ ʢ2ʣ
国際金༥論̗ ʢ2ʣ
日ຊ経済論̖ ʢ2ʣ
日ຊ経済論̗ ʢ2ʣ
上ڃ国際経済学̖ ʢ2ʣ
上ڃ国際経済学̗ ʢ2ʣ

国際公ڞ経済̖ ʢ2ʣ
国際公ڞ経済̗ ʢ2ʣ
世界の৯料・資源経済̖ ʢ2ʣ
世界の৯料・資源経済̗ ʢ2ʣ
経済発展論̖ ʢ2ʣ
経済発展論̗ ʢ2ʣ
Ԥ経済̖࢙ ʢ2ʣ
Ԥ経済̗࢙ ʢ2ʣ

経済学部
総合ࡦ学科

市ຽ社会と国Ո ʢ2ʣ
教育・Ո・ޏ用システム ʢ2ʣ

社会̖ࡦ ʢ2ʣ
社会ࡦ # ʢ2ʣ
生き方・ಇき方の経済学 ʢ2ʣ
ワーΫ・ライフ・バランスの総合ࡦ ʢ2ʣ

現の࢈業とا業 ʢ2ʣ
地域活性化と公ຽ連ܞ ʢ2ʣ
環境の制度とࡦ ʢ2ʣ
ഇغࡦ ʢ2ʣ

։ֶߨ෦ɾֶՊ �࣍ �࣍ �࣍ �࣍
経済学部（ݴ語野）
　υイπ語

定υイπ語̖ ʢ1ʣݕ
時事υイπ語̖ ʢ1ʣ

定υイπ語ݕ # ʢ1ʣ
時事υイπ語 # ʢ1ʣ

経済学部（ݴ語野）
　フランス語

定フランス語̖ ʢ1ʣݕ
時事フランス語̖ ʢ1ʣ

定フランス語ݕ # ʢ1ʣ
時事フランス語 # ʢ1ʣ

経済学部（ݴ語野）
　中国語

中国語ᶙ̖ ʢ1ʣ
中国語上̖ڃ ʢ1ʣ

中国語ᶙ # ʢ1ʣ
中国語上ڃ # ʢ1ʣ

Ϗジネス・ニュース英語 A ʢ2ʣ
Ϗジネス・ニュース英語 # ʢ2ʣ

Ϗジネス・ネΰシエーション A ʢ2ʣ
Ϗジネス・ネΰシエーション # ʢ2ʣ

経Ӧ学部
経Ӧ学科

経Ӧࡒ論 ʢ2ʣ
資決定論 ʢ2ʣ
国際経Ӧૅج論 ʢ2ʣ
̜̗̘セミφーᶗ ʢ2ʣ
̜̗̘セミφーᶜ ʢ2ʣ

国際経Ӧ論 ʢ2ʣ
意ࢤ決定論 ʢ2ʣ
公ڞ経Ӧ論 ʢ2ʣ
̜̗̘セミφーᶘ ʢ2ʣ

業評価論 ʢ2ʣا
コーポレートΨバφンス論 ʢ2ʣ
コンプライアンス経Ӧ論 ʢ2ʣ
̜̗̘セミφーᶛ ʢ2ʣ

経Ӧ学部
マーケティング学科

広ࠂ論 ʢ2ʣ
現の広ࠂ ʢ2ʣ
αーϏス・マーケティング論 ʢ2ʣ

リレーションシップ・マーケティング ʢ2ʣ
フΝッション・マーケティング論 ʢ2ʣ
現のフΝッション・マーケティング ʢ2ʣ

経Ӧ学部
会ܭフΝイφンス学科

金༥論 ʢ2ʣ
金༥システム論 ʢ2ʣ
フΝイφンス論 ʢ2ʣ

経Ӧ査論 ʢ2ʣ
会ܭ査論 ʢ2ʣ

経Ӧੳ論 ʢ2ʣ
証݊資論 ʢ2ʣ

๏学部
๏学科

๏哲学 Aʢ2ʣ ๏哲学 #ʢ2ʣ
๏ࢥ想࢙ A ʢ2ʣ๏ࢥ想࢙ # ʢ2ʣInternational Relations A ʢ2ʣInternational Relations # ʢ2ʣ

࣏学ݪ論 A ʢ2ʣ
࣏学ݪ論 # ʢ2ʣ
Fundamental Concepts of 
International PoliticsA ʢ2ʣ
Fundamental Concepts of 
International Politics# ʢ2ʣ
Fundamental Concepts of 
Peace StudiesA ʢ2ʣ
Fundamental Concepts of 
Peace Studies# ʢ2ʣ
International LaX A ʢ2ʣ
International LaX # ʢ2ʣ

๏学部
業๏学科ا

๏ᶗ（総論）A ʢ2ʣܐ
๏ᶗ（総論）# ʢ2ʣܐ
Ϗジネス・イングリッシュᶗ̖ ʢ1ʣ
Ϗジネス・イングリッシュᶗ̗ ʢ1ʣ

Ϗジネス・イングリッシュᶘ̖ ʢ1ʣ
Ϗジネス・イングリッシュᶘ̗ ʢ1ʣ

Ϗジネス・イングリッシュᶙ̖ ʢ1ʣ
Ϗジネス・イングリッシュᶙ̗ ʢ1ʣ

社会学部
社会学科

社会౷ܭ学 ʢ2ʣ国際社会学 ʢ2ʣ

社会学部
社会文化システム学科

日ຊ社会文化論̖ ʢ2ʣ
日ຊ社会文化論 # ʢ2ʣ

൜ࡑ社会学̖ ʢ2ʣ
൜ࡑ社会学 # ʢ2ʣ

社会学部
社会福祉学科

社会福祉発達̖࢙ ʢ2ʣ
社会福祉発達࢙ # ʢ2ʣ

社会อো論̖ ʢ2ʣ
社会อো論 # ʢ2ʣ

公的ැॿ論 ʢ2ʣ
地域福祉論̖ ʢ2ʣ

社会学部
メσィアコミュニケーション学科

メσィアコミュニケーション学概論̖ ʢ2ʣ
メσィアコミュニケーション学概論 # ʢ2ʣ

マス・コミュニケーション概論̖ ʢ2ʣ
マス・コミュニケーション概論 # ʢ2ʣ

ใ学ૅج論̖ ʢ2ʣ
ใ学ૅج論 # ʢ2ʣ

社会学部
社会৺理学科

社会৺理学概論̖ ʢ2ʣ社会৺理学概論 # ʢ2ʣ݈ 業組৫৺理学 ʢ2ʣ࢈৺理学̖ ʢ2ʣ߁

環境৺理学 ʢ2ʣ

理学部 日ຊの文化と༷ࣜߟࢥʢ2ʣ 科学について英語で͑ߟるʢ2ʣ
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����ೖ学生༻
ଞ学෦ଞ学Պ։์Պ

։ֶߨ෦ɾֶՊ �࣍ �࣍ �࣍ �࣍
文学部
日ຊ文学文化学科

ൺֱ文学文化概આ̖ ʢ2ʣൺֱ文学文化概આ̗ ʢ2ʣ
ʢ2ʣ ̖࢙日ຊ文学ݹ
ʢ2ʣ ̗࢙日ຊ文学ݹ
中世日ຊ文学̖࢙ ʢ2ʣ
中世日ຊ文学̗࢙ ʢ2ʣ

近現日ຊ文学̖࢙ʢ2ʣ
近現日ຊ文学̗࢙ʢ2ʣ

近世日ຊ文学̖࢙ ʢ2ʣ
近世日ຊ文学̗࢙ ʢ2ʣ

英語ݍ文学文化と日ຊ̖ ʢ2ʣ
英語ݍ文学文化と日ຊ̗ ʢ2ʣ
υイπ語ݍ文学文化と日ຊ̖ ʢ2ʣ
υイπ語ݍ文学文化と日ຊ̗ ʢ2ʣ

フランス語ݍ文学文化と日ຊ ʢ̖2ʣ
フランス語ݍ文学文化と日ຊ ʢ̗2ʣ
中国文学文化と日ຊ̖ ʢ2ʣ
中国文学文化と日ຊ̗ ʢ2ʣ

日ຊの伝౷行事̖ ʢ2ʣ
日ຊの伝౷行事̗ ʢ2ʣ

日ຊのඒज़̖ ʢ2ʣ
日ຊのඒज़̗ ʢ2ʣ

ສ༿文化論̖ ʢ2ʣ
ສ༿文化論̗ ʢ2ʣ
Ԧே文化論̖ ʢ2ʣ
Ԧே文化論̗ ʢ2ʣ
文化論̖ ʢ2ʣށߐ
文化論̗ ʢ2ʣށߐ

近現文化論̖ ʢ2ʣ
近現文化論̗ ʢ2ʣ
日ຊのݹయ籍̖ ʢ2ʣ
日ຊのݹయ籍̗ ʢ2ʣ

日ຊຽଏ学̖ ʢ2ʣ
日ຊຽଏ学̗ ʢ2ʣ
ࣨொ文化論̖ ʢ2ʣ
ࣨொ文化論̗ ʢ2ʣ

文学部
教育学科

生֔学習概論ᶗ ʢ2ʣ特別支援教育概論ᶗ ʢ2ʣ
生֔学習概論ᶘ ʢ2ʣ
ൺֱࡦ論 ʢ2ʣ
社会文化࢙（日ຊ） ʢ2ʣ
社会文化࢙（洋） ʢ2ʣ

特別支援教育概論ᶘ ʢ2ʣ
アメリカࢥ想࢙ ʢ2ʣ
ঁ性問題と学習 ʢ2ʣ
ใ化と社会教育 ʢ2ʣ

ൺֱ社会論 ʢ2ʣ
社会教育課題研究ᶗ ʢ2ʣ
社会教育課題研究ᶘ ʢ2ʣ

Ոఉ教育論 ʢ2ʣ
社会教育ܭը論ᶗ ʢ2ʣ
社会教育ܭը論ᶘ ʢ2ʣ

文学部
英語コミュニケーション学科

ൺֱ文化論 Aʢ2ʣ ൺֱ文化論 #ʢ2ʣ
Special Lecture ᶗ ʢ2ʣ

（特別講義ᶗ）
Special Lecture ᶘ ʢ2ʣ

（特別講義ᶘ）

Special Lecture ᶙ ʢ2ʣ
（特別講義ᶙ）
Special Lecture ᶚ ʢ2ʣ

（特別講義ᶚ）
経済学部
経済学科

経済哲学̖ ʢ2ʣ
経済哲学̗ ʢ2ʣ
人口経済学̖ ʢ2ʣ
人口経済学̗ ʢ2ʣ

ҩྍ経済学̖ ʢ2ʣ
ҩྍ経済学̗ ʢ2ʣ
࣏経済学̖ ʢ2ʣ
࣏経済学̗ ʢ2ʣ
現中খا業論̖ ʢ2ʣ
現中খا業論̗ ʢ2ʣ

経済学部
国際経済学科

Ϥーロッύ経済論̖ ʢ2ʣ
Ϥーロッύ経済論̗ ʢ2ʣ

国際қ論̖ ʢ2ʣ
国際қ論̗ ʢ2ʣ
国際金༥論̖ ʢ2ʣ
国際金༥論̗ ʢ2ʣ
日ຊ経済論̖ ʢ2ʣ
日ຊ経済論̗ ʢ2ʣ
上ڃ国際経済学̖ ʢ2ʣ
上ڃ国際経済学̗ ʢ2ʣ

国際公ڞ経済̖ ʢ2ʣ
国際公ڞ経済̗ ʢ2ʣ
世界の৯料・資源経済̖ ʢ2ʣ
世界の৯料・資源経済̗ ʢ2ʣ
経済発展論̖ ʢ2ʣ
経済発展論̗ ʢ2ʣ
Ԥ経済̖࢙ ʢ2ʣ
Ԥ経済̗࢙ ʢ2ʣ

経済学部
総合ࡦ学科

市ຽ社会と国Ո ʢ2ʣ
教育・Ո・ޏ用システム ʢ2ʣ

社会̖ࡦ ʢ2ʣ
社会ࡦ # ʢ2ʣ
生き方・ಇき方の経済学 ʢ2ʣ
ワーΫ・ライフ・バランスの総合ࡦ ʢ2ʣ

現の࢈業とا業 ʢ2ʣ
地域活性化と公ຽ連ܞ ʢ2ʣ
環境の制度とࡦ ʢ2ʣ
ഇغࡦ ʢ2ʣ

։ֶߨ෦ɾֶՊ �࣍ �࣍ �࣍ �࣍
経済学部（ݴ語野）
　υイπ語

定υイπ語̖ ʢ1ʣݕ
時事υイπ語̖ ʢ1ʣ

定υイπ語ݕ # ʢ1ʣ
時事υイπ語 # ʢ1ʣ

経済学部（ݴ語野）
　フランス語

定フランス語̖ ʢ1ʣݕ
時事フランス語̖ ʢ1ʣ

定フランス語ݕ # ʢ1ʣ
時事フランス語 # ʢ1ʣ

経済学部（ݴ語野）
　中国語

中国語ᶙ̖ ʢ1ʣ
中国語上̖ڃ ʢ1ʣ

中国語ᶙ # ʢ1ʣ
中国語上ڃ # ʢ1ʣ

Ϗジネス・ニュース英語 A ʢ2ʣ
Ϗジネス・ニュース英語 # ʢ2ʣ

Ϗジネス・ネΰシエーション A ʢ2ʣ
Ϗジネス・ネΰシエーション # ʢ2ʣ

経Ӧ学部
経Ӧ学科

経Ӧࡒ論 ʢ2ʣ
資決定論 ʢ2ʣ
国際経Ӧૅج論 ʢ2ʣ
̜̗̘セミφーᶗ ʢ2ʣ
̜̗̘セミφーᶜ ʢ2ʣ

国際経Ӧ論 ʢ2ʣ
意ࢤ決定論 ʢ2ʣ
公ڞ経Ӧ論 ʢ2ʣ
̜̗̘セミφーᶘ ʢ2ʣ

業評価論 ʢ2ʣا
コーポレートΨバφンス論 ʢ2ʣ
コンプライアンス経Ӧ論 ʢ2ʣ
̜̗̘セミφーᶛ ʢ2ʣ

経Ӧ学部
マーケティング学科

広ࠂ論 ʢ2ʣ
現の広ࠂ ʢ2ʣ
αーϏス・マーケティング論 ʢ2ʣ

リレーションシップ・マーケティング ʢ2ʣ
フΝッション・マーケティング論 ʢ2ʣ
現のフΝッション・マーケティング ʢ2ʣ

経Ӧ学部
会ܭフΝイφンス学科

金༥論 ʢ2ʣ
金༥システム論 ʢ2ʣ
フΝイφンス論 ʢ2ʣ

経Ӧ査論 ʢ2ʣ
会ܭ査論 ʢ2ʣ

経Ӧੳ論 ʢ2ʣ
証݊資論 ʢ2ʣ

๏学部
๏学科

๏哲学 Aʢ2ʣ ๏哲学 #ʢ2ʣ
๏ࢥ想࢙ A ʢ2ʣ๏ࢥ想࢙ # ʢ2ʣInternational Relations A ʢ2ʣInternational Relations # ʢ2ʣ

࣏学ݪ論 A ʢ2ʣ
࣏学ݪ論 # ʢ2ʣ
Fundamental Concepts of 
International PoliticsA ʢ2ʣ
Fundamental Concepts of 
International Politics# ʢ2ʣ
Fundamental Concepts of 
Peace StudiesA ʢ2ʣ
Fundamental Concepts of 
Peace Studies# ʢ2ʣ
International LaX A ʢ2ʣ
International LaX # ʢ2ʣ

๏学部
業๏学科ا

๏ᶗ（総論）A ʢ2ʣܐ
๏ᶗ（総論）# ʢ2ʣܐ
Ϗジネス・イングリッシュᶗ̖ ʢ1ʣ
Ϗジネス・イングリッシュᶗ̗ ʢ1ʣ

Ϗジネス・イングリッシュᶘ̖ ʢ1ʣ
Ϗジネス・イングリッシュᶘ̗ ʢ1ʣ

Ϗジネス・イングリッシュᶙ̖ ʢ1ʣ
Ϗジネス・イングリッシュᶙ̗ ʢ1ʣ

社会学部
社会学科

社会౷ܭ学 ʢ2ʣ国際社会学 ʢ2ʣ

社会学部
社会文化システム学科

日ຊ社会文化論̖ ʢ2ʣ
日ຊ社会文化論 # ʢ2ʣ

൜ࡑ社会学̖ ʢ2ʣ
൜ࡑ社会学 # ʢ2ʣ

社会学部
社会福祉学科

社会福祉発達̖࢙ ʢ2ʣ
社会福祉発達࢙ # ʢ2ʣ

社会อো論̖ ʢ2ʣ
社会อো論 # ʢ2ʣ

公的ැॿ論 ʢ2ʣ
地域福祉論̖ ʢ2ʣ

社会学部
メσィアコミュニケーション学科

メσィアコミュニケーション学概論̖ ʢ2ʣ
メσィアコミュニケーション学概論 # ʢ2ʣ

マス・コミュニケーション概論̖ ʢ2ʣ
マス・コミュニケーション概論 # ʢ2ʣ

ใ学ૅج論̖ ʢ2ʣ
ใ学ૅج論 # ʢ2ʣ

社会学部
社会৺理学科

社会৺理学概論̖ ʢ2ʣ社会৺理学概論 # ʢ2ʣ݈ 業組৫৺理学 ʢ2ʣ࢈৺理学̖ ʢ2ʣ߁

環境৺理学 ʢ2ʣ

理学部 日ຊの文化と༷ࣜߟࢥʢ2ʣ 科学について英語で͑ߟるʢ2ʣ



—  62  —

１　ଔۀจのҙٛ

２　ଔۀจの評価

３　ଔۀจಧのఏग़

４　ଔۀจのఏग़ظ

　　およびఏग़ઌ

５　༏लଔۀจの表জ

　　ʹ͍ͭͯ

̒　ଔۀจおよび要ࢫ

　　のެ表ʹ͍ͭͯ

卒業論文は、講義 ・ 演習等を通͡て得られた知ࣝ ・ ٕज़を活用して、学ज़的、

ଟ֯的、แ括的視から取り組みながら、特定のテーマに関して論͡るものです。

大学生活の総合的な成Ռであり、「学士（国際観光学）」にする学力の有資格

者であることを証明するものです。学生は、ेな४උのもと、指ಋ教員と連ܞ

をとりながら、શ力で卒業論文のためのใऩ集、実ଶ解明なͲを行いながら、

執筆を行わなけれなりませΜ。

提出された論文にՃ͑、執筆への取り組み࢟、プレゼンテーションとその࣭

ٙ応、提出ޙの口಄試問等により総合的に評価されます。

卒業論文履修者は、６݄（ळ卒業༧定者は４݄）に「卒業論文題目届」を指ಋ

教員に提出するඞ要があります。これを提出しないと卒業論文を履修することが

できませΜ。

卒業論文題目届には、指ಋ教員のঝ認ҹがඞ要です。また修ਖ਼がある場合、12

݄（ळ卒業༧定者は６݄Լ०）に「卒業論文題目変更届」を提出してくͩさい。

なお「卒業論文題目届」と題目が異なると、卒業論文を受理できませΜので、

े注意してくͩさい。

卒業論文履修者は、12݄（ळ卒業༧定者は７݄）の定められた期日、場ॴに卒

業論文１部、卒業論文要旨３部をຊ人が提出しなけれなりませΜ。కޙの提

出は、ࣗ動的に卒業Ԇ期となるため注意してくͩさい。なお、ৄࡉについては、

。日、学部掲示൘でお知らせしますޙ

国際地域学部では、学科͝とに卒業論文提出ޙ、優秀な卒業論文の発表会を開

優秀論文および優秀論文をબ定࠷しています。これらの発表の中からそれͧれ࠵

し、それらは卒業証書授与ࣜにおいて学部長から表彰状が授与されます。また、

。༑会の表彰対論文として推નされますߍ優秀卒業論文は࠷

優秀卒業論文および優秀卒業論文は学部ϗームϖージ上にશ文あるいは要旨࠷

が掲ࡌされます。また、શ員の卒業論文題目もಉ༷にϗームϖージ上に掲ࡌされ

ます。

第２અ　ଔۀจ



第̐章　ڭ৬՝ఔ

˞国際地域学科国際地域専攻および国際観光学科の学生が対となります。



教職課程を学ぶにあたって

 

〈1〉教育職員免許状について
　大学卒業後、小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の教員になるためには教育職員免許状を取得
しなければなりません。
　各学科で取得できる教育職員免許状は次の表のとおりです。

免許状の種類
学部学科（コース・専攻） 小学校教諭１種免許状 中学校教諭１種免許状（教科）

高等学校教諭１種免許状
（教科）

文
部

　１

　第

哲 社 会

社 会

地理歴史・公民
国 語 ・ 書 道

日本文学文化 国 語

国 語

国 語 ・ 書 道
英 米 文 英 語 英 語

史 社 会 地理歴史・公民

地理歴史・公民

教育（人間発達）
社 会 地理歴史・公民
特別支援学校教諭１種免許状

教育（初等教育） 小学校教諭１種免許状

東洋思想文化（中国語・中国哲学文学）

東洋思想文化（中国語・中国哲学文学）

東洋思想文化（仏教思想）

東洋思想文化（仏教思想）

英語コミュニケーション 英 語 英 語

部
２
　第 社 会 地理歴史・公民

日本文学文化 国 語

国 語

国 語 ・ 書 道

国 語 ・ 書 道

教 育 社 会 地理歴史・公民

東洋大学教職課程運営委員長
　本学の学祖井上円了は哲学館の創設にあたり「諸学の基礎は哲学にあり」の理念の下、「先入観や偏見
にとらわれず、物事の本質に迫る仕方で、論理的・体系的に深く考える人間」「社会の課題に自主的・主
体的に取組み、よき人間関係を築いていける人間」の育成をめざした。そして特に「教育家と宗教家」の
養成に力を入れた。このように本学は創設以来、教員養成を重視し、この分野の伝統と実績を有する大学
であり、多くの卒業生が教員として全国の学校で活躍している。
　これから教職課程を履修し、教員免許状を取得して教員になろうと志す学生にはまずこのことをしっかりと自
覚してほしい。
　言うまでもなく、教員になるためには教員免許状の取得が必要である。免許状の取得に関する諸事項は教
育職員免許法に定められており、本学もこれに基づいて教職課程教育を実施している。
　教職課程に属する科目の多くは、各学科の卒業に必要な科目とは別に履修し単位を修得しなければならな
い。従って、教職課程を履修する学生は、他の学生よりも多くの科目を履修しなければならず、学修に費や
す時間もそれだけ多くなる。１年次からの計画的な履修と学修が求められる。その詳細については、教職課
程ガイダンスに参加して説明を聞くとともに、この「履修要覧」を熟読してほしい。
　教員になるためには、担当する教科に関する知識を豊富に持つことが必要になることは言うまでもない。し
かしそれだけでは教員として十分とは言えない。教員は成長・発達の途上にある児童・生徒を指導し、とも
に学ぶ存在である。教員の言動は、時として、子どもの将来を大きく左右することもある。その意味で教員と
いうのは恐ろしい職業である。しかし同時に教員は子どもの成長を直接に目にし、それを助け、ともに喜び合
えるやりがいのある職業でもある。
　ある教育学者が次のようなことを問うている。「あなた（教員）は何の権利があって他人の子どもを教育す
るなどという大それたことができるのか」。
　この問いに答えることは簡単ではない。しかし「他人の子ども」を教育するという「大それた事」を職業と
することを、子どもから、保護者から、そして社会から、許されるだけの準備を大学生活のなかでしておくこ
とが、最低限の義務である。
　教員をめざす学生には、大学の授業で学ぶことはもちろん、サークル活動、ボランティア活動、趣味、ア
ルバイトなど、さまざまな経験をしながら、自分自身を成長させることを期待したい。豊かな人間性を持った信
頼に足る教員をめざしてほしい。
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ʪ１ʫ教ҭ৬員໔ڐঢ়
大学卒業後、中学校・高等学校の教員になるためには教育職員免許状を取得しなければなりません。

国際地域学部で取得できる教育職員免許状は次の表のとおりです。

免許状の種類
（教科）学部学科専攻

中学校教諭１種免許状
（教科）

高等学校教諭１種免許状
（教科）

国際地域学科国際地域専攻 社　　　会 地理歴史・公民

国 際 観 光 学 科 社　　　会 地理歴史・公民



の
とが採用試験受験の条件、または有利になる傾向があります。したがって、できる限り中学校教諭・高等
学校教諭両方の教育職員免許状を取得することが望ましいと考えられます。

修
４年間の履修計画を入念に立て、１年次より必要な科目を履修かつ修得してください。
※ ２年次ないし３年次から４年次終了（卒業）までに教育職員免許状を取得することは難しいので注意し

〈２〉教育職員免許状の取得条件について

　教育職員免許状を取得するためには、下の表にあるように基礎資格として「学士の学位を有すること」
（卒業に必要な単位を修得すること）が要求されます。したがって、教育職員免許状取得のための単位は修得
できたものの卒業ができなかったということにならないよう、４年間の履修計画を立ててください。本学では「教
育職員免許法」に基づいて、教育職員免許状取得に必要な単位が修得できるよう科目を開設しています。

こるいてし）込見（得取を状許免員職育教方両諭教校学等高・諭教校学中で等験試用採員教、年近 〇

つか履で間年４、は目科な要必にのるす得取を状許免員職育教 〇

てください。

、めたるいてれさ置配にうよるきで得修

基礎資格と免許法における最低修得単位数

免許状の種類 基礎資格

免許法における最低修得単位数
免許法施行規則
第６６条の６
に定める科目

教職に関
する科目

教科に関
する科目

教科又は教職
に関する科目 その他

学士の学位を
有すること

介護等体験
（詳細はP.70）

中学校教諭
１種免許状

高等学校教諭
１種免許状

８ ３１ ２０ ８

８ ２３ ２０ １６

〈注意〉
上記の免許法における最低修得単位数と、本学における最低修得単位数は異なります。

また、「教科又は教職に関する科目」については「教職に関する科目」、「教科に関する科目」の法令上
の最低修得単位数を超えて修得した当該の単位を充当します。

本学の学生は、本学における最低修得単位数を履修かつ修得しなければなりません。P.68～P.69の表２の本学
における「教職に関する科目」「教科に関する科目」一覧表で確認してください。
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〈３〉教職課程登録料について
本学では、通学課程の学部学生及び大学院生が教職課程の履修を希望する場合、教職課程登録料が
必要となります。所定の期日までに指定された方法で納入してください。
なお、登録料の区分、収対象、収ֹおよび༗効期間は以下の通りとなります。

教職課程
登録料

区分 収対象 収ֹ ༗効期間

在籍生
登録料

౦༸大学教職課程の履修を希望
する通学課程の学部生及び大学
院生

30000 ԁ

・学部生は、ೲ入時から卒業年度
の 3 月 31 日（秋学期卒業生を含
む。ただし、春学期卒業生は 9
月 30 日）まで。
・大学院生は、ೲ入時から修了年
度の 3 月 31 日（秋学期修了生を
含む。ただし、春学期修了生は 9
月 30 日）まで。

卒業生等
登録料

౦༸大学の卒業生及び大学院修
了生（ただし、退学者及び除籍
者を含む。）で、教職ࢧԉ室の利
用等（教職に関するセミナー等
への参加を含む。）を希望する者

 5000 ԁ
（ただし、秋
学期からの
場合は当該
年 度 の み
2500ԁとす
る。）

ೲ入年度の 3月 31 日まで。

※ 再入学した学生のうち、在籍時に教職課程登録料をೲ入している場合は、再度のೲ入は必要ありま
せん。

〈４〉教職科目の履修登録について
　教育職員໔許状の取得のためには、卒業単位の充足のほかに、以下に定められた科目をそれͧれ履
修し、単位を修得する必要があります。

　　（１）໔許法施行規則第６６条の６に定める科目（ʪ表１ʫ参照）
　　（２）教職に関する科目（ʪ表２ʫ参照）
　　（３）教科に関する科目（ʪ表２ʫ参照）
　　（４）教科ຢは教職に関する科目（ʪ表２ʫ参照）
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�ද̍�ʮ໔ڐ๏نߦࢪଇୈ��ͷ̒にఆΊるՊʯ

学科
専攻

免許๏施行ن則第66条の６
に定める科目۠ ඞ要単位数 ຊ学での開講科目

（　）内は֘科目の単位数

ࠃ
ࡍ

Ҭ
学
科
ࠃ
ࡍ

Ҭ
専
߈

日ຊ国ݑ๏ ２ 日ຊ国ݑ๏ （２）

体育 ２

スポーπ݈߁科学実ٕᶗ̖
スポーπ݈߁科学実ٕᶗ̗
スポーπ݈߁科学実ٕᶘ̖
スポーπ݈߁科学実ٕᶘ̗
スポーπ݈߁科学実ٕᶙ̖
スポーπ݈߁科学実ٕᶙ̗
スポーπ݈߁科学講義ᶗ
スポーπ݈߁科学講義ᶘ̖
スポーπ݈߁科学講義ᶘ̗

（１）
（１）
（１）
（１）
（１）
（１）
（２）
（２）
（２）

外国語コミュニケーション ２

英会ᶗ
英会ᶘ
LL演習ᶗ
LL演習ᶘ

（１）
（１）
（１）
（１）

ใثػのૢ࡞ ２
ใネットワーΫ論
ใ社会論
国際地域ใ学入ᶗ

（２）
（２）
（２）

　ࠃ

　ࡍ

　؍

　ޫ

学　

科

日ຊ国ݑ๏ ２ 日ຊ国ݑ๏ （２）

体育 ２

スポーπ݈߁科学実ٕᶗ̖
スポーπ݈߁科学実ٕᶗ̗
スポーπ݈߁科学実ٕᶘ̖
スポーπ݈߁科学実ٕᶘ̗
スポーπ݈߁科学実ٕᶙ̖
スポーπ݈߁科学実ٕᶙ̗
スポーπ݈߁科学講義ᶗ
スポーπ݈߁科学講義ᶘ̖
スポーπ݈߁科学講義ᶘ̗

（１）
（１）
（１）
（１）
（１）
（１）
（２）
（２）
（２）

外国語コミュニケーション ２ 観光英語̖
観光英語̗

（２）
（２）

ใثػのૢ࡞ ２
ใネットワーΫ論
ใ社会論
ใ演習

（２）
（２）
（２）
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①日程
　　授業期間だけではなく、夏季・冬季休暇期間・土・日・祝日を含む日程で行います。

②体験先
行で所場い近に所住現、めたい多が者望希験体います。行で設施・校学るす在所に都京東もれずい　 　

えるとは限りません。

＜特別支援学校＞
　視覚障害者、聴覚障害者、知的障害者、肢体不自由者又は病弱者（身体虚弱者を含む。）に対して、
小中学校等に準ずる教育を行うとともに、障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために必
要な知識技能を授けることを目的とする学校。在籍する児童生徒等に対する教育を行うほか、障害により教
育上特別の支援を必要とする小中学校等の児童生徒等の教育に関し、必要な助言又は援助を行います。

＜社会福祉施設＞
　・高齢者にかかわる施設
　・児童福祉・障害児にかかわる施設
　・障害者（身体、知的、精神障害者）にかかわる施設
　・生活保護にかかわる施設
　
（３）内容
　・学校、施設の利用者の介護・介助（入浴・排泄等含む）
　・学校、施設の利用者との交流（話し相手）、学習活動の指導・援助
　・学校、施設が実施する行事（学園祭・バザー・遠足、サークル活動等）の補助
　・学校、施設の掃除、洗濯等の作業
特別支援学校事例…授業参観・作業学習補助・学校行事補助等（プール実習・マラソン大会等）
社会福祉施設事例…車椅子補助・点字の勉強・送迎バスへの添乗・サークル活動の補助等

　受入先の都合を考慮したうえ、東京都教育委員会および東京都社会福祉協議会が、希望者各人の日
（２）体験日程・体験先

程と受入先を調整・決定します。個人的な事情や要望（サークル、アルバイト、海外留学、就職活動、仕事等）
による日程・受入先の指定や変更（また、このことに関する個人交渉）・辞退は一切できないので、参加を
希望する者はこの点を了承し、自分の都合を調整したうえで体験に臨んでください。

　⑥　介護等体験料を所定の期日までに振り込んでいること。
　⑦　指定された体験日程で介護等体験に参加できること。
　⑧　その他、必要な手続きのすべてを完了していること。
　

〈５〉介護等体験について

　中学校の免許希望者は、教職に必要な科目の修得、卒業要件の充足の他に、３年次に特別支援学校で
２日間と社会福祉施設で５日間、計７日間、高齢者や障害者に対する介護、介助、交流等の体験を行い、
受入先に体験を行った証明をいただく必要があります。
　この体験を行うには、 大学を通して申し込みをしなければなりません。
　概要は以下の通りです。

（１）参加条件
　以下の条件を１つでも満たさない場合は、介護等体験に参加できません。
　①　介護等体験に積極的に参加する意欲があること。
　②　全２回の説明会（２年次１１月・３年次４月を予定）に出席し、必要な書類を提出すること。
③　実施年度の４月に大学の定期健康診断を受診し、異常なしと診断され、心身ともに健康であること。
④　麻疹（はしか）の抗体検査・予防接種を行い、免疫があると認められた者であること。
⑤ 妊娠中もしくは出産から１年以内でないこと（母体保護のため）。

—  70  —
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　◇「初等教育実習（事前・事後指導を含む）」の履修条件（第１部教育学科初等教育専攻のみ）
　　①　３年次終了の時点で、卒業に必要な単位数を１００単位以上修得していること。
　　②　3 年次終了の時点で、下表の（i）（ii）（iii）の条件をすべて満たしていること。

（i）

「教職論」「教育学概論」「教育心理学概論」「学校教育社会学」「教育課程論」
「教育相談の理論と方法」「教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む）」
「生徒指導研究（進路指導論を含む）」「特別活動の理論と方法」「道徳教育論」

の１０科目のうち７科目以上の単位を修得済みであること。

（ii）

「初等教科教育法（国語）」「初等教科教育法（社会）」「初等教科教育法（算数）」
「初等教科教育法（理科）」「初等教科教育法（生活）」「初等教科教育法（家庭）」
「初等教科教育法（音楽）」「初等教科教育法（図画工作）」「初等教科教育法（体育）」

の９科目のうち６科目以上の単位を修得済みであること。

（iii）
「初等科国語」「初等科社会」「初等科算数」「初等科理科」「初等科生活」「初等科家庭」
「初等科音楽」「初等科図画工作」「初等科体育」

の９科目のうち４科目以上の単位を修得済みであること。

　　③　 ４年次において、卒業に必要な科目（単位）および教育職員免許状を取得するために必要な科 
目（単位）を修得し終える見込みのある者。

　◇「特別支援学校教育実習（事前・事後指導を含む）」の履修条件
年該当はくしも、とこるいてした満を格資礎基な要必にめたるす得取を状許免諭教校学援支別特 　①　　

度に基礎資格を満たす見込みがあること。
０１を目科な要必にめたるす得取を状許免諭教校学援支別特、み含を」Ⅰ論概育教援支別特「 　②　　  

科目以上修得していること。

（2）参加条件
　　以下の条件を満たさなければ、教育実習に参加することはできません。
　　①　教壇に立って授業を行うために必要な学力を有すること。
　　②　教育実習指導教員の指導のもとに、教育実習生としてふさわしい行動のとれる人物であること。
　　③　大学を含む関係諸機関との手続きを不備なく行っていること。
　　④　大学の行う定期健康診断を受診していること。
　　⑤　麻疹（はしか）の抗体検査・予防接種を行い、免疫があると認められていること。

　　⑦　教育実習料（含む保険料）を納入していること。
を件条格資習実るいてれらめ定に条２１第び及条５第の」綱要扱取習実育教校学立公都京東「 　⑧　　

満たしていること。

（教育実習生の実習資格）
第 5条　この要綱に基づき公立学校において教育実習ができる者は、次の各号に掲げる要件を備えた者
に限る。

るす籍在に等学大たっ行を出届の施実に会員委育教都京東めじからあ、ていつに施実の習実育教 　⑴  
者であること。

く就に職教、でみ込見得取状許免員職育教で上以等同とれこはくし若、し学在に年学高最の等学大 　⑵
意思のある者であること。

2前項各号の規定にかかわらず、次の各号の一に該当する者は除く。
⑴　伝染の恐れのある疾病若しくは教育実習を行ううえで妨げとなる精神障害等のある者
⑵　公立学校の正常な教育活動を妨げる恐れのある者
（教育実習生の責務）
第１２条　教育実習生は、大学等及び教育実習校の指導に誠実に従わなくてはならない。
 （東京都公立学校教育実習取扱要綱抜粋）

　　⑥　妊娠中もしくは出産して１年以内でないこと（母体保護のため）。
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〈６〉教育実習について

　教育実習は、大学で学んだ教育理論や技術をもとに、教育実習校（中学校、高等学校）での実習を 
通じて、教育の意味や学校教育の全領域について学習するものです。「教育実習Ⅰ（事前・事後指導を 
含む）」（３週間以上実習対象者）、「教育実習Ⅱ（事前・事後指導を含む）」（２週間実習対象者）は、 

 ４年次に履修します。４月から事前指導が行われ、ほとんどの学生が、６月頃から実際に学校現場に赴
 き、中学校教諭の免許状取得の場合には３週間、高等学校教諭取得の場合には２週間の教育実習を行
 います。教育実習終了後、教育実習事後指導として、学生の実習体験発表、実習感想文の提出、アンケ

ート調査などによって、教育実習の成果を振り返り、教員として必要な資質能力が培えたかどうかを確認
します。教育実習は勤務という形態で行われるので、実習期間中に就職活動をするような時間的・精神
的余裕は全くありません。教職という仕事の重要性を認識し、実習期間中は就職活動などは中止し、実
習に専念してください。

（1）「教育実習（事前・事後指導を含む）」の履修条件
◇「教育実習Ⅰ（事前・事後指導を含む）」「教育実習Ⅱ（事前・事後指導を含む）」の履修条件
　　（第１部教育学科初等教育専攻以外）

で生学部１第を数位単な要必に業卒、で点時の了終次年３ 　①　　 １００単位以上、第２部学生で９０単位
以上を修得していること。

　　②　３年次終了の時点で、次の２つの条件をともに満たしていること。
　　　（i）下表の各学科の条件を満たしていること。
 Ａ：

 
Ｂ
：英米文学科・英語コミュニケーション学科

 
Ｃ
：第１部教育学科人間発達専攻

 
Ｄ

：

Ｅ：第２部教育学科

Ａ

「教職概論」「教育基礎論Ⅰ」「教育基礎論Ⅱ」「教育心理学」「生徒指導論（進路指導論を含
む）」「教育相談」「教育方法研究（情報機器の活用を含む）」「道徳教育の研究」「特別活動
の研究」　各教科の「教科教育論」

の１０科目のうち６科目以上の単位を修得済みであること。

B

の１０科目のうち６科目以上の単位を修得済みであること。

「教職概論」「教育基礎論Ⅰ」「教育基礎論Ⅱ」「教育心理学」「生徒指導論（進路指導論を含
む）」「教育相談」「教育方法研究（情報機器の活用を含む）」「道徳教育の研究」「特別活動の 
研究」「英語科教育論Ⅰ」「英語科教育論Ⅱ」

の１１科目のうち６科目以上の単位を修得済みであること。

C

「教職論」「教育学概論」「教育心理学概論」「学校教育社会学」「教育課程論」「教育相談の
理論と方法」「教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む）」「生徒指導研究（進路指導論を 
含む）」「特別活動の理論と方法」「道徳教育論」

の１０科目のうち７科目以上の単位を修得済みであること。

D

Ｅ

「教職論」「教育学概論」「教育心理学概論」「学校教育社会学」「教育課程論」「教育相談の 
理論と方法」「教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む）」「生徒指導論（進路指導論を含 
む）」「特別活動の理論と方法」「道徳教育の研究」

の１０科目のうち７科目以上の単位を修得済みであること。

（ii）実習予定の「教科の指導法Ⅰ」「教科の指導法Ⅱ」を修得済みであること。
 導指の科教「たし得修が分自、で合都の校習実が）民公・史歴理地（科教習実ので習実育教 ＊  

法」と対応しない場合がある。その場合には教務課窓口に相談すること。
　　③　 4 年次において、卒業に必要な科目（単位）および教育職員免許状を取得するために必要な科 

目（単位）を修得し終える見込みのある者。

「教職概論」「教育基礎論」「教育心理学」「教育制度論」「教育課程総論」「道徳教育論」「特
別活動の理論と方法」「教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む）」「生徒指導論（進路
指導論を含む）」「教育相談」

哲学科・日本文学文化学科（第１部・第２部）・史学科
東洋思想文化学科（第１部・第２部）
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（１）「教育実習Ⅰ・Ⅱ（事前・事後指導を含む）」の履修条件
　教育実習にあたっては、３年次終了までに以下の条件を満たしていなければなりません。
　　①３年次終了の時点で、卒業に必要な単位数を100単位以上修得していること。
　　②３年次終了の時点で、以下の2つの条件をともに満たしていること。
　　　（ⅰ）�「教職概論」、「教育心理学」、「教育学概論」、「教育の制度と経営」、「教育課程論」、「教育方法

研究（情報機器の活用を含む）」、「特別活動の研究」、「生徒指導論（進路指導論を含む）」、「教
育相談」、10科目のうち、6科目以上の単位を修得済みであること。

　　　（ⅱ）実習予定教科の「教科の指導法Ⅰ」、「教科の指導法Ⅱ」を修得済みであること。
　　　　　 ※�ただし、地歴と公民については、実習校の都合で、自分が修得した「教科の指導法」と実習

教科が対応しない場合があります。その場合には、教務課窓口に相談してください。
　　③�４年次において、卒業に必要な科目（単位）および教育職員免許状を取得するために必要な科目（単

位）を修得し終える見込みのある者。
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　◇「初等教育実習（事前・事後指導を含む）」の履修条件（第１部教育学科初等教育専攻のみ）
　　①　３年次終了の時点で、卒業に必要な単位数を１００単位以上修得していること。
　　②　3 年次終了の時点で、下表の（i）（ii）（iii）の条件をすべて満たしていること。

（i）

「教職論」「教育学概論」「教育心理学概論」「学校教育社会学」「教育課程論」
「教育相談の理論と方法」「教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む）」
「生徒指導研究（進路指導論を含む）」「特別活動の理論と方法」「道徳教育論」

の１０科目のうち７科目以上の単位を修得済みであること。

（ii）

「初等教科教育法（国語）」「初等教科教育法（社会）」「初等教科教育法（算数）」
「初等教科教育法（理科）」「初等教科教育法（生活）」「初等教科教育法（家庭）」
「初等教科教育法（音楽）」「初等教科教育法（図画工作）」「初等教科教育法（体育）」

の９科目のうち６科目以上の単位を修得済みであること。

（iii）
「初等科国語」「初等科社会」「初等科算数」「初等科理科」「初等科生活」「初等科家庭」
「初等科音楽」「初等科図画工作」「初等科体育」

の９科目のうち４科目以上の単位を修得済みであること。

　　③　 ４年次において、卒業に必要な科目（単位）および教育職員免許状を取得するために必要な科 
目（単位）を修得し終える見込みのある者。

　◇「特別支援学校教育実習（事前・事後指導を含む）」の履修条件
年該当はくしも、とこるいてした満を格資礎基な要必にめたるす得取を状許免諭教校学援支別特 　①　　

度に基礎資格を満たす見込みがあること。
０１を目科な要必にめたるす得取を状許免諭教校学援支別特、み含を」Ⅰ論概育教援支別特「 　②　　  

科目以上修得していること。

（2）参加条件
　　以下の条件を満たさなければ、教育実習に参加することはできません。
　　①　教壇に立って授業を行うために必要な学力を有すること。
　　②　教育実習指導教員の指導のもとに、教育実習生としてふさわしい行動のとれる人物であること。
　　③　大学を含む関係諸機関との手続きを不備なく行っていること。
　　④　大学の行う定期健康診断を受診していること。
　　⑤　麻疹（はしか）の抗体検査・予防接種を行い、免疫があると認められていること。

　　⑦　教育実習料（含む保険料）を納入していること。
を件条格資習実るいてれらめ定に条２１第び及条５第の」綱要扱取習実育教校学立公都京東「 　⑧　　

満たしていること。

（教育実習生の実習資格）
第 5条　この要綱に基づき公立学校において教育実習ができる者は、次の各号に掲げる要件を備えた者
に限る。

るす籍在に等学大たっ行を出届の施実に会員委育教都京東めじからあ、ていつに施実の習実育教 　⑴  
者であること。

く就に職教、でみ込見得取状許免員職育教で上以等同とれこはくし若、し学在に年学高最の等学大 　⑵
意思のある者であること。

2前項各号の規定にかかわらず、次の各号の一に該当する者は除く。
⑴　伝染の恐れのある疾病若しくは教育実習を行ううえで妨げとなる精神障害等のある者
⑵　公立学校の正常な教育活動を妨げる恐れのある者
（教育実習生の責務）
第１２条　教育実習生は、大学等及び教育実習校の指導に誠実に従わなくてはならない。
 （東京都公立学校教育実習取扱要綱抜粋）

　　⑥　妊娠中もしくは出産して１年以内でないこと（母体保護のため）。



（３）教育実習校について
＜中学校・高等学校＞
　教育実習を希望する学生は、３年次に「教科の指導法Ⅰ」「教科の指導法Ⅱ」を履修、単位修得すると
ともに、４月上旬の教育実習事務手続説明会に必ず出席し、予定校確保（以下、内諾）の方法等につい
て確認のうえ、各自が責任をもって実習校を開拓してください。

　また４年次に「教育実習Ⅰ（事前・事後指導を含む）」または「教育実習Ⅱ（事前・事後指導を含
む）」の履修登録をし、４月上旬の教育実習直前説明会に必ず出席してください。

 

〈７〉教職実践演習について

　平成２２年度入学生から、４年次の秋学期に必修科目として「教職実践演習」の履修、単位修得するこ
とが必要とされています。この科目は、全学年を通じた教職に関する「学びの軌跡の集大成」と言えるも
のであり、学生が身に付けた資質・能力が教員として最小限必要な資質・能力として有機的に統合され形
成されたかを確認することを目的としています。しかし、この確認は４年次秋学期になってはじめて行うの
ではなく、１年次から継続的にくり返し、自らの教職への意思や適性を問いつづけるというものです。
　従って、教員をめざす学生は１年次から意識的・意欲的に教職課程の学びを継続し、学修の成果と課題
を記録しておくことが求められます。本学では「教職パスポート」を用意してその一助としています。「教職
パスポート」を活用して、４年間の学修の流れを継続的・系統的に、目に見えるかたちで記録していくこと
が求められます。「教職パスポート」を管理し活用していることが「教職実践演習」の履修条件のひとつと
なるので、学生は大切に保管し活用するようにしてください。なお、２年次終了時点で「教職パスポート」
の中間点検を行い、必要に応じて指導・助言を行います。教職への適性が疑われる場合には進路の変更
を促すこともありえます。
　しっかりとした自覚をもって学修に取り組んでください。

　その後、東京都公立学校での教育実習希望者は、９月上旬までに所属学部教務課窓口へ「教育実習希
望調書」を提出してください。なお、正式受入決定は１２月上旬となります。
　また、地方校（都内私立高校を含む）での教育実習希望者は、「教育実習受入内諾書」の記載をお願いし
た予定校から大学あてに回答が到着しているか、６月以降、所属学部教務課窓口にて確認を行ってください。

〈８〉教育職員免許状一括申請について

　これらの手続きを怠った場合は、卒業時に教育職員免許状が授与されなくなるので注意してください。

◎個人申請について
　大学で教育職員免許状の一括申請手続きを行わなかった場合でも、教育職員免許状に必要な単位を修
得していれば、卒業後に個人で教育職員免許状を申請すること（個人申請）が可能です。
　個人で申請する際の申請先等は下記の通りです。
〈申請先〉住民票をおいている都道府県の教育委員会（通常は都道府県庁の教育職員免許状を発行す

る部署）
〈申請に必要な書類・受付時期・免許状発行日〉申請先によって異なるので各自で問い合わせてください。
　

　教育職員免許状に必要な単位を修得または修得見込の学生は、教員免許状の取得が見込まれる年度に
教育職員免許状の申請手続きをする必要があります。教育職員免許状の発行は東京都教育委員会が行
いますが、卒業時に教育職員免許状を受領するための申請手続きは、通常、大学を通して行います（以
下、一括申請）。
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〈９〉教育職員免許状取得までの流れ

※�下記のスケジュールはあくまでも予定なので、時期が前後することがあります。必ず教職課程掲示板
を確認してください。

　また、このスケジュールはϞデルケースとなりますが、実習時期や教育職員໔許状取得時期がれる
場合は、事前に教務課窓口に相談してください。

（66ページ参照）
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〈注１〉教育実習の実習時期は各実習校によって異なるので、承諾書等で必ず各自確認してください。
〈注２〉科目等履修生に教育職員免許状を授与（交付）する日程は、別途教職課程掲示板にて掲示します。

程掲示板・課職教、でのるなくなきで加参に験体等護介・習実育教、とる怠をき続手、りたし席欠を会明説 ※
P.73からの〈９〉教育職員免許状取得までの流れをよく確認してください。

 

また、教育実習の内諾後のキャンセル・介護等体験の申し込み後のキャンセルや、一度納入した教職課程登録
料、介護等体験実習料、教育実習料の返金は一切できないので注意してください。
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〈１１〉教員採用に関する支援について

（１）教職支援室（３号館１階）

※各講座の開催・申込時期等については掲示等を確認してください。

　・採用試験対策講座
　・模擬試験関連情報提供・模擬面接
　・専門スタッフによる教育職員への就職指導

（２）教職関係資料室（６号館４階）
　・教職関係資料（教員採用受験雑誌・教科書・参考書・学習指導案等）の閲覧および貸し出し

 

 
 

※開室時間は資料室前の掲示板もしくは教職課程掲示板で確認してください。

〈１２〉教員採用試験について

　教育職員免許状を取得した者が教員になるためには、まずは教員採用試験に合格する必要があります。
　出願期間・受験条件・試験日程・試験方法は教育委員会・学校によって異なるので、教員採用試験の実
施要綱の取り寄せと応募は各自で行ってください。
　実施要綱が大学に届いた場合は、教職課程掲示板にて随時周知します。
　教員採用試験（第１次・第２次）に合格した場合は、必ず教務課窓口に届け出てください。

（１）公立学校の教員採用
　公立学校の教員になるためには、まずは各都道府県または市の教育委員会が実施する採用試験に合格し、
採用候補者の名簿に登録される必要があります。名簿の中からその年度の欠員状況、教員組織の状況など
を考慮して選定され、採用が決定します。

（２）私立学校の教員採用
　各都県の私学協会等が実施する「私立学校教員適性検査」を基に採用を行う場合と、公募制による採
用があります。
　「私立学校教員適性検査」は採用試験ではなく、適性検査を受けた受検者の氏名と評価等が記載され
た名簿を基にして、教員の採用を行っていくものです。ただし、検査を実施する都県にある私立学校全てが
「私立学校教員適性検査」の結果を基に教員募集を行っているとは限りません。

いて現行制度の効果等を検証することとなりました。新たな教員免許制度の内容及び移行方針を具体化
する中で、現在の教員免許更新制の在り方について結論を得ることが示されています。日頃から教育関連の
ニュースによく目を通しておくとともに、教職課程の履修に際しては、自分自身の教職に対する意思を再確認し

〈１３〉教員免許更新制について

　教員免許状取得後１０年ごとに更新講習を受け修了認定されることにより、有効期間が更新される教員免
許更新制が平成２１年に施行されましたが、文部科学省では、教員の資質向上のための教員免許制度の
抜本的な見直し（教員養成課程の充実や専門免許状制度の導入の検討を含む）に着手し、その過程にお

てください。

〈１０〉教職課程を履修する学生への連絡・伝達について

　教職に関する事項（各種આ明会・手続き・発表・呼び出し等）は、すべて教職課程掲示板にてお知
らせします。登校時には必ず１１０２番教室（１号館１階）横もしくは６Ｂ１２番教室（６号館地下
１階）前の掲示を確認してください。（ToyoNet-G のお知らせでも確認することができますが、全て
の掲示を8eC 上で確認できるわけではありません。）
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215

〈１６〉科目等履修生制度について

　将来、教員を目指す学生で、学部卒業までに教育職員免許状を取得するために必要な単位を修得できな
かった場合や、すでに教育職員免許状を取得していて、卒業後、新たに別教科の教育職員免許状を取得
したい場合は、科目等履修生として必要な単位を修得し教育職員免許状を取得することができます。本学科
目等履修生には、通学制と通信制があり、募集要件・履修できる科目等が異なります。希望者は、必ず当
該年度の各募集要項を確認のうえ出願してください。なお、本学で取得可能な教育職員免許状に必要な
科目がすべて科目等履修生に開講しているとは限らないので注意してください。通学制の概要は、下記のと
おりです。通信制を希望する場合には、スケジュール等が異なるので通信教育課に問い合わせてください。

科目等履修生（通学制）に関するスケジュール（詳細は当該年度の募集要項で確認してください）
２月上旬～中旬　　科目等履修生募集要項配布・ダウンロード開始

２月上旬～　　　　履修科目の相談（教務課）

３月上旬～中旬　　出願（教務課）

３月下旬　　　　　試験・合格発表

４月上旬　　　　　就学手続

＊インターネットでも閲覧・出力可。（「東洋大学　科目等履修生」でキーワード検索してください。）

出願にあたっての履修科目については、事前に教務課窓口に相談してください。
※介護等体験のみの履修はできません。

〈１４〉休学および留学等で長期間大学へ通学することができない場合について

　在学中に休学および留学等で長期間大学へ通学することができない場合は、教育実習、介護等体験等の
実施時期や教育職員免許状の取得時期が通常の学生より１～２年遅くなることがあるので、必ず事前に教務
課窓口まで相談に来てください。

〈１５〉編入生・転入生の教育職員免許状取得について

　教育職員免許状取得を希望する場合は、以下のことに留意のうえ、事前に教務課窓口まで相談に来てく

（１）単位認定・時間割編成によっては卒業時までに教育職員免許状が取得できない場合があります。
（２）編・転入前の大学等で取得した教職に関する科目等について全ての科目を認定できるとは限りません。

単定認の目科な要必に業卒、は合場るす定認で別個を目科るす関に職教いなれさ入算に位単業卒 ）３（
位数が減少する場合があるので注意してください。

」を入手し、認定書明証るす関に力学「の科教当該で等学大の前入転・編、は際るけ受を導指別個 ）４（
を希望する科目の講義内容・時間割とともに教務課窓口まで持参してください。

ださい。
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第̑章　ࡍࠃҬ学Պ　Ҭ૯߹ઐ߈

履修方๏と教育課程表
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国際地域学科地域総合専攻は、「現場主義」にたって、国の内外で「地域づくり」

を学び、実践する専攻です。国際ػ関でのۈ務経験を有する教員や、海外を研究の

フィールυにしている教員がଟくおり、国際ڠ力、都市・ଜ開発、そして環境な

Ͳについて学ぶことができます。地域づくりの重要な要ૉである観光ৼڵに関わる

ことも知ݟを広めることができます。外国語教育をڧ化し、英語力が身につくよう

にしています。

また、アジアやԤถの大学とのڠ定にもとづくフィールυスタσィ（国際地域研

修等）のॆ実と交留学のػ会૿大をਤっています。

国内に目をけると、地方࣏ࣗ体やا業と連ܞしてインターンシップ科目を開設

して現場で地域づくりを学びます。また、ब職のためのキϟリア開発支援に力を入

れており、一ൠا業、࣏ࣗ体、さらに卒業ޙにキϟリアを積Μで国際的なػ関にब

職できるよう教育を行っています。

こうした教育研究環境のもとで、国際地域学科地域総合専攻では、外国語能力を

උ͑、異文化コミュニケーション能力をेに身につけた「国際的視野を持つ職業

人」を養成することを目的としています。

国 際 地 域 学 科 地 域 総 合 専 攻 長

ʣ߈ҬֶՊҬ૯߹ઐࡍࠃͷ目తʢ্ڀݚҭڭ
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第１અ　国際地域学科地域総合専攻

̍ɹ国際地域学Պ地域૯߹ઐ߈の教育方針

Ξυϛοシϣϯ・ポリシー（ೖ学ऀडೖΕの方針）

　環境・ශޏ・ࠔ用・人ݖ問題に現れているように、ࣗવ・社会・経済・࣏なͲ༷ʑな野での
地ٿ化と地域化がಉ時進行する中で、これまでとはશく異なる都市づくり、地域づくり、環境づく
りなͲに、地域（コミュニティ）から解決ࡦへとアプローνすることは大きな可能性を有していま
す。地نٿの視で問題をとら͑ローカルな場で۩体的に行動する、いわΏる、ThinL globally 
Act locally という哲学のもとに、地域社会におけるさま͟まな現を幅広い視でとら͑、「現場
主義」にたち、さま͟まな人ʑとのコミュニケーションの中から解決ࡦを୳っていく人間力が求め
られます。
　このようなことから、国際地域学科地域総合専攻（イϒニングコース）では、観光ৼڵもؚめた
地域のॾ問題に対して広い視野から٬観的にѲ・ੳする能力を修得し、現場において۩体的な
行動として実践していく意ཉのある学生が教員と一ॹになって૬ޓに学び成長していくことを期
しています。
　受験生に期されるのは、ᶃ地域社会でىこっているさま͟まな問題へ関৺を持っていること、
ᶄࣗ身がもつ知ࣝや経験を積極的に活用して社会にݙߩしようとする意ཉ、ᶅଞ者と積極的にコミ
ュニケーションをਤりながらさま͟まな人ʑとともにಇくことへの意ཉです。

ΧリΩϡϥϜ・ポリシー（教育՝ఔฤ・࣮ࢪの方針）

　観光ৼڵをؚめた「地域づくり」を行うための知ࣝと実行力を有した人材の育成という教育目標
を実現するために、ҎԼの方針でカリキュラム（教育課程）を組みཱてています。
（1）地域づくりに関わる人文社会科学、環境科学の広ൣな学問領域から幅広い知ࣝを習得できる
ようにするとともに、「国際」、「地域」、「環境」の 3 つ野を࣠として専性をߴめます。 
（2）地域づくりの重要な要ૉである観光ৼڵに関わる専科目群を提ڙしています。 
（3）外国語教育をڧ化し、英語による専性を重視したコミュニケーション能力の上を目指し
ます。 
（4）「現場主義」を掲げ、フィールυスタσィやインターンシップ科目なͲにより現場・実務体験
のॆ実をਤっています。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

　観光ৼڵをؚめた地域の特性を活かした「地域づくり」を行うための知ࣝと、現場においてそれ
を実施する実行力を有した人材の育成を教育目標として掲げています。卒業するまでに、異文化コ
ミュニケーション能力をेに身につけ、地نٿの視で問題をとら͑、ローカルな場で行動で
きる能力を培うこと求めています。
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２　科（ܥ）܈֓要

　　国際ܥ

ܥڥ　　

　　地域ܥ

ຊ専攻では、国際地域学のଟ༷な専野をよりਂく学ぶことを目的として、教

育課程表「専攻領域」内の「બ科目」において、３つの科目群（ҎԼ「系」とݺ

ぶ）にྨしています。

国際系では、経済学、࣏学、社会学、文化人ྨ学、社会システム論なͲの༷ʑ

な視からෳࡶଟ༷な国際社会・地ٿのॾ問題を取り扱っていきます。進࿏として

は、ຽ間・公ڞの国際部を中৺に国内外での活༂が目標です。学生のօさΜは、

य़やՆの長期休Ջに国外で行われる海外研修や国際実務のインターンシップを体験

しながら、国際地域学科の特徴である「現場主義」を国際的に実践できる学生にな

っていきます。また、日ຊについての知ࣝもਂめることで、国際的に日ຊ発のใ

を発৴できるようになっていきます。

環境系では、人文・社会・ࣗવに関する๛かな教養の上に、現社会論、環境マ

ネジメント、ใマネジメントなͲ、現社会や地域社会、࢈業と生活なͲと環境

との関について幅広い観から学び、ใٕज़についても学習をਂめていく科目

群です。海外研修やインターンシップなͲにも積極的にࢀՃすることができます。

環境問題は、今ޙの日ຊと世界にとって重要な課題であり、その解決にけて人

ྨશ体が力をけていかなけれならない野ですから、ا業の関৺もߴく、ब

職活動においてもアϐールできる有な野であると͑ݴます。

地域系では、都市ܭը等を通͡て地域をܭը論的にੳし理解することや、地域

経済、地方行や社会ج൫උなͲの知ࣝやϊϋを習得し、国の内外を問わず

地域づくりに取り組める人材の養成を目的とします。進࿏としては、公務員やマス

コミの΄か、ຽ間ا業においても、地域づくりの視から行動し、地域にݙߩでき

ることを目指します。海外研修によって地域づくりの現場を体験したり、国内にお

ける地域づくりの研修やインターンシップ活動を経験しながら、地域づくりに関

した「現場主義」を実践できる学生になっていきます。
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３　国際地域学科

　　地域総合専攻ଔۀ要݅

４　࣍ผ履修ొ୯Ґ

ݶ੍　　

卒業にඞ要な単位数は、124単位で、次の表に掲げるॴ定の単位を修得しなけれ

なりませΜ。

国際地域学部　国際地域学科　地域総合専攻　卒業要件

授業科目۠ ඞ要単位

基
盤
教
育
科
目
群　

14
単
位

通教養科目ڞ
６単位

哲学・ࢥ想 ２単位

ࣗવ・環境・生໋

日ຊと世界の文化・ྺ࢙

現・社会

スポーπと݈߁

ใ

総合

社会人ૅج科目

留学支援科目 英語特別教育科目

語学教育科目
８単位

ඞ修 ４単位

બඞ修 ２単位

બ ２単位

専
門
教
育
科
目
群　

70
単
位

ඞ修科目 ４単位

科目ૅج બඞ修科目 18 単位

બ科目
32 単位

専攻間૬ޓௌ講科目

キϟリアܗ成支援科目

開์領域（ଞ学部ଞ学科）

卒業ඞ要単位数合ܭ 124 単位

ࣗ༝科目

４࣍（第̓ηϝελ・第̔ηϝελҎ্）ʹお͍ͯɺ１科Ҏ্履修͠ɺ͔

ͭ４࣍Ͱ専科Λ２科Ҏ্修ಘ͢Δ͜とɻ

履修できる単位数

　Լهのとおり年次別に履修できる単位数の上限が設定されています。

年　次 年　間 य़学期 ळ学期
１ 44 22 22
２ 44 22 22
３ 48 24 24
４ 48 24 24
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５　履修্のҙ

　��基൫教育科܈

ʲڞ௨教ཆ科ʳ

ʲޠ学教育科ʳ

　��専教育科܈

ʲඞ修ʳ

ʲબඞ修ʳ

ʲબ科ʳ

ʲ専攻ؒ૬ޓௌߨ科ʳ

ʲڞ通教養科目ʳ̡ 社会人ૅج科目ʳ̡ 英語特別教育科目ʳ̡ 語学教育科目ʳの各

野から合14ܭ単位Ҏ上修得しなけれなりませΜ。

ᶃ 「哲学 ・ 想」にされている科目から２単位、そのଞの野にされࢥ

ている科目と合わせて合６ܭ単位Ҏ上修得しなけれなりませΜ。

ᶄ スポーπ݈߁科学実ٕA・#、およびスポーπ݈߁科学講義ᶗ・ᶘA・ᶘ#は

നࢁキϟンύスで開講します。

　 スポーπ݈߁科学実ٕA・#の履修は、݈߁断を受済みであることがલ提

となります。

ᶃ ඞ修科目として、総合英語演習ᶗ ・ ᶘの２科目４単位を修得しなけれなり

ませΜ。

ᶄ બඞ修科目として、υイπ語入、フランス語入、中国語入から１科

目２単位Ҏ上修得しなけれなりませΜ。（１年次に「第２外国語科目」とし

ていずれか１科目を履修することになっています。）

ᶅ બ科目としてされている科目から、１科目２単位Ҏ上修得しなけれ

なりませΜ。

　 υイπ語総合演習、フランス語総合演習、中国語総合演習の履修は、બඞ

修科目としてされているυイπ語入、フランス語入、中国語入を

修得していることが条件です。

ʲඞ修ʳ̡ બඞ修ʳ̡ બ科目ʳ̡ キϟリアܗ成支援科目ʳから合70ܭ単位Ҏ上修

得しなけれなりませΜ。

ඞ修科目では、１年次の２科目４単位をすて修得しなけれなりませΜ。

બඞ修科目では、࠷９科目18単位Ҏ上修得しなけれなりませΜ。

国際地域学のଟ༷な専野をよりਂく学ぶことを目的として、国際系、環境

系、地域系の３系౷にྨして科目を展開しています。（各系౷のৄࡉは、Pɽ81

をࢀরしてくͩさい。）

બ科目では、࠷３２単位Ҏ上修得しなけれなりませΜ。

ᶃ １年次科目の国際地域学研修ᶗʙᶚは、主に「海外国際地域学研修」を

。（রࢀP�93）する場合にඞ要な科目ですر

ᶄ 国際地域学ૅج演習ᶗ・ᶘは、２年次に修得することがましい科目です。

３時限ʙ５時限目に開講します。ৄしくは授業時間ׂ表等をࢀরしてくͩさい。
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　։์ྖ域ʹ͍ͭͯ

　ࣗ༝科ʹ͍ͭͯ

　ଔۀจʹ͍ͭͯ

　　　ଔۀ要݅

教育課程表上のج൫教育科目群および専教育科目群の、卒業要件に定められ

た単位数を上ճって修得した単位については、卒業ඞ要単位数124単位の中の単位

としてࢉします。

に掲げる科目Ҏ外の科目については、制限単位数ه登録は、Լ࠶修得科目のط

内であれ履修を認めるものとします。たͩし、修得した単位は重ෳして卒業単

位に組み入れませΜ。なお成績については、成績上位の評価を卒業単位とします。

。登録ができない科目はҎԼのとおりです࠶　

（൫教育科目ج）

　・શての科目

（専教育科目）

　・国際地域学ૅج　　　　　　　　　・世界の৯料ŋ資源経済A・#

　・国際地域学入ᶗ・ᶘ　　　　　　・アメリカ経済論A・#

　・国際地域学ૅج演習ᶗ・ᶘ　　　　・環境経済システムA・#

　・国際地域学演習ᶗ・ᶘ・ᶙ・ᶚ　　・キϟリアܗ成支援科目のશて

　・卒業論文

（ࣗ༝科目）

　・શての科目

制限単位数内なら、ଞ学部ଞ学科開์科目の履修を認めます。履修した単位

数は、開์領域の単位として卒業ඞ要単位数124単位の中の単位としてࢉします。

なお履修にたっては、開講学部学科にैってくͩさい。

ࣗの学科教育課程表にはなく、ଞ学部ଞ学科開์科目一覧にもࡌهされてい

ない科目で、担教員の許可を得て履修する科目を指します。なお、この科目は

卒業単位として認められませΜ。

ଔۀจબ੍Ͱ͕͢ɺଔۀจΛࣥච͢Δ߹ɺ̔ηϝελҎ্Ͱཤम

͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ͳ͓ɺଔۀจͷཤमɺࡍࠃҬֶԋशᶙΛमಘࡁΈͰ͋ΓɺࡍࠃҬֶԋ

शᶚΛཤम·ͨमಘࡁΈͰ͋Δ͜ͱ͕લఏͰ͢ɻ

ଔۀจࣥචཁྖɺఏग़ظɺֶ෦ࣔܝ൘Ͱࣔ͠ܝ·͢ɻ

ଔۀʹඞཁͳ୯Ґɺ���୯ҐͰɺ࣍ͷදʹ͛ܝΔॴఆͷ୯ҐΛमಘ͠ͳ͚Ε

ͳΓ·ͤΜɻ

ͳ͓�࠷࣍ॳͷηϝελ͓Αͼ࠷ऴηϝελͰ�ՊҎ্ཤम͠ɺ͔ͭ�࣍

ͰઐՊΛ�ՊҎ্Λमಘ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

˞�্ Δ͜ͱ͢ۀ୯Ґ͕ॆ͍ͯͯ͠ɺଔۀ݅Λຬͨ͞ͳ͍߹ɺଔه

Ͱ͖·ͤΜɻ͜ͷͨΊ࠷ऴηϝελʹॆͳՊΛཤमొ͠ɺଔۀ

ཁ݅ʹෆ͕ͳ͍Α͏ʹҙ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ʹొ࠶修ಘ科のط
͍ͭͯ

ଔۀ要݅Λ্ճͬͯ修
ಘͨ͠୯Ґʹ͍ͭͯ
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地域ܥ

まちづくり手法論
都市地理学
など

環境ܥ

ਫลと環境
自然災害と防災
など

国際ܥ

アジア社会論
文化人類学
など

国際地域学科地域総合専攻�履修Ϟσϧ

卒
業
後

４
年
࣍

３
年
࣍

２
年
࣍

１
年
࣍

国
内
外
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ

ࢿ
֨
࣮

科
目

民間企業での活動を通した
国内外における地域への貢献

卒業論文

専攻
選択科目

専攻
基礎科目

国際地域学
演習

専攻
選択科目

専攻
基礎科目

国際地域学
入門

国際地域学
基礎

NPO・NGOでの活動を通した
国内外における地域への貢献

公務員・教員としての
地域への貢献

共通選択科目ܥ֤

社会システム論、ミクロ経済学、ϗテル֓論、
地域ࡒ政とޫ؍、ޫ؍ࢱ論、ޫ؍行動Ϟデル、Ϩスト
ラン経Ӧ論など

国内外の大学院
への進学

国の内外において、環境との調和を図りながら地域の特性を活かした、ޫ؍ৼ興をؚΉ
「地域づくり」を行うための知識と、現場においてそれを実施する実行力を有した人材へ

「現場主義」による
実践的な学習

外国語による
コミュニケーション
能力の強化

౷の選択科目によるܥ̏
専門的知識の習得

ݱ

ओ
ٛ
に
ج
ͮ
͘
教
育�

外国語選択科目

ビジネス英語演習、؍
ޫ英語演習、英語とマ
スメディアなど

第二外国語科目

中国語、フランス語、
ドイツ語（入門と演習）

英語科目

૯߹英語、第二外国語
など

基礎科目による幅広い知識の習得

共通教ཆ科目

国際地域学基礎

専攻基礎科目

国際政治学、公共経済学、エネルギー資源・環境理、
国際経済学、国際協力論、コミュニティ։ൃ論、社
会基盤論、情報マネジメントなど
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�࣍ �࣍ �࣍ �࣍
授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

基　
　

盤　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目　
　

群　
　
　

（14）

共
通
教
養
科
目　

（６）

哲学・ࢥ想
（２）

哲学A
哲学#
फ教学A
फ教学#

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

地域文化研究A
地域文化研究#
東洋ࢥ想A
東洋ࢥ想#

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ྙ理学A
ྙ理学#
Ҫ上ԁྃと東洋大学A
Ҫ上ԁྃと東洋大学#

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ࣗવ・環境・
生໋

ࣗવの数理A
ࣗવの数理#
環境の科学A
環境の科学#
ࣗવ科学概論A

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

生活の科学A
生活の科学#
地ٿの科学A
地ٿの科学#
ࣗવ科学概論#

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

エネルギーの科学A
エネルギーの科学#
生学A
生学#

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

࣭の科学A
࣭の科学#
ࣗવࢽA
ࣗવࢽ#

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

日ຊと世界の
文化・ྺ࢙

地域࢙A
地域࢙#

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ܳज़学A
ܳज़学#

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

人ྨ学A
人ྨ学#

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

現・社会

経済学A
経済学#
๏学
日ຊ国ݑ๏

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

地理学A
地理学#
࣏学A
࣏学#

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

৺理学のૅج
社会ద応の৺理学
社会学A
社会学#

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

εϙʔπ
ͱ݈߁

スポーπ݈߁科学実ٕA
スポーπ݈߁科学実ٕ#

ʢ1ʣ

ʢ1ʣ

スポーπ݈߁科学講義ᶗʢ2ʣスポーπ݈߁科学講義ᶘA
スポーπ݈߁科学講義ᶘ#

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ใ ใ化社会と人間 ʢ2ʣใネットワーΫ論ʢ2ʣ

総合

શ学総合ᶗA
総合ᶗA
総合ᶙA
総合ᶛA
総合ᶝA

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

શ学総合ᶘA
総合ᶗ#
総合ᶙ#
総合ᶛ#
総合ᶝ#

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

શ学総合ᶗ#
総合ᶘA
総合ᶚA
総合ᶜA

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

શ学総合ᶘ#
総合ᶘ#
総合ᶚ#
総合ᶜ#

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

社会人ૅج
科目

キϟリアσϕロップメント論
社会人ૅج力入講義
社会ݙߩ活動入

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

社会人ૅج力実践講義
公務員論

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

留
学
支
援
科
目

英語特別
教育科目 Special Course in Advanced TOEFL ᶗ　　ʢ4ʣ　　　Special Course in Advanced TOEFL ᶘ　　ʢ4ʣ

語
学
教
育
科
目　

（８）

ඞ修
（４）

総合英語演習ᶗ
総合英語演習ᶘ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

બඞ修 
（２） υイπ語入 ʢ2ʣフランス語入 ʢ2ʣ中国語入 ʢ2ʣ

બ
（２）

観光英語演習ᶗ
観光英語演習ᶘ

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

Ϗジネス英語演習
英語とマスメσィア

ʢ2ʣ

ʢ2ʣ

υイπ語総合演習 ʢ2ʣフランス語総合演習ʢ2ʣ中国語総合演習 ʢ2ʣ

国際地域学部国際地域学科地域総合専攻　教育課程表
���� ೖ学生༻
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�࣍ �࣍ �࣍ �࣍
授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

専　
　

門　
　

教　
　

育　
　

科　
　

目　
　

群　
　
　
ớ
70
Ờ

ඞ　　修
（４）

国際地域学入ᶗ
国際地域学ૅج

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

基
礎
科
目

બ
ඞ修

（18）

国際࣏学
公ڞ経済学
エネルギー資源・環境管理
国際ڠ力論
社会อো論
社会ج൫論

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

国際経済学
アジアの地ࢽと文化
コミュニティ開発論
地域࢈業論
ใマネジメント
環境マネジメント

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

選　

択　

科　

目　

（32）

国際地域学入ᶘ
౷ܭ学
地域文化
国際地域学研修ᶗ
国際地域学研修ᶘ
国際地域学研修ᶙ
国際地域学研修ᶚ
旅とөը・アニメ・খઆ
観光のྺ࢙と文化

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

国際地域学ૅج演習ᶗ
国際地域学ૅج演習ᶘ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

国際地域学演習ᶗ
国際地域学演習ᶘ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

国際地域学演習ᶙ
国際地域学演習ᶚ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

社会調査๏
科学ٕज़ྙ理
現社会論
ミΫロ経済学
マΫロ経済学
旅行࢈業論
ϗテル概論
αーϏス・マネジメント入
地域観光論
ࣗવอ護・公Ԃ論
国際観光交流論
観光行動Ϟσル
経Ӧ論ۭߤ
福祉観光論
観光マーケティング
レストラン経Ӧ論
৯Ӵ生論
地域ࡒと観光
環境教育論

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ʲ国際系ʳ
फ教と社会
文化人ྨ学
Ϥーロッύの地ࢽと文化ᶗ
Ϥーロッύの地ࢽと文化ᶘ

ʲ環境系ʳ
ਫลと環境
国際環境ܭը入

ʲ地域系ʳ
都市地理学
経済地理学
地域福祉論
社会ࡦ論
公ڞ経Ӧ論
地方࣏ࣗ論

卒業論文 ʢ4ʣ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

プロジΣΫト実施・評価
アジア・ଠฏ洋地域論
アジア社会論
経済ڠ力論

ࣗવࡂとࡂ
環境管理దਖ਼ٕज़論

まちづくり手๏論
地域ܭը
ө૾社会学
地域システム論
都市ܭը

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

専攻間
૬ޓௌ講

科目

Participatory Development
+apanese Economy and #usiness

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

知ࣝใॲ理
環境システム論
地・ॅࡦ
アジアの都市と交通
地域σータੳ
福祉経済論
社会システム哲学

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

地域経済学 ʢ2ʣਫと国 ʢ2ʣ

ഇغ管理 ʢ2ʣ日ຊ経済論 ʢ2ʣ

アジア経済論 ʢ2ʣ社会ج൫ܭը・ࡦ ʢ2ʣ

環境社会論 ʢ2ʣ社会システム論ᶘ ʢ2ʣ

社会システム論ᶗ ʢ2ʣ Information Publishing ʢ2ʣ

Environmental Issues in Asian Countries ʢ2ʣ

6rban and Regional Environmental .anagement ʢ2ʣ

アメリカ経済論̖
アメリカ経済論̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

世界の৯料・資源経済̖
世界の৯料・資源経済̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

環境経済システム̖
環境経済システム̗

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

キϟリアܗ成
支援科目

キϟリアσβインᶗʢ2ʣキϟリアσβインᶘʢ2ʣキϟリアσβインᶙʢ2ʣ
経済社会実務ᶗ
地域活動実習ᶗ
国際活動実習ᶗ
ใٕज़実務ᶗ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

経済社会実務ᶘ
地域活動実習ᶘ
国際活動実習ᶘ
ใٕज़実務ᶘ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

経済社会実務ᶙ
地域活動実習ᶙ
国際活動実習ᶙ
ใٕज़実務ᶙ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

経済社会実務ᶚ
地域活動実習ᶚ
国際活動実習ᶚ
ใٕज़実務ᶚ

ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ
ʢ2ʣ

注）開講科目は年度により変わる場合があります。ඞず授業時間ׂ表で確認してくͩさい。
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ଞֶ෦ଞֶՊ։์Պ目Ұཡ
（　）内は単位数

学部・学科 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

文学部
日ຊ文学文化学科

ൺֱ文学文化概આ （̖2）ൺֱ文学文化概આ （̗2）
（2）̖࢙日ຊ文学ݹ
（2）̗࢙日ຊ文学ݹ
中世日ຊ文学（2）̖࢙
中世日ຊ文学（2）̗࢙

近世日ຊ文学（2）̖࢙
近世日ຊ文学（2）̗࢙

近現日ຊ文学࢙ （̖2）
近現日ຊ文学࢙ （̗2）

ສ༿文化論̖（2）
ສ༿文化論̗（2）
Ԧே文化論̖（2）
Ԧே文化論̗（2）
文化論̖（2）ށߐ
文化論̗（2）ށߐ

近現文化論̖（2）
近現文化論̗（2）
日ຊのݹయ籍̖（2）
日ຊのݹయ籍̗（2）

日ຊຽଏ学̖（2）
日ຊຽଏ学̗（2）
ࣨொ文化論̖（2）
ࣨொ文化論̗（2）

英語ݍ文学文化と日ຊ̖（2）
英語ݍ文学文化と日ຊ̗（2）
υイπ語ݍ文学文化と日ຊ̖（2）
υイπ語ݍ文学文化と日ຊ̗（2）

フランス語ݍ文学文化と日ຊ̖（2）
フランス語ݍ文学文化と日ຊ̗（2）
中国文学文化と日ຊ̖（2）
中国文学文化と日ຊ̗（2）

日ຊの伝౷行事̖（2）
日ຊの伝౷行事̗（2）

日ຊのඒज़̖（2）
日ຊのඒज़̗（2）

文学部
教育学科

生֔学習概論ᶗ（2） 特別支援教育概論ᶗ（2）
生֔学習概論ᶘ（2）
ൺֱࡦ論（2）
社会文化࢙（日ຊ）（2）
社会文化࢙（洋）（2）

特別支援教育概論ᶘ（2）
アメリカࢥ想（2）࢙
ঁ性問題と学習（2）
ใ化と社会教育（2）

ൺֱ社会論（2）
社会教育課題研究ᶗ（2）
社会教育課題研究ᶘ（2）

Ոఉ教育論（2）
社会教育ܭը論ᶗ（2）
社会教育ܭը論ᶘ（2）

経済学部
経済学科

経済哲学̖（2）
経済哲学̗（2）
国際金༥論̖（2）
国際金༥論̗（2）
経済発展論̖（2）
経済発展論̗（2）

ଟ国籍ا業論̖（2）
ଟ国籍ا業論̗（2）
国際қ論̖（2）
国際қ論̗（2）
日ຊ経済論̖（2）
日ຊ経済論̗（2）

経Ӧ学部
経Ӧ学科

経Ӧࡒ務論（2）
資決定論（2）
経Ӧ組৫論（2）

組৫行動論（2）
経Ӧ（2）̖࢙
経Ӧ（2）̗࢙

中খا業経Ӧ論̖（2）
中খا業経Ӧ論̗（2）
環境マネジメント入（2）

環境マネジメント（2）
経Ӧੳ論（2）

๏学部
๏学科

๏制࢙（日ຊ）̖（2）
๏制࢙（日ຊ）̗（2）

๏制࢙（洋）̖（2）
๏制࢙（洋）̗（2）

๏哲学̖（2）
๏哲学̗（2）

英ถ๏̖（2）
英ถ๏̗（2）
υイπ๏（2）
フランス๏（2）
行学̖（2）
行学̗（2）

࿑関๏・࿑ಇ市場๏̖（2）
࿑関๏・࿑ಇ市場๏̗（2）
๏̖（2）用関ޏ
๏̗（2）用関ޏ
経済๏̖（2）
経済๏̗（2）

（2）̖ࡦ事ܐ
（2）̗ࡦ事ܐ
国際๏̖（2）
国際๏̗（2）
࣏学ݪ論̖（2）
࣏学ݪ論̗（2）

社会学部
社会学科

社会౷ܭ学（2）

地域社会学̖（2）
地域社会学̗（2）
൜ࡑ社会学̖（2）
൜ࡑ社会学̗（2）
マス・コミュニケーション概論 （̖2）
マス・コミュニケーション概論 （̗2）

社会文化ࢥ想（2）̖࢙
社会文化ࢥ想（2）̗࢙
環境社会学̖（2）
環境社会学̗（2）
組৫社会学̖（2）
組৫社会学̗（2）
ใ学ૅج論̖（2）
ใ学ૅج論̗（2）

集合行動論̖（2）
集合行動論̗（2）
Ո社会学̖（2）
Ո社会学̗（2）
ྟচ৺理学̖（2）
ྟচ৺理学̗（2）
コミュニケーション論（2）

社会学（2）̖࢙
社会学（2）̗࢙
फ教社会学̖（2）
फ教社会学̗（2）

ใྙ理概論（2）

社会౷ܭ解ੳ๏（2）
࣭的調査๏（2）

業地域論̖（2）࢈
業地域論̗（2）࢈

社会学部
社会福祉学科

社会福祉学概論̖（2）
社会福祉学概論̗（2）

者福祉論（2）ྸߴ
ো者福祉論（2）

公的ැॿ論（2）
ಐ福祉論（2）ࣇ

地域福祉論（2）
社会福祉๏制・行（2）

ケアマネジメント論（2）
ジΣンμーと福祉（2）

バリアフリー論（2）
อ݈ҩྍαーϏス論（2）

Ͳも支援論（2）ࢠ
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１　ଔۀจのҙٛ

２　ଔۀจಧのఏग़

３　ଔۀจのࣥච要ྖ

４　ଔۀจのఏग़

卒業論文は、講義や演習等を通して学習した総合的な成Ռであり、「学士（国際

地域学）」にする学力の有資格者であることを証明するものとなります。履修科

目の中で、卒業論文は࠷も重要なものとして位ஔづけられるものであり、学生は

ेな४උのもとに、卒業論文の執筆にશ力で取り組まなけれなりませΜ。ब

職活動の際に、大学でのษ学についてਘͶられるػ会がଟくあります。それにઆ

得力をもって͑るためにも、卒業論文の४උはૣめに取りかかることがまし

いです。

４年生は、第８セメスタ（３݄卒業༧定者は10݄、９݄卒業༧定者は４݄）開

。時に、指ಋ教員のঝを得たう͑で「卒業論文題目届」を提出してくͩさい࢝

これを提出しなかった者は、卒業論文の指ಋを受けることができませΜ。指ಋ教

員のঝ認を得ずに卒業論文の履修登録・変更をしてもແޮとなります。

・書　　ࣜ　　̖４、ワープロ書きをݪ則とします。

000Ҏ上を目҆とします（ਤ・表をؚΉ）。英語の場合は8ࣈ数　　２ສ　　ࣈ・語

程度とします。

。語　　日ຊ語または英語とし、指ಋ教員と学生が૬ஊして決定しますݴ用・

・構　　成　　表ࢴ、要旨、目次、およびຊ文からなります。ϖージ൪߸をه入し

てくͩさい。

　　　　　　˞表ࢴの書ࣜのৄࡉについては、ݟຊを学部掲示൘に提示します。

・注ऍおよびߟࢀ文ݙ

　　　　　　　論文には、ॴ要の注ऍを付すとともに、ଞのஶ࡞から得たใ

をར用する場合はඞずຊ文中にҾ用Օॴを明示し、ຊ文のޙ࠷に

ଞのߟࢀ文ݙとともにその一覧を明示してくͩさい。

な執筆要領等については、学内掲示ならびに各指ಋ教員の指示にैってくࡉৄ˞

ͩさい。

・提出期日　　12݄中०（９݄卒業༧定者は７݄中०）

　　　　　　　卒業論文は、ຊ人がをもって提出してԼさい。

　　　　　　　提出క時間をա͗た場合には、ࣗ動的に卒業Ԇ期になりますの

で、くれ͙れも注意してくͩさい。

　　　　　　　事લに「卒業論文提出༛༧ئ」の提出がない場合には、提出క

。の提出は一認められませΜޙ

・පؾ・事ނ等による提出のԆ期ئい

　　　　　　　理༝を証明する書ྨ（断書等）をఴ͑て、卒業論文提出のక

期日લに、「卒業論文提出༛༧ئ」を教務課૭口へ提出してくͩさ

い。

第２અ　ଔۀจ
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５　ଔۀจの評価

̒　༏लଔۀจの表জ

̓　ଔۀจおよび要ࢫ

　　のެ表

・提出するもの

　　　　　　（１）ຊ（؆қຊも可）した卒業論文　１部

この΄かに、学生ຊ人のอ管用として、もう１部࡞成するこ

とがましいです。

　　　　　　（２）卒業論文要旨

（ワープロ書き、̖４２ϖージを྆໘コϐーしたもの）３部

これは「卒業論文要旨集」を࡞成するためのものです。「卒業

論文要旨集」は大学にॴଂされ、公開されます。

　　　　　　（３）要旨σータフΝイル

提出のৄࡉは掲示等で確認してくͩさい。

提出された卒業論文のみならず、卒業論文の指ಋա程、プレゼンテーション、

提出ޙの口಄試問なͲを経て、総合的に評価されます。指ಋ教員による卒業論文

の指ಋをे受けずに提出された卒業論文は、評価の対とはなりませΜ。

国際地域学部では、学科͝とに卒業論文提出ޙ、優秀な卒業論文の発表会を開

優秀論文および優秀論文をબ定࠷しています。これらの発表の中からそれͧれ࠵

し、それらは卒業証書授与ࣜにおいて学部長から表彰状が授与されます。また、

。༑会の表彰対論文として推નされますߍ優秀卒業論文は࠷

優秀卒業論文者および優秀卒業論文者は大学ϗームϖージ上に論文શ文ある࠷

いは論文要旨および໊ࢯが掲ࡌされます。また、શ員の卒業論文テーマもಉ༷に

ϗームϖージ上に掲ࡌされます。



　　ᶘ　国際地域学部
　　　　　　　学ੜࢧԉϓϩάϥϜ

̍ɽจ部Պ学লʮάローόϧਓࡐ育ਪਐۀࣄʯ

̎ɽ国際ަྲྀポΠϯτ੍ʹ͍ͭͯ

̏ɽւ֎国際地域学ݚम

̐ɽಛผظΠϯλーϯシοプ੍

̑ɽ՝֎ಛผ࠲ߨ
（１）ランゲージセンター講座
（２）TOEFL ʗ TOEIC 課外講座
（３）TOEIC IP の実施
（４）旅行業務取扱管理者試験特別演習講座

̒ɽ֎国ޠ୯位ೝఆ੍

̓ɽ国際地域学部ޠ学

̔ɽ࣮֨ࢿՊ

̕ɽ4'4（4IPSU�UFSN�'JFME�4UVEZ）

��ɽ学ཹ学プロάϥϜɹ4$*/&（4UVEZ�$PVSTFT�*/�&OHMJTI）

��ɽେ学Ӄ։ߨՊཤम੍

��ɽࣾձࢱओࣄ
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１ɽจ部科学লʮグロʔόϧਓࡐ育成ਪਐۀࣄʯ

　国際地域学部はฏ成24年度の文部科学省「グローバル人材育成推進事業　タイプ#（特৭型）」に採され、ฏ成28
年度までの5年間にわたり補ॿ金を受けることになりました。
　この事業はएい世の「内きࢤ」をࠀし、国際的な࢈業ڝ૪力の上や国と国のឺのڧ化のج൫として、グロ
ーバルなに積極的にઓし活༂できる人材の育成をਤるく、大学教育のグローバル化を目的とした体制උを推
進する事業に対して重的にࡒ支援することを目的としたものです。
　学部主࠵の海外研修制度や国際交流ポイント制度の࠷新ใはԼهのϗームϖージ国際地域学部のeポートフΥリオ
（ToyoRDS folio）に掲ࡌされています。
　—ThinL Globally Act Locally—の学部理೦にجづき、ᶃ語学力やコミュニケーション能力の上、ᶄ異文化理解や
日ຊ人としてのアイσンティティのৢ成、ᶅ実務的能力の育成、ᶆ専知ࣝの英語による修得を通し、「現場主義」に
できるグローバル人材を持続的にഐ出する仕組みづくりを進めていݙߩに「ڵ観光ৼ」づく国内外の「地域づくり」ج
きます。

άϩʔόϧਓࡐҭਪਐۀࣄͷϗʔϜϖʔδ� IUUQ���XXX�UPZP�BD�KQ�TJUF�SET�HMPCBM�

�Ҭֶ෦ϙʔτϑΥϦΦʢ5PZP3%4�GPMJPʣͷϖʔδࡍࠃ IUUQT���SET�GPMJP�UPZP�BD�KQ�

２ɽ国際ަྲྀϙΠϯτ੍ʹ͍ͭͯ

海外留学、国内外ϘランティアなͲの社会ݙߩ活動、および学内におけるさま͟まな国際交流イϕントにࢀՃした
書をポートフΥリオ（ToyoRDS folio）に提出することによりポイントが֫得できます。対イϕントࠂՃใࢀ、ޙ
とそれͧれのイϕントにおける֫得ポイントについては、Լهの通りです。
別表　国際交流ポイント制度における対イϕントと֫得ポイント

海外における活動 学内留学SAIHATおよび国内での活動
交・認定留学（２セメスター 
 30pt 大リレー講義ௌ講 １pt
認定留学（１セメスター 
 20pt 国際ワーΫショップࢀՃ・ӡӦ １ʙ５pt5


S86長期留学（１セメスター） 20pt 国内研修（１ि間ʙ） ５ʙ 10pt2


学部海外研修（２ʙ５ि間） ８ʙ 10pt1
 日ຊ研究プログラム ５pt
語学留学（３ʙ６ϱ݄）ߍ定ڠ 15 ʙ 20pt スϐーνコンテストࢀՃ6
 ５pt
શ学語学セミφー 10pt 国際的な社会ݙߩ活動7
 ２ʙ 10pt
海外専研修（ゼミ単位等） ５ʙ 10pt2
 TOEFLʗTOEIC課外講座受講 ３pt
海外インターンシップ ５ʙ 30pt3
 ランゲージセンター講座受講 ３pt
社会ݙߩ活動 ５ʙ 10pt4
 そのଞ8


そのଞ8


１） ２ि間の研修は８ポイント、３ि間Ҏ上の研修は10ポイント。
２） 活動内容と期間により決める。おおよその目҆は１ि間の研修が５ポイント、２ि間の研修が８ポイント、３ि間

程度の研修で10ポイントである。
３） 活動内容と期間により決める。おおよその目҆は１ि間５ポイント、２ि間８ポイント、３िҎ上10ポイント、１

セメスターҎ上20ポイント、１年間30ポイント。
４） 学生がࣗ主的に行った海外での社会ݙߩ活動である。活動内容と期間により決める。おおよその目҆は、１ि間５

ポイント、２ि間８ポイント、３िҎ上10ポイント。
５） 活動内容と期間により決める。おおよその目҆は日のシンポジム１ポイント、ऴ日のシンポジム２ポイント。

たͩし、४උ等で時間がかかる場合は状گに応͡て決める。
６） ຊ学主࠵の各ݴ語のスϐーνコンテストへのࢀՃ。（留学生については日ຊ語スϐーνコンテストへのࢀՃも認める）
７） 国際交流的な要ૉをؚΉものが対。活動内容と期間により決める。おおよその目҆は、１日２ポイント、１ि間

５ポイント、２ि間８ポイント、３िҎ上10ポイント。
８） 学生の申請にجづき、その都度ݕ౼する。
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ᶃݚ修のత

ᶄ࣮ࢪ༰

ᶅプログラム༰

ᶆݚ修අ（༧ఆ）

ᶃݚ修のత

ᶄ࣮ࢪ༰

ᶅプログラム༰

ᶆݚ修අ（༧ఆ）

国際地域学部では、2000年度から海外国際地域学研修を実施しています。この研修は、海外ॾ国の都市・地域ॾ問

題、あるいは観光資源および開発について、実地でそれらへの理解をਂめ、現地の文化やྺ࢙に;れるとともに、語

学力の上を目的としたものであり、国際地域学部ಠࣗのプログラムです。研修の期間や目的、成Ռにより、履修科

目や認定科目が設定されています。なお、海外国際地域学研修にࢀՃする場合は、事લに「国際地域学研修ᶗ」また

は「国際観光学研修ᶗ」（講義科目）を履修してくͩさい。

˞にΑͬて։ߨするίʔε͕ҟͳΓ·す。ৄ しい༰にͭいては݄͓̐Αͼ݄̓に։࠵するઆ໌ձにग़੮してください。

。ͷҝସϨʔτにΑΓมಈし·すظ࣌ࢪ࣮。修අは҆Ͱすݚ˞

アジアの都市社会の特࣭を、講義とフィールυワーΫを通して理解します。講義

には、現地の大学教員にՃ͑て、第一ઢで活༂する࣏ࣗ体やNGO職員があたります。

講義、フィールυワーΫ、成Ռ発表なͲすての場໘において英語を用します。

研修地ɿフィリϐン大学セϒߍ（フィリϐン・セϒ市）

実施時期・期間ɿय़ق休Ջ中（２ि間）

　ʻこれまでのプログラムྫʼ

第１िɿޕલ中は大学で講義を受け、ޙޕは現地ݟ学。

第２िɿिのϘϗールౡ旅行をはさみ、講義とフィールυワーΫ、

ならびに調査の成Ռใࠂを行う。

180000ԁ

英語研修とフィリϐン文化と社会について学ぶことを目的としています。学外

のフィールυワーΫとして、̣̜̤が実施しているශຽٹ済事業の視と手伝い

Ճ者は研修中に研修成Ռをレポートにまとめ、英語でࢀ。を行います（者ر）

発表を行います。

研修地ɿαスエスタン大学（フィリϐン・セϒ市）

実施時期・期間ɿՆق休Ջ中（４ि間）

　ʻこれまでのプログラムྫʼ

લɿ英語授業２時間（90授業ʷ２ճ）ʷि５日ޕ

 ɿフィリϐンの文化・社会講義ɿ２時間（60授業ʷ２ճ）ޙޕ

ʷि２日、྆国文化交流会

別指ಋΫラス　２時間（60授業ݸɿαスエスタン大学生とのޙޕ

ʷ２ճ）̫ ि４日

िɿ視、市内ݟ学、観光地Ϙϗールౡ旅行

230000ԁ

２）ϑΟϦϐϯେ学ηϒߍ（61ηϒ）ίʔε

１）αεΤελϯେ学ίʔε

３ɽւ֎国際地域学ݚ修
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ᶃݚ修のత

ᶄ࣮ࢪ༰

ᶅプログラム༰

ᶆݚ修අ（༧ఆ）

英語力のڧ化と英国の観光資源、観光ࡦ等の観光ૅج科目の受講、また英国

の生活と文化を知ることを目的とします。

研修地ɿϘーンマス大学（イギリス・Ϙーンマス市）

実施時期・期間ɿय़ق休Ջ中（３ि間）

　ʻこれまでのプログラムྫʼ

第１िʙ２िɿޕલ３時間英語授業、３ޙޕ時間観光ૅج科目授業

　　　　　　　（݄ʵ）

第３ि　　　ɿ ޕલ３時間、３ޙޕ時間　観光ૅج科目授業（݄ʵ）

 観光資源視調査・研修ि１ճ（金༵日）

ϗームステイ（各Ոఉ１໊・ెา通学ڑ）

350000ԁ

３）νϡラロϯίϯେ学ίʔε

４）ϘʔϯϚεେ学ίʔε

ᶃݚ修のత

ᶄ࣮ࢪ༰

ᶅプログラム༰

ᶆݚ修අ（༧ఆ）

νュラロンコン大学およびϒラύー大学の学生との交流やフィールυワーΫ等

を通して、タイの文化やྺ࢙への理解をਂめることを目的としています。

研修地ɿνュラロンコン大学、ϒラύー大学（タイ・バンコΫ）

実施時期・期間ɿՆقまたはय़ق休Ջ中（２ि間）

　　　　　　　　˞年度によって開࠵時期が異なります。

　ʻこれまでのプログラムྫʼ

・νュラロンコン大学、ϒラύー大学の学生との交流

・νΣンマイ地域へのコミュニティ調査

・タイԦࣨによる地域ৼڵプロジΣΫトへのࢀՃ

。Ճ者は調査を行った݁Ռを発表しますࢀ

200000ԁ
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ᶃݚ修のత

ᶄ࣮ࢪ༰

ᶅプログラム༰

ᶆݚ修අ（༧ఆ）

ᶃݚ修のత

ᶄ࣮ࢪ༰

ᶅプログラム༰

ᶆݚ修අ（༧ఆ）

英語力のڧ化と、ࣗવ ・ 文化 ・ を๚問しカφμの文化と生活を体験す࢈Ҩڷ

ることを目的としています。国ཱ公Ԃエコπアーを通͡カφμのࣗવとྺ࢙文化

に৮れるプログラムもあります。

研修地ɿαスカνュワン大学（カφμ・αスカトΡーン市）

実施時期・期間ɿՆق休Ջ中（３ि間）

　ʻこれまでのプログラムྫʼ

英語授業（݄-金・ि20時間）、会αーΫル（ि５時間）

ワψスカワンҨ࢈公Ԃ、ڷຽࡇ、エアショー（Ҏ上１日ずつ）、

プリンス・アルバート国ཱ公Ԃエコπアー（２ധ３日）

学生ྈに在（３৯付・ెา通学ڑ）

530000ԁ

近年急成長をげているؖ国ιルの発展について学習します。

ؖ国の経済発展の徴である、ιルの都市文化構造、ॅ事等についての

講義を受講するとಉ時に、NGO๚問等のフィールυ調査を通して、ؖ国文化およ

び社会への理解をਂめます。

研修地ɿݐ国大学（ؖ国・ιル市）

実施時期・期間ɿՆق休Ջ中（２ि間）

　ʻこれまでのプログラムྫʼ

・ؖ国文化についての講義

国語授業ؖૅج・

・NGO๚問

学ݟ施設等࢙ྺ・

Ճ者はフィールυワーΫ等を通して、調査ࢀ ・ 学習した成Ռを研修

中に発表します。

200000ԁ

５）αεΧνϡϫϯେ学ίʔε

国େ学ίʔεݐ（̒
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ᶃݚ修のత

ᶄ࣮ࢪ༰

ᶅプログラム༰

ᶆݚ修අ（༧ఆ）

総合的な英語プログラムおよびϗームステイを通して実践的な語学力アップを

ਤるとともにオーストラリアのྺ࢙および文化への理解をਂめることを目的とし

ています。

研修地ɿカーティン大学（オーストラリア・ύース）

実施時期・期間ɿय़ق休Ջ中（５ि間（༧定））

　ʻこれまでのプログラムྫʼ

લɿ英語授業　１日４時間

　　　िに２日のConversation Club

ɿ専授業　１日４時間ޙ

　　　िに２日のConversation Club

そのଞ、フィールυワーΫ、Ϙランティア活動、エΫスカージョン

600000ԁ

̔）ηϯτラϧラϯΧγϟʔେ学ίʔε

̕）ΧϦϑΥϧχΞभཱ科େ学ϙϞφߍίʔε

̓）ΧʔςΟϯେ学ίʔε

ᶃݚ修のత

ᶄ࣮ࢪ༰

ᶅプログラム༰

ᶆݚ修අ（༧ఆ）

ᶃݚ修のత

ᶄ࣮ࢪ༰

ᶅプログラム༰

英語力のڧ化と英国の࢈業ࡦ・地域連ܞ等のૅج科目の受講、またాԂのܠ観・

生活にしΉとともに、ಉ国の社会・文化の学習を目的としています。

研修地ɿセントラルランカシϟー大学（イギリス・プレストン）

実施時期・期間ɿՆق休Ջ中（３ि間）

લɿ英語授業、ૅج科目授業

科目授業、グループσィスカッションૅج、ɿ英語授業ޙ

そのଞɿエΫスカージョン（日ؼり）、࢈業Ҩ・文化Ҩ࢈等ݟ学

370000ԁ

アメリカの観光学科を持つ࠷も有໊な大学のͻとつでब業体験をすることと、

英語でのコミュニケーション能力をߴめることを目的としています。

研修地ɿカリフΥルニアभཱ科大学ポϞφߍ（アメリカ・ポϞφ）

実施時期・期間ɿय़ق休Ջ中（３ि間）

લɿ英語授業受講ޕ
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αスエスタン大学（フィリϐン ・ セϒ市）およびϞンタφ大学（アメリカ

合ऺ国・Ϟンタφभ）における大学通ৗ授業を期（５ʵ６カ݄）受講する長期研

修もあります。期に限り、休学手続きをとるඞ要はありませΜ。ৄしくは、આ

明会にてઆ明します。

ᶆݚ修අ（༧ఆ）

Ճ、キϟンύス内のϗテルࢀɿ 専ワーΫショップ等へのޙޕ ・ レ

ストランでब業体験

िɿエΫスカージョン

460000ԁ

ᶃݚ修のత

ᶄ࣮ࢪ༰

ᶅプログラム༰

ᶆݚ修අ（༧ఆ）

ネルιンマルϘロ科大学はニュージーランυの国ཱ大学で、幅広い野の専

教育を行っています。研修では語学力の上を目指すとともに、࠷ऴिには現

地の会社等で、ϗスϐタリティ・πーリζムに関するब業体験を行います。

研修地ɿネルιンマルϘロ科大学（ニュージーランυ・ネルιンʗマルϘロ）

実施時期・期間ɿՆق休Ջ中（４ि間（༧定））

第１िʙ第３िɿޕલɿ英語学習

ɿ観光学に関する講義、エΫスカージョンޙޕ

第４िɿब業体験

600000ԁ

��）ωϧιϯϚϧϘロ科େ学

　　��આ　໌　ձ

　ΦϦΤϯςʔγϣϯ

各研修プログラムはաڈの実績および今ޙのܭըにجづきࡌهされています

が、研修先および学部の研修ӡӦ上の事、研修先の࣏҆等ѱ化あるいは研修

プログラムがื集人員にຬたない場合は中ࢭされることもあり、実施される研修

は年度によって異なりますŇ

研修にڵຯのある人やࢀՃをرする人は４݄および７݄に開࠵されるઆ明会

にࢀՃしてくͩさい。研修の۩体的な内容のઆ明や、લ年のࢀՃ者の体験ஊなͲ

を介します。

˞આ明会の日程は掲示でお知らせします。

出発までのߤ४උ、現地での生活のઆ明ならびに事લ学習のオリエンテーショ

ンを行います。また、ؼ国ޙはใࠂ書࡞成なͲの事ޙ学習やใࠂ会を行います。

��）ҙࣄ項

��）ݚظ修
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　　履修科および

　　୯Ґೝఆ科

履修科目および単位認定科目は次の通りです。

αεΤελϯେֶίʔεɺΧʔςΟϯେֶίʔε

「国際地域学研修ᶘʙᶚ」から1科目（2単位）が履修できます。さらにԼه外国語

科目（英語）から2単位までの単位取得申請を行うことができます。

国際地域学科　国際地域専攻 国際観光学科 国際地域学科　地域総合専攻

֎
ࠃ
語
科
目

英会ᶚ
Ϗジネス英語ᶗ
Ϗジネス英語ᶘ

１単位
１単位
１単位

英࡞文ૅج
一括認定単位（英語）
一括認定単位（英語）
観光英語A（࠶履修）
観光英語#（࠶履修）
応用英語 （履修࠶̖）
応用英語#（࠶履修）

１単位
１単位
２単位
２単位
２単位
２単位
２単位

観光英語演習ᶗ
観光英語演習ᶘ

２単位
２単位

˞国際観光学科の観光英語̖，̗および応用英語̖，̗は࠶履修の場合のみ認
定対科目となり1科目（2単位）とします。

̪̥ηϒίʔεɺνϡϥϩϯίϯେֶίʔε

「国際地域学研修ᶘʙᶚ」から1科目（2単位）が履修できます。

ηϯτϥϧϥϯΧγϟʔେֶίʔε

「国際地域学研修ᶘʙᶚ」から1科目（2単位）が履修できます。さらに、Լه外国

語科目（英語）から1科目（1単位）の単位取得申請を行うことができます。

国際地域学科　国際地域専攻 国際観光学科 国際地域学科　地域総合専攻
֎
ࠃ
語
科
目

英会ᶚ
Ϗジネス英語ᶗ
Ϗジネス英語ᶘ

１単位
１単位
１単位

英࡞文ૅج
一括認定単位（英語）

１単位
１単位

一括認定単位（英語） １単位

ϘʔϯϚεେֶίʔεɺαεΧνϡϫϯେֶίʔεɺΧϦϑΥϧχΞभཱՊେ

ֶϙϞφߍίʔεɺωϧιϯϚϧϘϩՊେֶίʔε

国際地域学科国際地域専攻および国際観光学科の学生は、「国際観光学研修ᶘ」

の1科目（2単位）が履修できます。さらに、ҎԼの表に示す外国語科目（英語）

から、Ϙーンマス大学コース ・ αスカνュワン大学コース ・ カリフΥルニアभཱ

科大学コースは2コースは1科目（1単位）、ネルιンマルϘロߍ科大学ポϞφ

科目（2単位）の単位取得申請ができます。

国際地域学科地域総合専攻の学生は、「地域文化（2単位）」および、Ϙーンマス

大学コース ・ αスカνュワン大学コース ・ カリフΥルニアभཱ科大学ポϞφߍ

コースは「一括認定単位（英語）（1単位）」の2ܭ科目（3単位）、ネルιンマルϘ

ロ科大学コースは「一括認定単位（英語）（2単位）」の2ܭ科目（4単位）の単位
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取得申請を行うことができます。

国際地域学科　国際地域専攻 国際観光学科
֎
ࠃ
語
科
目

英会ᶚ
Ϗジネス英語ᶗ
Ϗジネス英語ᶘ

１単位
１単位
１単位

Ϗジネス英語ᶗ
Ϗジネス英語ᶘ
英࡞文ૅج

１単位
１単位
１単位

˞国際地域学科地域総合専攻の学生は、外国語科目（英語）はݸ別科目認定で
はなく「一括認定単位」として認定を申請できます。

େֶίʔεࠃݐ

「国際地域学研修ᶘʙᶚ」から1科目（2単位）が履修できます。

˙「国際地域学研修ᶘʙᶚ」・「国際観光学研修ᶘ」の成績評価について

Նق休Ջ中に行われた研修はळ学期に、य़ق休Ջ中に行われた研修はཌ年度の

य़学期に「国際地域学研修ᶘʙᶚ」「国際観光学研修ᶘ」の履修登録を行います。

履修登録は一括で行うため、履修者はToyoNet-Gより「海外研修単位取得 ・ 認定

申請書」をプリントアト ・ 入し、国際地域グローバルオフィスへ提出してくه

ͩさい。8ebでの履修登録はしないよう注意してくͩさい。研修実施ߍからૹ付

される成績評価、事લ・事ޙ学習の状گ等をもとに評価された成績を付与します。

˙外国語科目および認定科目の手続きについて

１）ToyoNet-Gから「海外研修単位取得 ・ 認定申請書」をプリントアトしر

科目をه入する。

２）単位取得ر科目Ҏ外の履修登録をऴ͑た「履修登録確認表」をプリント

アトする。なお、その際の֘学期の履修単位数は単位取得ر科目を

ؚめ上限単位数を͑ないものとする。

３）「海外研修単位取得 ・ 認定申請書」および「履修登録確認表」を申請学期の

履修登録期間内に国際地域グローバルオフィスに提出する。なお、単位取

得認定申請は研修ࢀՃ4、ޙセメスタҎ内を期限とする。

Ҏ上の申請にجづき教授会でঝ認された成績評価（TɿTransferまたはˎ）が付

与されます。

国際地域グローバルオフィス

　�履修ొおよび

　୯Ґೝఆखଓ͖

　　͍合Θͤઌ
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４ɽಛผظΠϯλʔϯγοプ੍

ᶃ$POGFSFODF�8SJUJOH

（ίϯϑΝϨϯεŋラΠςΟϯグ）

ᶄ8SJUJOH�$POTVMUJOH

（ラΠςΟϯグ૬ஊ）

ᶅ *OUFOTJWF�1SPHSBNT

（ಛผ࠲ߨ）

　　ਃ　　　　ࠐ　

　ランゲージセンターは国際地域学部の学生の英語力ڧ化を目的として、国際地域グローバルオフィス（ำਫ会ؗ１

֊）内に設ஔされました。専ଐの外国人講2໊ࢣによる指ಋを通して、特にアカσミッΫライティングを支援します。

ཁ  ２ि間に一度、決められたスケジュールで受講する１ճ30ʷ６֓࠲ߨ

ճのライティングݸ別指ಋプログラム

։ظ࣌ߨ य़学期・ळ学期（学期ॳめにื集を行います）

別で受けることݸཁ  英文ライティングに関するアυバイスを30間֓࠲ߨ

ができるプログラム

։ظ࣌ߨ य़学期・ळ学期（開講期間中、ਵ時༧可能です）

するための期集中ڙ会を提ػཁ  長期休Ջ中にも英語の持続的学習֓࠲ߨ

プログラム

։ظ࣌ߨ Նق休Ջ中・य़ق休Ջ中

શ講座申ࠐはランゲージセンターにて受け付けます。

各講座申ࠐ時期になりましたら、掲示൘ ・ ポートフΥリオ（ToyoRDS folio）等で

。をお知らせいたしますࡉৄ

ɹɹ（̍）ランήージηンター࠲ߨ

５ɽ課֎ಛผ࠲ߨ

１セメスタҎ上（通ྫは１セメスタ間）にٴぶ長期インターンシップにおいて、
休学せずに単位認定や単位ޓを行い、スムーζに学修を進めてもらう制度です。

࿈ϢʔεϘϥϯςΟΞࠃ

̪̣̫（国連Ϙランティアܭը）より指定された国へݣされ５ϲ݄間のϘラ
ンティア活動を行います。業務内容はݣ先により異なり、事務࡞業やフィール
υワーΫ等の業務にܞわりながら、ब職に対する意ࣝや、リーμーシップを身に
ணけることを目的としています。

ϫγϯτϯηϯλʔ

ワシントンDC地۠のػ関、国際ػ関、ຽ間ا業で15ि間のब࿑体験をし、
国際֮ײを身にணけることを目的としています。インターン生はब業とಉ時に授
業を受講し、知ࣝをਂめます。また、ワシントンのࡒ界リーμーによるリーμ
ーシップ ・ フΥーラムもຖि開࠵され、大ؗなͲへの๚問πアーも実施される
༧定です。

ৄしくは、આ明会等でお知らせします。

国際地域グローバルオフィス　　͍合Θͤઌ
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　国際地域学部では国際社会に対応する語学力を養成するため、課外講座を開講しています。語学力のϒラッシュア

ップ、ݕ定試験対ࡦにͥͻνϟレンジしてみてくͩさい。

˞開講する講座や時期が変更になることがあります。ৄしくは掲示൘・આ明会で確認してくͩさい。

現在、英語コミュニケーション能力をଌる手ஈとしてଟくのا業等でར用され

ているTOEIC（Test of English for International Communication）は、英語能力

上の学習目標として、さらにはब職活動の際の英語能力の証明として、年ʑ急

ܹにそのニーζがߴまっています。

そこで、東洋大学では、学内で受験できるTOEIC IP（Institution Programɿஂ

体受験制度）を実施しています。このTOEIC IPで取得したスコアは、公開テスト

ಉ༷「TOEIC」スコアとして申ࠂできます。また、取得したスコアはポートフΥ

リオ（ToyoRDS folio）に登録されます。

ৄしくは掲示൘、大学ϗームϖージ等で確認してくͩさい。

ɹɹ（̏）5O&*$�*P の実施

　　આ　　　໌ 国内 ・ 総合旅行業務取扱管理者資格とは旅行業界།一の国Ո資格のことです。旅

行会社の支ళ・Ӧ業ॴの者として旅行業務を取り扱うためඞ要な国Ո資格です。

５݄Լ०ʙ７݄の݄ ・ Ր༵日の18時ʙ 20時、および８݄のՆق休Ջ（ன間）、９݄

の18 ʙ 20時（総合のみ）をར用して集中的に学習します。

１）50&'- ࠲ߨ

ᶃཹ学支援ίʔε

ᶄཹ学४උίʔε

ᶅཹ学४උՆूظதίʔε

ᶆςετલ対ࡦίʔε

２）50&*$ ࠲ߨ

ᶃείΞΞοプίʔε

ᶄ ��� औಘίʔε

３）ҙࣄ項

　　ਃ　　　　ࠐ　

　　ड　ߨ����　අ

։ظ࣌ߨ  य़学期（５݄上०スタート）

։ظ࣌ߨ  य़学期（５݄上०スタート）

։ظ࣌ߨ  Նق休Ջ中

։ظ࣌ߨ ळ学期

։ظ࣌ߨ  य़学期（５݄上०スタート）

։ظ࣌ߨ  ळ学期

講座申ࠐはランゲージセンターにて受け付けます。

各講座申ࠐ時期になりましたら、掲示൘ ・ ポートフΥリオ（ToyoRDS folio）等で

。をお知らせしますࡉৄ

受講費はແ料ですが、テキスト・テスト受験費用はࣗݾෛ担となります。

ɹɹ（̎）5O&'-�5O&*$ ՝外࠲ߨ

ɹɹ（̐）ཱྀ行業務औѻ理ऀݧࢼ特ผ演習࠲ߨ
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１ɽ対象学生

２ɽ੍のझࢫ

国際地域学部国際地域学科在学生（2014年度入学生より）

ඞ修科目への出席が免除されることによってۭいた時間を、さらに上ڃあるい

は別種の資格取得のためのษڧにあててもらうことを目的とした制度です。

　（１）国際地域学科ӳޠ୯Ґೝఆ੍

　εέδϡʔϧ�　（༧ఆ）

　�ड ߨ ྉ　　（༧ఆ）

　　ఆ　　　һ

　　આ　໌　ձ

　　ਃ ͠ ࠐ Έ

なお、講座は演習問題ʴ解 ・ 解આのࣜܗで行います。受講ر者は、事લ学習

を行うか、ҎԼの授業を履修してԼさい。

ʬ国　　　内ʭ ʬ総合ٴび国内・総合ʭ

　・旅行業๏論 　・旅行業๏論

　・人文地理学̗ 　・人文地理学̗

　・国内ӡ料金 　・国内ӡ料金

 　・国際ۭߤӡ

 　・海外実務

 　・海外観光資源

国Ո試験は年１ճ行われ、国内旅行業務取扱管理者試験（主࠵ɿ社ஂ๏人શ国

旅行業ڠ会）は９݄、総合旅行業務取扱管理者試験（主࠵ɿ社ஂ๏人日ຊ旅行業

会）は10݄です。（2014年４݄１日現在）ڠ

ʬ国　　　内ʭ　12日間　１ճ２時間（ୠし、Նق休Ջ時は異なる）

ʬ総　　　合ʭ　14日間　１ճ２時間（ୠし、Նق休Ջ時は異なる）

ʬ国内・総合ʭ　21日間　１ճ２時間（ୠし、Նق休Ջ時は異なる）

˞ʬ国内ʭ、ʬ総合ʭとも上هのଞにٖ試験および解・解આを行います。

ʬ国　　　内ʭ　10000ԁ

ʬ総　　　合ʭ　10000ԁ

ʬ国内・総合ʭ　18000ԁ

༧ఆऀにΑͬߨྉؚΉʣは͜Ε·Ͱͷ࣮Ͱす。डݧࢼྉʢٖߨडه্˞

てडߨྉ͕ҟͳΓ·すʢ֤มಈʣ。

ʬ国　　　内ʭ　250໊

ʬ総　　　合ʭ　100໊

旅行業務取扱管理者試験特別講座આ明会を４݄上०（༧定）に行います。申ࠐ

方๏・講座内容等のઆ明を行いますので受講ر者はඞずࢀՃしてくͩさい。

４݄中०　ࣗ動証明書発行ػにて、受講料納入。

̒ɽ֎国ޠ୯Ґೝఆ੍
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３ɽ୯Ґೝఆ基४

４ɽೝఆ対象科

５ɽ֨ࢿのऔಘظʹ͍ͭͯ

資格の種ྨ 英　ݕ 国　連
英　ݕ

TOEIC
（ؚIP）

TOEFL
（ITP）

TOEFL
（i#T） IELTS 成績評価

ೝ　

ఆ　

基　

४

ランΫ
１ ڃ１ 特̖ڃ 990 ʙ

920
677 ʙ
607

120 ʙ
101

９ɽ̌ ʙ
７ɽ５ ̨

ランΫ
２ ४１ڃ ڃ̖ 919 ʙ

650
606 ʙ
525

100 ʙ
68

７ɽ̌ ʙ
５ɽ５ ̖

ランΫ
３ — — 649 ʙ

550
524 ʙ
490

67 ʙ
55

５ɽ̌ ʙ
４ɽ５ ̖

ʲࡍࠃҬઐ߈ʳ

ランΫ１ɽԼ1ه ʙ 2年次ඞ修科目7科目のうち7単位まで。

　1年次ඞ修科目 「英会ᶗ」（1単位）・「英会ᶘ」（1単位）

　　　　　　  「英文ಡ解ᶗ」（1単位）・「英文ಡ解ᶘ」（1単位）

　　　　　　  「̡̡演習ᶗ」（1単位）・「̡̡演習ᶘ」（1単位）

　2年次ඞ修科目 「英会ᶙ」（1単位）

ランΫ２ɽ Լ1ه年次ඞ修科目4科目のうち4単位まで。たͩし、1学期につき2

単位までしか申請できませΜ。

　1年次ඞ修科目 「英会ᶗ」（1単位）・「英会ᶘ」（1単位）

　　　　　　  「̡̡演習ᶗ」（1単位）・「̡̡演習ᶘ」（1単位）

ランΫ３ɽԼ1ه年次ඞ修科目4科目のうち2単位まで。たͩし、1学期につき1

単位までしか申請できませΜ。

　1年次ඞ修科目 「英会ᶗ」（1単位）・「英会ᶘ」（1単位）

　　　　　　  「̡̡演習ᶗ」（1単位）・「̡̡演習ᶘ」（1単位）

˞外国人留学生については、いずれのランΫであっても、ඞ修科目の「英会̞」

および「英会II」の2ܭ単位までが認定の対科目となります。

˞すでに修得して成績評価がついている科目については申請することはできま

せΜ（成績の上書きෆ可）。

ʲҬ૯合ઐ߈ʳ

ランΫ１および２ɽ「総合英語演習̞」（2単位）・「総合英語演習II」（2単位）の

　　　　うち2科目4単位まで

ランΫ３ɽ「総合英語演習̞」（2単位）または「総合英語演習II」（2単位）の１

科目2単位のみ

˞すでに修得して成績評価がついている科目については認定することはできま

せΜ（成績の上書きෆ可）。

申請日より2年Ҏ内に認定された資格を対とします。また、ຊ学入学Ҏલに取

得したものについては、ຊ学入学લ1年Ҏ内かつ申請日より2年Ҏ内に認定された

資格を対とします。
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１ɽ対象学生

２ɽ੍のझࢫ

国際地域学部国際観光学科2012年度Ҏ߱入学生

ඞ修科目が目的としている語学力をすでに有しており、さらに上ڃレϕルを目

指してษڧをするための時間確อを目的とした制度です。

　（２）国際観光学科ӳޠ୯Ґೝఆ੍

̒ɽਃ࣌ఏग़ॻྨ

̓ɽਃؒظ

̔ɽਃઌ

̕ɽ成績評価

��ɽ学ظΛ͑ͨਃʹ͍ͭͯ

��ɽՃਃʹ͍ͭͯ

��� ୯Ґೝఆ·ͰのྲྀΕ

（̰）国際地域学科英語単位認定申請書

（̱）各ݕ定試験のスコアコϐー、スコアレポート、スコア認定書、合格証書、

試験݁Ռ通知書なͲ

各学期の履修登録手続き期間中（ৄࡉは掲示）

※ͳ͓ɺ୯ҐೝఆرՊの̴̬̱ཤमొ行わͳいͰͩ͘͞い。まͨɺ

֘学期のཤम୯Ґ͕୯ҐೝఆرՊΛؚΊ্ݶ୯ҐΛ͑ͳいのと

͠ます。ʢొの্͕ݶ��୯ҐͰ�୯ҐΛਃする߹ɺ8FCొͰ͖るの

��୯ҐまͰ。ʣ

国際地域学部教務課૭口（６߸ؗ１֊）

評価は国際地域学部教授会のঝ認を得て、ランΫ１の認定については「̨」とし、

ランΫ２および３の認定については「̖」とします。

単位認定は申請学期に開講している科目が対です。よって、一つの資格による

単位認定がෳ数学期にわたる場合、学期͝とに申請を行うඞ要があります。

ᶃຊ制度により単位認定を受けたޙに、新たに上ڃの資格を取得した場合は、࠶

度単位認定を申請することができます。その場合はҎલに認定された単位を差

しҾき、૿ՃをՃで認定します。（つまり、TOEIC550によって2単位を

認定された場合、その650ޙを取得しても新たに4単位の認定を申請すること

はできませΜ。その場合は差しҾいた2単位の申請が可能です。）

ᶄಉ一のランΫにおいて認定する単位は一度限りとし、ଞの資格を取得しても

Ճ申請はできませΜ。（つまり、英ݕ४１ڃによって4単位を認定された場合、

TOEICの650を取得しても、新たに単位の認定を申請することはできませΜ）

ᶃ申　　請・・・資格の認定日が有ޮ期限内であるか確認の上、ඞ要書ྨをそΖ͑

て申請してくͩさい。

ᶄ単位認定・・・国際地域学部教授会で৹ٞされたޙ、݁Ռを掲示にて通知します。

ᶅ成績確認・・・成績発表時に認定された科目にਖ਼しく評価がࡌهされているかを

確認してくͩさい。
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１ɽ対象学生

２ɽ੍のझࢫ

３ɽ୯Ґೝఆ基४

国際地域学部2012年度Ҏ߱入学生

大学入学Ҏલにも留学や語学学習の可能性が広がっています。学び࢝めた語学

のܧ続学習をଅし、上ڃで学ぶػ会を૿やすことを目的とします。

試験の種ྨ υイπ語ݕ定
（ಠݕ）

フランス語ݕ定
（ݕ）

中国語ݕ定
（中ݕ）

ϋングルݕ定

認定ج४ Ҏ上ڃ4 Ҏ上ڃ4 Ҏ上ڃ3 Ҏ上ڃ4

認定科目と
単位数

「υイπ語ᶗ」
ňυイπ語ᶘŉ
2科目2単位

ňフランス語ᶗŉ
ňフランス語ᶘŉ
2科目2単位

ň中国語ᶗŉ
ň中国語ᶘŉ
2科目2単位

ňϋングルᶗŉ
ňϋングルᶘŉ
2科目2単位

。語ͰͷೝఆはͰ͖·ͤΜࠃਓཹֶੜͷࠃ֎˞

　（３）֎国ޠ୯Ґೝఆ੍（ӳޠΛのͧ͘）

ɹ�ɹɹɹυΠπޠ୯Ґೝఆ੍ɾϑϥϯεޠ୯Ґೝఆ੍ɾதޠࠃ୯Ґೝఆ੍ɾϋϯάϧ୯Ґೝఆ੍

３ɽ୯Ґೝఆ基४

４ɽೝఆ対象科

５ɽ֨ࢿのऔಘظʹ͍ͭͯ

̒ɽਃ࣌ఏग़ॻྨ

　

̓ɽਃؒظ

̔ɽਃઌ

̕ɽ成績評価

��ɽ学ظΛ͑ͨਃʹ͍ͭͯ

��ɽ୯Ґೝఆ·ͰのྲྀΕ

試験の種ྨ 通༁Ҋ内士
（英語） 英　ݕ 国　連

英　ݕ TOEIC TOEFL
（P#T）

観　光
英　ݕ

認定ج४ 合格 ४１ڃ
Ҏ　上 ڃ̖ 700

Ҏ　上
520
Ҏ　上 ڃ１

2年次履修科目「応用英語̖」および「応用英語̗」４単位

入学Ҏલ、または入学1ޙ年次に、かつ申請日Ҏલ2年Ҏ内に取得した資格とす

る。たͩし、2年次य़学期に取得した場合は「応用英語̗」2単位を認定する。

（̰）国際観光学科英語単位認定申請書

（̱）各ݕ定試験の݁Ռ通知書コϐー

各学期の履修登録手続き期間

国際地域学部教務課૭口（６߸ؗ１֊）

国際地域学部教授会のঝ認を得て、「A」とします。

単位認定は申請学期に開講している科目が対です。1つの資格による単位認定が

ෳ数学期にわたる場合、学期͝とに申請を行なうඞ要があります。

ᶃ申　　請・・・資格の認定日が有ޮ期限内であることを確認の上、ඞ要書ྨをそ

Ζ͑て申請してくͩさい。

ᶄ単位認定・・・国際地域学部教授会で৹ٞされたޙ、݁Ռを掲示に通知します。

ᶅ成績確認・・・成績発表時に認定された科目にਖ਼しく評価がࡌهされているかを

確認してくͩさい。
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１ɽ࣮֨ࢿ科ઃஔのత

国際地域学部では、学生の積極的な語学の習得をྭするため、l語学賞zを授

与しています。

l語学賞z授与の対となる学生は、語学の習得においてݦஶな成Ռをऩめた者

あるいは語学力を生かして学内 ・ 学外で活発な国際交流活動を行った者とし、そ

の۩体的なબ定ج४は外国語教育ҕ員会が決めることとなります。また、ީ補者

のื集時期はຖ年ळ学期を༧定していますが、ৄࡉは掲示によってࠂ知します。

語学関では、そのଞに各ݴ語のスϐーνコンテスト（「日ຊ語ห論大会」をؚ

Ή）もຖ年開࠵され、優秀な発表者はそのつͲ表彰が行われています。

Ҏ上のことについて確認したいことがあれ、各学科の語学の教員に問い合わ

せてくͩさい。

資格実務科目は、学生が大学における授業からͩけでなく、社会における実務

あるいは公開された実力テスト（ٕ能ݕ定 ・ 資格試験）にઓし、ࣗらの実力を

࿉磨したことを評価し、授業を履修したとಉ等の価のあるものについて単位を

̓ɽ国際地域学部ޠ学

̔ɽ࣮֨ࢿ科

４ɽ֨ࢿのऔಘظ

５ɽఏग़ॻྨ

　

̒ɽਃؒظ

̓ɽਃઌ

̔ɽ成績評価

̕ɽ学ظΛ͑ͨਃʹ͍ͭͯ

��ɽ୯Ґೝఆ·ͰのྲྀΕ

大学入学લٴび在学期間中

（̰）語学科目認定申請書

（̱）各ݕ定試験の݁Ռ通知書のコϐー

各学期の履修登録手続き期間

国際地域学部教務課૭口（６߸ؗ１֊）

評価は国際地域学部教授会のঝ認を得て「A」とします。

単位認定は申請学期に開講している科目が対です。1つの資格による単位認定が

ෳ数学期にわたる場合、学期͝とに申請を行なうඞ要があります。

ᶃ申　　請・・・資格の認定日が有ޮ期限内であることを確認の上、ඞ要書ྨをそ

Ζ͑て申請してԼさい。

ᶄ単位認定・・・国際地域学部教授会で৹ٞされたޙ、݁Ռを掲示にて通知します。

ᶅ成績確認・・・成績発表時に認定された科目にਖ਼しく評価がࡌهされているかを

確認してくͩさい。
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２ɽ࣮֨ࢿ科のछྨと

　　その֓要

３ɽ࣮֨ࢿ科の履修方法

認定することにより、学生のࣗ力学修のଅ進をਤΖうとするものです。

学Μͩことを実践にҠすということは、東洋大学の学のਫ਼ਆにもదうもので

す。

また、この科目は国際地域学科におけるインターンシップ単位認定制度を݉Ͷ

る意ຯ合いをもつものであり、কདྷは研修やϘランティア活動を公ி、ا業や

福祉施設なͲと連ܞして実施するなͲの制度に発展していく可能性を持つもので

す。

たͩし、語学関の単位認定、すなわち語学の実ٕ資格、能力ݕ定および国内

外のଞ大学における語学研修等に関する単位の認定は、それͧれを対とするن

定にجづき、語学関の科目において扱うこととし、資格実務科目の対とはし

ませΜ。

ʢ̍ʣࣾࡁܦձ࣮

̰ɿ社会的 ・ 経済的活動（アルバイトのような有ঈ活動をؚΉ）を通͡て、一

定のテーマのԼにレポートをまとめて提出し、評価にする学修成Ռをあ

げたものを対とします。

̱ɿ社会的評価の定まった職業資格等の実ٕ能力ݕ定等にઓし、優秀な成績

を修めたものを対とします。

ʢ̎ʣҬ׆ಈ࣮श

則として、地域のため社会的活動（Ϙランティア活動をؚΉ）を通͡て、一ݪ

定のテーマのԼにレポートをまとめて提出し、評価にする学修成Ռをあげたも

のを対とします。

ʢ̏ʣ׆ࡍࠃಈ࣮श

̰ ɿ海外において上（１）ه̰と（２）の項目に४ずる活動を行い、一定のテー

マのԼにレポートをまとめて提出し、評価にする学修成Ռをあげたものを対

とします。国内における活動であっても、海外の事業に関し、国際的

活動へのݙߩがஶしい内容であれ、ݕ౼の上この科目の対とします。

̱ ɿ国際地域学科が主࠵あるいは公認した海外での研修（語学研修は除く）の

うち、この科目のझ旨にదしたものにࢀՃし、それを修ྃして評価にする

学修成Ռをあげたものを対とします。

ʢ̐ʣใٕज़࣮

̰ ɿ大学の授業Ҏ外の場（αーΫル活動なͲ）において、ใネットワーΫ ・

σータϕースの構築等、ใٕज़野の活動で地域社会なͲへのݙߩでஶし

い実績をあげ、一定のテーマのԼにレポートをまとめて提出し、評価にす

る学修成Ռをあげたものを対とします。

̱ ɿใٕज़野において、社会的評価の定まった実ٕ能力ݕ定等にઓし、

優秀な成績を修めたものを対とします。

経済社会実務、地域活動実習、国際活動実習、ใٕज़実務の各科目の単位数
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̖）࣮׆ಈ・࣮शίʔε

　　の合

#）࣮ ۀ績・֨ࢿೝఆίʔ

εの合

科  ֓ ೦

はそれͧれ２単位４レϕルで、શ体で32単位が用意されます。学生は単位取得可

能な科目を履修することができます。

これらの科目の単位は、履修の申請が受理されたセメスタの次のセメスタにお

いて付与されます。

資格実務科目は、次の２つのコースにけられます。

̖）実務活動・実習コースɿ経済社会実務̰、地域活動実習、国際活動実習̰、

ใٕज़実務̰

̗）実務業績・資格認定コースɿ経済社会実務b、国際活動実習b、ใٕज़実務b

履修ر者は、履修に先ཱち、実習先のબ定なͲを行った上で、「実習実施ܭը

書」を࡞成し、資格実務科目担教員に提出して資格実務科目の履修を申請しま

す。そのޙ、資格実務科目担者会ٞにおいて提出された「実習実施ܭը書」を

৹査します。৹査をύスすれ履修がঝ認され、指ಋ教員がબ定されます。履修

者は指ಋ教員の指ಋを受けた上で実習に入り、実習中もඞ要があれదٓ指ಋを

受けます。実習ऴྃޙ、履修者は指ಋ教員の指ಋを受けつつレポートを࡞成し、

担者会ٞの৹査をύスすれ単位が認定されます。

上هの手続きを取らずに、インターンシップऴྃޙに「実習実施ܭը書」を提

出しても単位は認定されませΜ。インターンシップで単位を取得する場合は、ඞ

ず事લに૬ஊしてくͩさい。

この科目の履修申請は、ݪ則としてਵ時受け付けますが、４年次のޙ࠷のセメ

スタでは履修は認められませΜ。

経済社会実務b、国際活動実習bおよびใٕज़実務bの単位認定をرする者

は、その科目の単位認定申請書に、資格の取得証明書、受験した試験の成績証明書、

Ճした国際地域研修の成績証明書またはそれにわるもの（オリジφル）のいࢀ

ずれかをఴ͑て、資格実務科目担教員に提出してくͩさい（証明書のオリジφ

ルはす͙に学生にฦ٫します）。資格実務科目担者会ٞで提出された申請書と証

明書にجづき、単位の認定を行います。

単位認定の対となる資格については、Ψイμンスでઆ明します。この科目の

単位認定の申請は、ݪ則としてਵ時受け付けます。

２ɽであげた（１）経済社会実務、（２）地域活動実習、（３）国際活動実習、

（４）ใٕज़実務の科目໊にはそれͧれᶗ、ᶘ、ᶙ、ᶚという数ࣈがついており、

この数ࣈはҎԼのような３つの͑ߟ方にجづいています。

˓ᶗからᶚになるにしたがって、よりレϕルのߴい活動内容を求められます。

ここでのlレϕルがߴいzとは、活動においてより重要なׂを担うことを意ຯし

ます。

˓またᶗからᶚは活動のଟ༷さも示します。ここでのଟ༷とは、活動の場ॴが

異なることや（１）から（４）までのಉ͡科目に֘するが活動の内容が異なる

ことを意ຯします。
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˓資格認定の場合には、ᶗからᶚは資格内容のଟ༷さを意ຯします。

なお、ᶗからᶚについては、レϕルのߴさと内容のଟ༷さの組み合わせもあり

ます。

資格実務科目の履修については、य़学期にΨイμンスを実施するので、履修ر

者はඞず出席してԼさい。さらに࣭問等がある場合は、教務課૭口または資格

実務科目担教員にਘͶてԼさい。

なお、入学時શ員に一目の「νϟレンジ・ϊート」をします。

νϟレンジ・ϊートにすての申請書ྨがऩめられています。

４ɽΨΠμϯε

１ɽత

２ɽҙࣄ項

SFS（Short-term Field Study）は、２年生Ҏ上を対とした期研修です。

ਅの「グローバル人材を育成する」ため、国際地域学部の教育目的である現場

主義にཱ٭した「地域づくり」をపఈすることと、学生一人ͻとりが「哲学」を

֫得することを目指し、この研修を行います。

４ʙ６໊を単位とするখنのワーキンググループで、教員のҾなしで行う

ことが特徴で、海外研修の場合は、現場における調査と国際交流を行います。

研修を通͡、現場の問題と課題の理解をよりਂめ、ཱࣗ৺とνームワーΫ力を

。めますߴ

Լهのを理解したう͑で、履修してくͩさい。

１ɽ ࢀՃ者は「国際活動実習ᶗ」「地域活動実習ᶗ」を履修するඞ要があります。

　　˞　対コースについては各年度のは͡めにお知らせします。

２ɽ ۭ݊ߤ・॓ധ場ॴは、教員の指ಋのԼ、ࢀՃ者が費用をෛ担して手します。

　　 また、海外研修の場合、海外旅行อݥは大学指定のものにՃ入し、ࢀՃ者が

อݥ料をෛ担します。

３ɽ 研修先の等ѱ化をྀߟし、研修実施を中ࢭする場合があります。

４ɽ 履修人数が限られているため、ر者はඞず1ճ目の授業にࢀՃしてくͩさい。

ʻ2014・ߟࢀ年度研修プログラム（༧定）ʼ

　˞　 研修先 ・ 海外なͲによっては研修内容が変更または中ࢭとなる可

能性があります。

　１）国内研修（ੴݝ能登地۠）

　　　・４ധ５日（授業期間内）で実施。

　　　・履修上限30໊

　　　・「地域活動実習ᶗ」の履修がඞ要。

̕ɽ4'4（4IPSU�UFSN�'JFME�4UVEZ）
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１ɽత

２ɽҙࣄ項

S
ㇷ  ㈵

CINE（Study Courses IN English）は、「グローバル人材」育成を目的とし、

英語で授業を学ぶプログラムです。

このプログラムでは、各学部が開講する「英語で行う授業」を履修することが

できます。対科目の講義レϕルは、日ຊ語で行う講義とಉ等です。学内にډな

がらにして留学時とಉ༷のޮՌを得られる「学内留学」として活用してもらいた

いとࢥいます。

SCINEの対科目は、各学科の教育課程表、または第１部ଞ学部ଞ学科開์科

目にされており、卒業単位となります。

Լهのを理解したう͑で、履修してくͩさい。

１ɽ2013年度Ҏ߱入学の第１部ॴଐ学生のみ履修できる（地域総合専攻を除く）。

２ɽ対科目を10単位Ҏ上修得することで修ྃとなる。

３ɽ対となる科目は、次ทのとおりである。

４ɽ 年度によっては、次の場合が生͡る。履修登録時に授業時間ׂ表 ・ シラバス

なͲで確認すること。

　１）対科目を休講とする場合がある。

　２） 対科目を日ຊ語で行う場合がある。日ຊ語で行う場合、SCINE対科

目にはならない。

５ɽ 教育課程表 ・ ଞ学部ଞ学科開์科目一覧では、໊শが日ຊ語で表هされる科

目がある。

　１）履修登録の際は、次ทにࡌهされたSCINE対科目໊をબすること。

　２）履修中の成績表には、SCINE対科目໊でࡌهされる。

　　　 成績発表ޙの成績表 ・ 成績証明書には、教育課程表 ・ ଞ学部ଞ学科開์

科目一覧での科目໊でࡌهされる。

�ྫ�

SCINE対科目の「Comparative Culture Studies A（ൺֱ文化論̖）」

は、ଞ学部ଞ学科開์科目では「ൺֱ文化論̖」として表هされる。

　１） 履修登録の際は、「Comparative Culture Studies A（ൺֱ文化論

̖）」をબすること。

　２） 履修中の成績表には「Comparative Culture Studies A（ൺֱ文

化論̖）」とࡌهされる。

　　　 成績発表ޙの成績表・成績証明書には「ൺֱ文化論̖」とࡌهさ

��ɽ学ཹ学プログラム　4$*/&（4UVEZ�$PVSTFT�*/�&OHMJTI）

　２）海外研修（タイ・バンコΫ）

　　　・10日間（授業期間内）で実施。

　　　・履修上限30໊

　　　・「国際活動実習ᶗ」の履修がඞ要。
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　　　れる。

６ɽ ॴଐするキϟンύスҎ外で開講される科目も履修することができる。たͩ

し、キϟンύス間のҠ動時間をྀߟすること。
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���� ೖֶੜ༻　ୈ̍෦　4$*/&ରՊ目Ұཡ

学部／学科 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 単位数
教育課程表・他学部
他学科開放科目一覧
での科目名　※１

認  
定  
の  
要  
件  

（10）

基盤教育科目郡 Dr. Enryo Inoue and Toyo University A（井上円了と東洋大学Ａ） 2 井上円了と東洋
大学Ａ

文学部 
英語コミュニ
ケーション学科

Comparative Culture Studies A（比較文化論Ａ） 2 比較文化論Ａ

Comparative Culture Studies B（比較文化論Ｂ） 2 比較文化論Ｂ

経済学部 
国際経済学科

International Finance B（国際金融論Ｂ） 2 国際金融論 B
International Public Economics B

（国際公共経済Ｂ） 2 国際公共経済Ｂ

経営学部 
経営学科

Current Business Issues A
（ビジネス・ニュース英語Ａ） 2 ビジネス・ニュー

ス英語Ａ
Current Business Issues B

（ビジネス・ニュース英語Ｂ） 2 ビジネス・ニュー
ス英語Ｂ

Business Negotiation A
（ビジネス・ネゴシエーションＡ） 2 ビジネス・ネゴ

シエーションＡ
Business Negotiation B

（ビジネス・ネゴシエーションＢ） 2 ビジネス・ネゴ
シエーションＢ

GBC Seminar I（ＧＢＣセミナーⅠ） 2 ＧＢＣセミナーⅠ

GBC Seminar II（ＧＢＣセミナーⅡ） 2 ＧＢＣセミナーⅡ

GBC Seminar V（ＧＢＣセミナーⅤ） 2 ＧＢＣセミナーⅤ

GBC Seminar Ⅵ（ＧＢＣセミナーⅥ） 2 ＧＢＣセミナーⅥ

法学部 
法律学科

Fundamental Concepts of 
International Politics A 2 Fundamental Concepts of 

International Politics A
Fundamental Concepts 
of International Politics B 2 Fundamental Concepts of 

International Politics B
Fundamental Concepts 
of Peace Studies A 2 Fundamental Concepts of 

Peace Studies A
Fundamental Concepts 
of Peace Studies B 2 Fundamental Concepts of 

Peace Studies B
International Law A 2 International Law A

International Law B 2 International Law B

International Relations A 2 International Relations A

International Relations B 2 International Relations B

法学部 
企業法学科

Business English IA
（ビジネス・イング
リッシュⅠＡ）

1 ビジネス・イングリッシュⅠＡ

Business English IB
（ビジネス・イング
リッシュⅠＢ）

1 ビジネス・イングリッシュⅠＢ

Business English IIA
（ビジネス・イングリッシュⅡＡ） 1 ビジネス・イングリッシュⅡＡ

Business English IIB
（ビジネス・イングリッシュⅡＢ） 1 ビジネス・イングリッシュⅡ B

Business English IIIA
（ビジネス・イングリッシュⅢＡ） 1 ビジネス・イングリッシュⅢＡ

Business English IIIB
（ビジネス・イングリッシュⅢＢ） 1 ビジネス・イングリッシュⅢ B
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���� ೖֶੜ༻　ୈ̍෦　4$*/&ରՊ目Ұཡ

学部／学科 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 単位数
教育課程表・他学部
他学科開放科目一覧
での科目名　※１

認  
定  
の  
要  
件  

（10）

国際地域学部
国際地域学科

Participatory Development 2 Participatory Development

Qualitative Research Methodologies 2 Qualitative Research
Methodologies

Gender and Society 2 Gender and Society

Urban habitation 2 Urban habitation

Asian Cities and Transport 2 Asian Cities and Transport

Basic Academic Writing 2 Basic Academic Writing

Basic Academic Reading 2 Basic Academic Reading

Japanese Economy and Business 2 Japanese Economy
and Business

Academic Essay Writing 2 Academic Essay Writing

The Practice of Internet Technology,
network configuration and security 2

The Practice of Internet 
Technology, network 
configuration and security

Information Publishing 2 Information Publishing

Asian Economies 2 Asian Economies

International Finance 2 International Finance

Housing the poor in Asia 2 Housing the poor in Asia

Visual Sociology 2 Visual Sociology

Regional and Urban Sociology on Asian Countries 2
Regional and 
Urban Sociology on 
Asian Countries

Regional to International Issues 2 Regional to 
International Issues

Globalization and Culture 2 Globalization and Culture

South Asian Studies 2 South Asian Studies

Southeast Asian Studies 2 Southeast Asian Studies

Contemporary Global Issues 2 Contemporary Global Issues

Urban and Transport Planning 2 Urban and Transport 
Planning

Global Environmental Issues 2 Global Environmental 
Issues

Global Water Problems 2 Global Water Problems

Urban and Regional Environmental 
Management 2

Urban and Regional 
Environmental 
Management

Environmental Issues in Asian Countries 2 Environmental Issues 
in Asian Countries

Energy and Resources Management 2 Energy and Resources 
Management

理工学部
Japanese Culture and Thought（日本の文化と思考様式） 2 日本の文化と思考様式

Scientific Concepts in English（科学について英語で考える） 2 科学について英語で考える

　　　※１　成績発表後の成績表・成績証明書には、この科目名が記載されます。
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Ⅰɽ੍の֓要

Ⅱɽਃ͠ࠐΈखଓ͖ʹ͍ͭͯ

国際地域学部では、大学院国際地域学研究科との連ܞをڧめ、大学院への進学

をرする学生に対して学部の時から専的な学修のܧ続をਤることを目的とし

て、国際地域学部４年生が大学院開講科目を履修できる「大学院開講科目履修制

度」をಋ入しています。ຊ制度の概要はҎԼのとおりですので、رする学生は

Լهの事項をよくಡΜでඞ要な手続きをしてくͩさい。

１ɽຊ制度は、国際地域学部４年生がຊ学大学院国際地域学研究科の開講科目を

履修できる制度です。

２ɽຊ制度により修得した単位は、ຊ学大学院国際地域学研究科ത士લ期課程に

入学時に、ॴ定の手続きを取ることにより、大学院の単位として認定されます。

３ɽຊ制度をར用できるのはԼهの項目をຬたす者とします。

（１）国際地域学部４年次に在学していること。

（２）国際地域学部卒業ޙ、国際地域学研究科ത士લ期課程に進学する意ࢤが

あること。

（３）第７セメスタ（４年次य़学期）において履修する場合は、卒業に要する

単位数102単位Ҏ上をطに修得済みであること。第８セメスタ（４年次ळ

学期）において履修する場合は、卒業に要する単位数120単位Ҏ上をطに

修得済みであること。

（４）卒論指ಋ教員の推નがあること。

（５）受講科目担教員のঝを得ていること。

４ɽຊ制度で履修できる大学院の科目は、֘セメスタに国際地域学研究科ത士

લ期課程で開講されている講義および演習科目とする。

５ɽຊ制度により履修する科目は、学部ではࣗ༝બ科目として取り扱い、学部

卒業時の修得単位数にはؚめない。また、年間履修単位数のൣғ内で履修する。

６ɽຊ制度で履修することのできる科目数は、４年次在学中に10単位Ҏ内とする。

７ɽຊ制度により履修した科目の評価は、学部の成績ݪ、成績表、成績証明書

にࡌهする。学生は国際地域学研究科入学時に、そのه録をఴ͑て単位認定

の申請ができる。

「大学院開講科目履修制度」申しࠐみ用ࢴにඞ要事項をه入の上、֘セメス

タの履修登録期間内に教務課૭口に提出してくͩさい。申しࠐみ用ࢴは履修登録

期間内に教務課૭口にてします。

��ɽେ学Ӄ։ߨ科履修੍
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��ɽࣾձࢱओࣄ

　社会福祉主事は、福祉事務ॴの૬ஊ業務を担する職員の資格ですが、Լهの「社会福祉主事の資格に関する指

定科目」のうちから「３科目Ҏ上を修得」した者に用資格が認められています。しかし、地方公務員として採用さ

れなけれ、この資格を活かすことはできませΜ。なお、この資格をૅجとし、実務経験を持て、ࣇಐ福祉࢘等に

用されます。また、ຽ間福祉施設の職員採用条件として、社会福祉主事用資格が求められることがଟいです。

ᾇ　資格

　　　大学において、社会福祉に関する科目を修めて卒業した者（社会福祉๏第19条第１߸）。

ᾈ　修得すき科目

　Լهの社会福祉主事の資格に関する指定科目のうちから３科目Ҏ上を修得すること。

社会福祉主事の資格に関する指定科目におけるຊ学開講科目のうち、いずれか１科目修得することで、֘指定科

目を修得したとみなされます。ୠし、　がついている科目はセットで履修、修得することで１科目としてみなされます。

３．社会福祉主事

社会福祉主事に関する科目〈第１部学生対象〉
社会福祉主事の資格 
に関する指定科目 本学開講科目 社会福祉主事の資格 

に関する指定科目 本学開講科目

社会福祉概論 社会福祉学概論Ａ 
社会福祉学概論Ｂ　

経済学 経済学Ａ 
経済学Ｂ 
ミクロ経済学入門 
マクロ経済学入門　　　　　 
経済学入門Ａ 
経済学入門Ｂ　　　　　　　 
ミクロ・マクロ経済入門Ａ 
ミクロ・マクロ経済入門Ｂ  
生き方・働き方の経済学 
ワーク・ライフ・バランスの総合政策  
経済学（マクロ） 
経済学（ミクロ）　　　　　  
応用マクロ経済学 
応用ミクロ経済学　　　　　 
経済原論Ａ　　　 
経済原論Ｂ　　　　　　　　

社会福祉事業史 社会福祉発達史Ａ 
社会福祉発達史Ｂ　

社会福祉援助技術論 ソーシャルワークの基盤と専門職Ａ
ソーシャルワークの基盤と専門職Ｂ
ソーシャルワークの理論と方法Ａ

 

ソーシャルワークの理論と方法Ｂ 
ソーシャルワークの理論と方法Ｃ 
ソーシャルワークの理論と方法Ｄ

社会福祉調査論 社会調査入門Ｉ 
社会調査入門Ⅱ　

社会福祉行政論 社会福祉法制・行政Ａ 
社会福祉法制・行政Ｂ

社会保障論 社会保障論Ａ 
社会保障論Ｂ　

公的扶助論 公的扶助論

家庭福祉論 家族援助論

児童福祉論 児童福祉論Ａ 
児童福祉論Ｂ　

社会政策 社会政策Ａ 
社会政策Ｂ　　　　　　　　

身体障害者福祉論 障害者福祉論Ａ 
障害者福祉論Ｂ

経済政策 経済政策Ａ 
経済政策Ｂ　　　　　　　　

老人福祉論 高齢者福祉論Ａ 
高齢者福祉論Ｂ

心理学 心理学概論Ａ 
心理学概論Ｂ　　　　　　　 
心理学Ａ
心理学Ｂ

医療社会事業論 医療ソーシャルワーク論 
地域福祉論Ａ

社会学 社会学Ａ 
社会学Ｂ 
社会学概論Ｉ
社会学概論Ⅱ

地域福祉論
地域福祉論Ｂ

法学 法学Ａ 
法学Ｂ

教育学 教育基礎論Ｉ 
教育基礎論Ⅱ　　　　　　　

 

教育学概論民法 民法Ａ 
民法Ｂ 
民法Ⅰ（総則）Ａ  
民法Ⅰ（総則）Ｂ  
民法Ⅱ（物権）Ａ  
民法Ⅱ（物権）Ｂ  
民法Ⅲ（債権総論）Ａ  
民法Ⅲ（債権総論）Ｂ  
民法Ⅳ（債権各論）Ａ  
民法Ⅳ（債権各論）Ｂ  
民法Ｖ（親族・相続）Ａ  
民法Ｖ（親族・相続）Ｂ

倫理学 倫理学基礎論Ａ 
倫理学基礎論Ｂ　　　 
応用倫理学Ａ 
応用倫理学Ｂ　　　　　　　

 

倫理学概説Ａ 
倫理学概説Ｂ　　　　　　　

 

倫理学概論
医学一般 医学一般

 

行政法 行政法ⅠＡ
行政法ⅠＢ
行政法ⅡＡ
行政法ⅡＢ

介護概論 介護概論

（注）学科教育課程表および専門開放科目（他学部他学科開放科目）に記載されていない本学開講科目は自由科目で履修してください。

　社会福祉主事は、福祉事務所の相談業務を担当する職員の資格ですが、下記の「社会福祉主事の資
格に関する指定科目」のうちから「３科目以上を修得」した者に任用資格が認められています。しかし、地
方公務員として採用されなければ、この資格を活かすことはできません。なお、この資格を基礎とし、実務
経験を持てば、児童福祉司等に任用されます。また、民間福祉施設の職員採用条件として、社会福祉主事
任用資格が求められることが多いです。
⑴　資格
　　　大学において、社会福祉に関する科目を修めて卒業した者（社会福祉法第19条第１号）。
⑵　修得すべき科目

　下記の社会福祉主事の資格に関する指定科目のうちから３科目以上を修得すること。
社会福祉主事の資格に関する指定科目における本学開講科目のうち、いずれか１科目修得することで、
当該指定科目を修得したとみなされます。但し、　がついている科目はセットで履修、修得することで１
科目としてみなされます。





ᶙ　学੶͓Αͼೲۚ
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�ɽ学੶（学੶ҟಈに関するखଓ）

　　　　　　　　　　༰ ద用学則

ɹɹ੶ࡏ 入学のखଓきをྃし、学生証のަをड͚た学生は、ຊ学のࡏ੶ऀとしての
を༗することになります。

ೋॏ学੶のࢭې ຊ学にࡏ੶しているにもかかわらͣ、ଞ大学ٴͼຊ学のଞ学෦・ଞ学科にࡏ੶
。することはできまͤΜ（学ࡏ） 学ଇୈ �4 

修ۀݶ ଔ業までにຊ学にࡏ学をしな͚れならない年（修業年ݶ）は 4年間です。 学ଇୈ �� 

ݶ学ࡏ ଔ業にඞ要な୯Ґを修ಘするために௨ࢉしてࡏ学できる年（ࡏ学年）は、
࠷ �年間です。ただし、ٳ学期間の年はࡏ学年にؚΈまͤΜ。 学ଇୈ 2� 

֤छมߋಧ

入学खଓき時にಧ͚出た内༰に変更が生͡た߹、教務課の窓口でॴఆの用ࢴ
に変更Օॴをه入し、ಧ͚出な͚れなりまͤΜ。変更が生͡た（໊ࢯ変更、
ॅॴ変更等）߹はすΈかにಧ͚出てください。
なお、Լهの変更事項内に「※」がهされている事項は「ToyoNet-G」の「学
生ϝχϡʔ」ʼ「ݸਓใ管ཧ」ʼ「学生ใ申請」を利用しても変更が可能
です。

学ଇୈ 2� ୈ �項

変更事項 ड窓口 ҙ事項（提出等）
ຊਓ໊ࢯ変更
（վ・վ໊）

教
務
課
窓
口

੶ঞຊށ

ຊਓॅॴ変更ɹ※
（ి൪߸の変更ؚΉ）

外ࠃ੶学生はॅຽථとともに窓口申請
（ॅॴҎ外はシスςϜ申請可）

※Ӻ変更ɹد࠷
保証ਓ変更 新しい保証ਓのॺ໊・ೀҹඞ要
保証ਓॅॴ変更ɹ※
（ి൪߸の変更ؚΉ）
保証ਓۈ務ઌ変更ɹ�※
（ి൪߸の変更ؚΉ）
時࿈བྷਓ変更ٸۓ
※時࿈བྷਓॅॴ変更ɹٸۓ
（ి൪߸の変更ؚΉ）

ຊ੶変更 ॅຽථ（ຊ੶のࡌهがあるもの）
またはށ੶ঞຊ

期間等ཹࡏ・֨ࢿཹࡏ
（外ࠃਓཹ学生ର）

ॅຽථ（ࠃ੶・ཹࡏ・֨ࢿཹࡏ期間の
（があるものࡌه
。期間ऴྃ前に提出してくださいཹࡏ

学生ূ

ຊ学の入学खଓきをྃした学生に、学生証をަします。
学生証は、ຊ学学生としてのを証明するものであり、ৗにܞଳし、࣍の
߹これを提ࣔしな͚れなりまͤΜ。

ɹ̍）ຊ学の教৬һの請ٻがある߹
ɹ̎）ఆ期ݧࢼをडݧする߹
ɹ̏）各छ証明書学生ཱྀ٬ӡ割Ҿ証明書（学割）等のަをड͚る߹
ɹ̐）�௨学ఆ期ं݊学生割Ҿं݊をߪ入するࡍと、ͦれを利用してं

ધしたࡍにһの請ٻがあͬた߹、等

学生証は、学ҹ、学生ຊਓのࣸਅ、ཪ໘シʔϧのషがແいものはແޮです。
学生証はଞਓにି༩、またはৡすることはできまͤΜ。
学生証がないと各छ証明書の発行がड͚られないのはもͪΖΜ、ਤ書ؗの利用・
ఆ期ݧࢼのडݧ、௨学ఆ期݊のߪ入等ができまͤΜ。ฆࣦ・Ԛଛ・ഁଛのない
Αうेҙしてください。

学ଇୈ 2� 

༗ޮ期ݶ
学生証の༗ޮ期ݶは݄̐̍から࣍年度の݄̐
�� までの̍年間です。入学時にަをड͚た
学生証は̐年間用します。

༗ޮ期ݶの更新
ຖ年 4݄ॳ०のਐڃखଓき期間内に、学生証のཪ
໘シʔϧをషりか͑、学生証の༗ޮ期ݶの更新を
ड͚な͚れなりまͤΜ。



　　　　　　　　　　༰ ద用学則

学生ূ

ฦؐ ଔ業またはୀ学・除੶等、ຊ学に੶がແくなͬた߹は、学生証をຊ
学にฦؐしな͚れなりまͤΜ。

ຊ学にࡏ੶してい
るにもかかわらͣ、
ଞ大学ٴͼຊ学の
ଞ学෦・ଞ学科に
する（学ࡏ）੶ࡏ
ことはできまͤ Μ。

学生証をฆࣦもしくはഁଛ・ஶしくԚଛした߹は、ͪにຊ学ಧ͚
出し、ҎԼのखଓきにैͬて学生証の࠶発行をしな͚れなりまͤΜ。
（。発行には̍ि間かかります࠶）

ฆࣦの߹

ᶃ学生生׆課でҨࣦಧ出の֬ೝ
ᶄ証明書発行ػで学生証࠶発行ಧを出ྗ
ᶅ学生生׆課で࠶発行ಧに֬ೝҹをडྖ
ᶆ教務課窓口にᶅの࠶発行ಧを提出
ᶇ̍ि間ޙ、教務課窓口で学生証をडྖ

ഁଛ・Ԛଛの
߹ ഁଛ・Ԛଛした学生証を教務課窓口に࣋参し、࠶発行खଓきをとります。

発行खྉ（2࠶発行には࠶※��� ԁ）がかかります。
※申ࠐΩϟンηϧにΑるखྉのฦۚはできまͤΜ。

҉証൪߸
（ύスϫʔド）

ୈऀࡾにෆਖ਼用されないために、4ܻのࣈの҉証൪߸が登録され
ています。入学खଓき時にಧ͚出た҉証൪߸は、証明書発行ػで証明書
を発行するࡍにඞ要です。ϝϞなͲをऔり、ඞ֮ͣ͑ておいてください。

学੶൪߸

入学खଓきをྃした学生には学生証がަされ、学੶൪߸がࡌهされています。こ
の学੶൪߸は、ଔ業まで変わることはありまͤΜ。
履修登録ݧࢼのҊ用ࢴ提出、各छのಧ出、証明書の申請等でඞ要となりますので、
ਖ਼֬にهԱしておいてください。

ɹɹ学ٳ

පؾ・Ոఉの事・ཹ学等のཧ༝で、�ϲ݄Ҏ্ຊ学に修学できない߹は、教授ձ
のڐ可をಘてٳ学することができます。 学ଇୈ �� 

期間

ʓय़学期ٳ学の߹ɿ
ɹय़学期のٳ学ڐ可をड͚たから、当該学期の �݄ �� まで
ʓळ学期ٳ学の߹ɿ
ɹळ学期のٳ学ڐ可をड͚たから、当該学期の �݄ �� まで
、学することはできまͤΜ。ただしٳଇとして̎ηϝスλを͑てݪ
特別な事がある߹は教授ձのڐ可をಘてٳ学することができます。

学ଇୈ ��ୈ 2項

してࢉ学の期間は௨ٳ �学期（4年間）を͑ることはできまͤΜ。

学खଓٳ

にඞ要事項をࢴ用ئ可ڐ、学のઆ明をड͚ٳऀは、教務課でر学ٳ
、の্（用ҹؑは学生と保証ਓで別のものを）入し保証ਓ࿈ॺ・ೀҹه
学生証をఴ͑教務課窓口に提出してください。なお、පؾ・ոզの
߹には、ҩࢣのஅ書がඞ要です。
�学にうೲۚ（学අ等）については、1��2ٳ 参照。
学期։࢝Αりٳ学を
する߹
（य़学期ɿ 4݄ �
çळ学期ɿ�� ݄ � ）

学時の学අೲ入がඞ要となります。ૣめにٳ
教務課窓口に૬ஊしてください（ただし、窓
口औѻ時間にҙしてください）。

学期్தからٳ学をす
る߹

する学期の学අೲ入期間内に学අر学をٳ
をೲ入した学生のΈがରとなります。य़学
期தにٳ学の߹、य़学期࠷ऴ �ϲ݄前の
݄̒まで、ळ学期தにٳ学の߹、ळ学期
ऴ࠷ �ϲ݄前の �2 ݄までडします
（ただし、窓口औѻ時間にҙしてください）。

期間を目҆に教務課窓口に૬ஊしݧࢼऀはఆ期ر学ٳηϝスλの࣍
てください。̎ηϝスλ࿈ଓٳ学をرする߹は、各ηϝスλ͝と
にखଓきがඞ要となります。
खଓきについては、学生ຊਓが行ͬてください。ただし、ࢭΉをಘͣຊਓ
がखଓきが出དྷない߹には、事前に教務課窓口に૬ஊしてください。

可ڐ 教授ձでڐ可されるとୈ �෦学生は保証ਓѼに、ୈ 2෦学生はຊਓѼ
にٳ学ڐ可書を༣ૹします。

履修登録 あらためて履ޙ学した学期の履修登録はશてແޮとなります。෮学ٳ
修登録をしてください。

学部・学科コード
1810 国際地域学科国際地域専߈
1820 国際ޫ؍学科
2810 国際地域学科地域総合専߈

１ ８ １ ０ １ ４ ０ 9 9 9

学部・学科コード

学籍番号（10 ܻ）

入学年度
（ྐྵ下 2ܻ）

番号（001 ～）

学生区分 （0…通学課程）
（9…科目等履修生）

例）
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　　　　　　　　　　༰ ద用学則

学͔Βٳ
の෮学

෮学 ʓय़学期ٳ学の߹ɿ�� ݄ � で෮学しな͚れなりまͤΜ。
ʓळ学期ٳ学の߹ɿ4݄ �で෮学しな͚れなりまͤΜ。 学ଇୈ ��ୈ �項

ຊ学にࡏ੶してい
るにもかかわらͣ、
ଞ大学ٴͼຊ学の
ଞ学෦・ଞ学科に
する（学ࡏ）੶ࡏ
ことはできまͤ Μ。

෮学ରऀ（当該学期ٳ学ऀ）には、教務課Αり෮学खଓきの要ྖ、෮
学にඞ要な書類おΑͼೲۚのৼࠐ用ࢴを各学期に༣ૹします。
༣ૹされた要ྖにैいࢦఆの期間内にڐ可ئ用ࢴにඞ要事項をه入し、
保証ਓ࿈ॺの্、学生証を࣋参し教務課でखଓきしな͚れなりまͤΜ。
෮学にؔするखଓきをଵると除੶となります。 学ଇୈ ��ୈ �項

ୀɹɹ学

事にΑりຊ学での修学がࠔな߹は、教授ձのڐ可をಘてୀ学することができます。学ଇୈ �� 

ୀ学खଓ

ୀ学رऀは、教務課でୀ学のઆ明をड͚、ڐ可ئ用ࢴにඞ要事項をه
入し保証ਓ࿈ॺ・ೀҹ（ҹؑは学生と保証ਓで別のものを用）の্、
学生証をఴ͑教務課窓口に提出してください。なお、පؾ・ոզの߹
には、ҩࢣのஅ書がඞ要です。
ୀ学にうೲۚ（学අ等）については、1��2� 参照。
学期でのୀ学をする߹
（य़学期ɿ�݄ �� 
çळ学期ɿ�݄ �� ）

ૣめに教務課窓口に૬ஊしてください（た
だし、窓口औѻ時間にҙしてください）。
ॴఆの期間をա͗ると除੶になります。

खଓきについては、学生ຊਓが行ͬてください。ただし、ࢭΉをಘͣຊ
ਓがखଓきが出དྷない߹には、事前に教務課窓口に૬ஊしてください。

可ڐ 教授ձでڐ可されるとୈ �෦学生は保証ਓѼに、ୈ 2෦学生はຊਓѼに
ୀ学ڐ可書を༣ૹします。

ୀ学ऀの
ೖ学࠶

入学࠶

ୀ学ऀは教授ձのڐ可をಘて࠶入学することができます（ただし、ࡏ学
年ݶを͑たऀを除く）。य़学期࠶入学をرする߹は �݄、ळ学期
する߹はر入学を࠶ �݄までに教務課で࠶入学のઆ明をड͚、ڐ
可ئ用ࢴにඞ要事項をه入し保証ਓ࿈ॺ・ೀҹ（ҹؑは学生と保証ਓで
別のものを用）の্、教務課窓口に提出してください。

学ଇୈ ��ୈ 2項

可ڐ 可された߹、य़学期はڐ入学が࠶ 4݄ � 、ळ学期は �� ݄ � 
で࠶入学することができます。

ͦのଞ

ୀ学時までにࡏ学していた期間をؚめ�年間でଔ業しな͚れなりまͤΜ。学ଇୈ 2�ୈ 2項
にΑͬてҟなگऴ学੶ঢ়࠷入学する学年おΑͼηϝスλは、ຊ学での࠶
ります。୯Ґの修ಘঢ়گにΑͬては学年を܁りԼ͛る߹があります。
また、学科教育課ఔ表は入学年度のものをద用しますが、学科教育課ఔ
表が大きく変わͬている߹には、࠶入学する学年の学科教育課ఔ表を
ద用することがあります。履修ํ๏は、࠶入学खଓき時に教務課窓口で
આ明をします。ෆ明なは、教務課窓口い߹わͤてください。

ռに�
Αるୀ学

ຊ学のنଇにし、または学生のຊにする行ҝがあͬた学生は、教授ձのٞをܦて
ռにΑるୀ学となる߹があります。 学ଇୈ �� 

আɹɹ੶

学期間をٳ、を͑た学生ݶ学年ࡏ、ఆされた期間内にೲۚをೲ入しなかͬた学生ࢦ
͑た学生、新入生でࢦఆされた期間内に履修登録をしなかͬた学生、ͦのଞຊ学にお
いて修学のҙࢤがないとೝめられる学生は除੶となります。 学ଇୈ �� 

除੶とは ຊ学の学ଇおΑͼͦのࢪ行のためにఆめられたنଇに基づくݖ利のҰ切
をࣦうことです。

除੶になͬた
߹

すΈかに学生証をฦؐしな͚れなりまͤΜ。
保証ਓѼに除੶௨書を༣ૹします。

除੶
生の除੶はߍࡏ �݄ �� ຢは、�݄ �� とします。新入生でࢦఆされ
た期間内に履修登録をしなかͬた学生の除੶は 4݄ �� となります。
また、除੶ऀΑり証明書の申請があͬた߹には、除੶等の項目を明ه
したࡏ੶期間証明書を教務課窓口にて発行します。

আ੶ऀの
ೖ学࠶

入学࠶

除੶ऀは教授ձのڐ可をಘて࠶入学することができます（ただし、ࡏ学年
するر入学を࠶学期間を͑たऀを除く）。य़学期ٳ、を͑たऀݶ
߹は �݄、ळ学期࠶入学をرする߹は �݄までに教務課で࠶入学
のઆ明をड͚、ڐ可ئ用ࢴにඞ要事項をه入し保証ਓ࿈ॺ・ೀҹ（ҹؑは
学生と保証ਓで別のものを用）の্、教務課窓口に提出してください。

学ଇୈ ��ୈ �項

可ڐ 可された߹、य़学期はڐ入学が࠶ 4݄ � 、ळ学期は �� ݄ � 
で࠶入学することができます。

ͦのଞ

除੶時までにࡏ学していた期間をؚめ�年間でଔ業しな͚れなりまͤΜ。学ଇୈ 2�ୈ 2項
にΑͬてҟなگऴ学੶ঢ়࠷入学する学年おΑͼηϝスλは、ຊ学での࠶
ります。୯Ґの修ಘঢ়گにΑͬては学年を܁りԼ͛る߹があります。
また、学科教育課ఔ表は入学年度のものをద用しますが、学科教育課ఔ
表が大きく変わͬている߹には、࠶入学する学年の学科教育課ఔ表を
ద用することがあります。履修ํ๏は、࠶入学खଓき時に教務課窓口で
આ明をします。ෆ明なは、教務課窓口い߹わͤてください。
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　　　　　　　　　　༰ ద用学則

ਐڃ制度

でڃの学年にਐڃଇとして্ݪ、りݶ学ऀが෮学した߹等の特別な事がないٳ
きます。
ຖ年 4݄ॳ०のਐڃखଓき期間内に、学生証の༗ޮ期ݶ更新をड͚な͚れなりま
ͤΜ。

� 年ڃݪ

ຊ学にࡏ੶しているにもかかわらͣ、ଞ大学ٴͼຊ学のଞ学෦・ଞ学科にࡏ੶（ࡏ学）
することはできまͤΜ。

खଓڃݪ
ଔ業できなかͬた学生は、教務課Αり༣ૹされる要ྖにैͬて、教務課
でखଓきをしてください。
。にؔするखଓきをଵると除੶になりますڃݪ 学ଇୈ ��ୈ �項

స෦・స科

ຊ学内でଞの学෦・学科のస෦・స科をرする学生にରしબߟを࣮ࢪします。 学ଇୈ �2 
స෦・స科ઌの学年は 2年࣍または �年࣍となります。

खଓき
�� ݄配布༧ఆのݧࢼ要項に基づきखଓきをとり、�2�݄࣮ࢪ༧ఆのݧࢼを
डݧしてください。また、߹֨発表はཌ年 �݄Լ०に行う༧ఆです。ࢼ
。されるので、֬ೝしてくださいࣔܝ要項とखଓҊ内については学内にݧ
。は、教務課窓口い߹わͤてくださいࡉৄ

ฤೖ学

ຊ学ではଔ業ޙにຊ学のଞ学෦・ଞ学科のฤ入رऀにରして、ฤ入学ݧࢼを࣮
。課にて配༧ఆですࢼ入ࠒ݄�、要項はݧࢼ。していますࢪ 学ଇୈ �� 

履修ํ๏

ฤ入学する学年は、ݪଇとして �年࣍となります。また、学科教育課ఔ
表もฤ入学する学年のものをద用します。ط修୯Ґのऔりѻいについて
はݧࢼ要項を֬ೝしてください。履修ํ๏については、ฤ入学のखଓき
時に教務課でઆ明をします。ෆ明なは、教務課窓口い߹わͤてく
ださい。

科目履修生

特ఆの授業科目を履修しΑうとする߹、科目等履修生として当該授業科目の履修
をڐ可される߹があります。 学ଇୈ �� 

ຊ学にࡏ੶தは科目等履修生として授業科目を履修することはできまͤΜ。

参ߟ 科目等履修ྉʕ௨年科目 4���� ԁ、期科目 2���� ԁ（2��4 年度）とな
ります。ৄࡉについては、教務課窓口い߹わͤてください。

ئՄڐ

学੶ҟಈにؔするखଓきをとる߹には、ඞͣ教務課窓口でઆ明をड͚、ڐ可ئを
提出しな͚れなりまͤΜ。
ओなڐ可ئと提出はҎԼの௨りです。

。は「ToyoNet-G」から出ྗが可能です「ࢴ用ئ可ڐ」※

ɹ可ɹ項ɹ目ڐ ड窓口 ҙ事項
（提出等）

ئ可ڐ学ٳ
教
務
課
窓
口

許
可
願
用
紙

ئ可ڐ学からの෮学ٳ
ୀ学ڐ可ئ
ୀ学からの࠶入学ڐ可ئ
除੶からの࠶入学ڐ可ئ
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学ଇ（学੶にؔする事項のൈਮ）
ɹɹɹୈ̏ ষɹ修学等
ɹɹɹɹୈ̍ અɹ修業年ݶ
（ݶ学年ࡏ）
第��ɹଔ業にඞ要な୯Ґを修ಘするためにࡏ学できる年（ҎԼ「ࡏ学年」という。）は、௨ࢉして
年̔をݶ度とする。この߹において、ٳ学年はࡏ学年にࢉ入しない。

ɹ̎࠶入学ຢはฤ入学をしたऀのࡏ学年は、前項のࡏ学年から࠶入学ຢはฤ入学までの௨ৗのࡏ学
の年を߇除した年とする。

ɹɹɹୈ̐ ষɹ入学、ୀ学、ٳ学ٴͼ除੶等

ɹɹɹɹୈ̍ અɹ入学、ཹ学等
（入学の時期）
第��ɹ入学期は、学期のॳから��Ҏ内とする。
（入学֨ࢿ）
第��ɹ学෦ୈ̍ 年࣍に入学できるऀは、࣍の各߸のҰに該当するऀとする。
Ұɹߴ等学ߍをଔ業したऀ
ೋɹ௨ৗの課ఔにΑる�2年の学ߍ教育を修ྃしたऀ（௨ৗの課ఔҎ外の課ఔにΑりこれに૬当する学ߍ
教育を修 しྃたऀをؚΉ。）

教育にお͚る�2年の課ఔを修ߍにおいて、学ࠃɹ外ࡾ しྃたऀ、ຢはこれに४ͣるऀでจ෦科学大ਉの
ఆしたものࢦ

ઃの当該課ఔࢪ外教育ࡏの課ఔとಉ等の課ఔを༗するものとしてೝఆしたߍ等学ߴɹจ෦科学大ਉが࢛
を修 しྃたऀ

ఆしたऀࢦɹจ෦科学大ਉがޒ
ɹ大学入学ݕ֨ࢿఆ（ฏ成��年̍ �݄�نఔഇࢭ）に߹֨したऀ
ࣣɹߴ等学ߍଔ業ఔ度ೝఆنݧࢼଇ（ฏ成��年จ෦科学লྩୈ̍ ߸）にΑりจ෦科学大ਉの行ߴう 等
学ߍଔ業ఔ度ೝఆݧࢼに߹֨したऀ

ീɹͦのଞຊ学において、ݸ別の入学֨ࢿ৹ࠪにΑり、ߴ等学ߍをଔ業したऀとಉ等Ҏ্の学ྗがある
とೝめたऀで、̍ にୡしたものࡀ̔

（入学のئࢤ・બߟ）
第��ɹ入学ऀئࢤは、ॴఆの書ࣜにΑる入学ئ書を提出し、別表ᾊの̍ にఆめる入学ݕఆྉをೲ入し、
かつ、બݧࢼߟをड͚な͚れならない。

（入学のखଓき）
第��ɹ入学をڐ可されたऀは、入学ۚをೲ入し、ॴఆの書ࣜにΑり書を提出しな͚れならない。
（保証ਓ）
第��ɹ保証ਓは、、ຢはͦのଞの成ਓऀでಠཱの生ܭをӦΉऀでな͚れならない。
ɹ̎保証ਓは、学生のࡏ学தのҰ切の事項についてをෛう。
ɹ̏学生は、保証ਓを変更し、ຢはͦの໊ࢯएしくはॅډに変更があͬたときは、かに変更ಧを提
出しな͚れならない。

�ɽ学則
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（学生証）
第��ɹ入学खଓきをऴ͑たऀには、学生証をަする。
（ฤ入学）
第3�ɹ࣍の各߸のҰに該当するऀがຊ学にฤ入学をرするときは、બߟの্、ฤ入学をڐ可すること
ができる。
Ұɹ期大学をଔ業したऀ
ೋɹ大学をଔ業したऀ
をଔ業したऀߍ等ઐ学ߴɹࡾ
を修（。るݶจ෦科学大ਉのఆめる基४をຬたすものに）のઐ課ఔߍɹઐ修学࢛ しྃたऀ
ɹ̎ฤ入学にؔするنఔは、別にఆめる。

（స入学）
第3�ɹଞの大学の学生が、ͦの大学のڐ可をಘてຊ学にస入学をئい出たときは、స入学をೝめること
ができる。
ɹ̎స入学にؔするنఔは、別にఆめる。

（స෦・స科）
第3�ɹ学生が学෦のଞの෦、ຢはଞの学෦・学科స෦・స科をئい出たときは、બߟの্、これ
をڐ可することができる。
ɹ̎స෦・స科にؔするنఔは、別にఆめる。

（ཹ学）
第33ɹ学生が外ࠃの大学で学修することをئい出たときは、教授ձのٞをܦてཹ学をڐ可することができ
る。
ɹ̎前項のڐ可をಘてཹ学した期間は、ࡏ学年にࢉ入する。

（ೋॏ学੶のࢭې）
第3�ɹ学生は、ଞの学෦・学科とຢはଞの大学とซͤてࡏ学することはできない。

ɹɹɹɹୈ̎ અɹٳ学、ୀ学、స学ٴͼ除੶
（学ٳ）
第3�ɹ学生がҾきଓき̏ Χ݄Ҏ্修学できないときは、ڐ可をಘて、ͦの学期をٳ学することができる。
̎ɹٳ学は、࿈ଓする̎ 学期ݶりとする。ただし、特別の事がある߹は、教授ձのٞをܦて、̎学期

を͑る期間のٳ学をڐ可することができる。ただし、ٳ学の期間は、௨ࢉして̔ 学期を͑ることはで
きない。

ɹ̏ٳ学期間தにٳ学のཧ༝がফ໓した߹において、෮学をئい出たときは、教授ձのٞをܦて、これ
をڐ可することができる。

（ୀ学）
第3�ɹୀ学しΑうとするऀは、ͦのཧ༝を明֬にしてئい出て、ڐ可をड͚な͚れならない。

ɹ̎ئいにΑりୀ学したऀが、࠶入学をئい出たときは、教授ձのٞをܦて、これをڐ可することができる。
（స学）
第3�ɹ学生がస学をئい出たときは、教授ձのٞをܦて、これをڐ可することができる。
（除੶）
第3�ɹ࣍に͛ܝる各߸のいͣれかに該当するऀは、除੶する。
Ұɹ授業ྉͦのଞの学අをॴఆの期までにೲ入しないऀ
ೋɹୈ2�にఆめるࡏ学年を͑たऀ
ɹୈ��ୈ̎ࡾ 項にఆめるٳ学期間を͑たऀ
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までに履修ಧを提出しないことͦݶఆされた期ࢦɹ新入生で࢛ のଞຊ学において修学のҙࢥがないとೝめ
られるऀ

ɹ̎学生は、除੶されることにΑり、ຊ学ଇٴͼͦのࢪ行のためにఆめられたنଇに基づいて༗するҰ切の
。利をࣦうݖ

ɹ̏ୈ̍ 項のنఆ（ୈ̎ ͼୈ̏ٴ߸ ߸に͛ܝるऀを除く。）にΑり除੶されたऀが、࠶入学をئい出たときは、
教授ձのٞをܦて、これをڐ可することができる。

ɹɹɹୈ̔ ষɹേٴͼ学
（ռ）
第��ɹ学は、ຊ学のنଇにし、ຢは学生のຊにする行ҝがあͬた学生にରし、教授ձのٞを
。して、ᩅ、ఀ学ຢはୀ学のॲをすることができるྀߟて、行ҝのܰॏと教育্のඞ要とをܦ
ɹ̎ୀ学ॲは、࣍の各߸のҰに該当するऀҎ外には、これを行うことはできない。
Ұɹੑ行ෆྑでվળのࠐݟΈがないとೝめられるऀ
ೋɹ学業をଵり、成業のࠐݟΈがないとೝめられるऀ
ɹਖ਼当なཧ༝なくして出੮ৗでないऀࡾ
ɹຊ学のடংをཚし、ͦのଞ学生のຊにしたऀ࢛
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納付金ʹ͍ͭͯ

納ೖؒظʹ͍ͭͯ

納ೖ方法ʹ͍ͭͯ

（単位ɿԁ）
ʲ2014年度入学　国際地域学部　納付金一覧ʳ

国際地域学部
学　　費 そのଞの費用

合　ܭ
入学金 授業料 一ൠ施設

設උ資金 ༑会費ߍ ำਫ会費 学生課外活
動育成会費

国際地域学科
国際地域専攻 250000 680000 220000 5000 5000 5000 1165000
国際観光学科
国際地域学科
地域総合専攻 180000 430000 100000 5000 ʕ 5000 720000

（１）　「学費」と「そのଞの費用」を合わせて「納付金」とশします。
　　　「学費」は大学徴ऩを指し，「そのଞの費用」は༬り金（受ୗ徴ऩ）

を指します。
（２）２年次Ҏ߱は，入学金を除く納付金がຖ年度ඞ要になります。

（１）納付金は，４݄期（य़学期納入期間）に１年間をશֹ一括納入すること

がݪ則です。

　　　　たͩし，授業料 ・ 一ൠ施設設උ資金については次の二期にけて納入す

ることができます。

　第１期（य़学期）納入期間　４݄１日ʙ４݄25日

　第２期（ळ学期）納入期間　10݄１日ʙ 10݄15日

　（各年の༵日の関により，納入期間がॖされる場合があります。）

（２）ॴఆのೲظまでにೲۚをೲೖしないֶੜはɼֶଇୈ��条１߲にΑりɼআ

੶ͱしま͢。

（３）修学の意ࢥがない場合は，納入期間内にୀ学許可ئを教務課૭口へ提出し

てくͩさい。

（４）修学の意ࢥがありながら学期࢝めに休学する場合は，納入期間内に休学許

可ئを教務課૭口へ提出してくͩさい。

（５）やΉを得ない事で納入期限までに納付金を納入できない場合は，納入期

間内に学生生活課૭口に૬ஊしてくͩさい。

（１）ೖֶखଓ࣌（１年次）にׂೲೖした߹ɼ２ճ目の納入に用するৼࠐ

用ࢴは９݄に༣ૹします。

（２）⚒年次以߱はຖ年⚓݄（શೲ༻ͱೲ１ճ༻）ͱ݄̕（ೲ̎ճ༻）

にৼࢴ༺ࠐを༣ૹしま͢。

（３）อ証人Ѽにૹ付される֘年度のৼࠐ用ࢴを用して、金༥ػ関からৼり

，Μでくͩさい。（地域総合専攻の学生は入学時にબしたૹ付先にૹ付ࠐ

留学生はຊ人Ѽにૹ付されます。）

（４）現金の༣ૹ・大学૭口での取扱は受け付けいたしませΜ。

（５）納入された納付金はա納入が明らかな場合を除きฦؐいたしませΜ。

˞ຊ人またはอ証人のॅॴに変更があった場合は，ॴ定の手続により、ॅ

３ɽ納付金ʹؔ͢Δऔѻ
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第１ظ（य़学ظ）の納ೖݶظ·Ͱʹٳ学Λ͍ئग़ͨ合
学Λ４݄１付と͠ٳ ͯѻ͍ɺೲۚͷ͏ ͪतۀྉೲೖ Δ͢ඞཁ
Γ͋·ͤΜɻ
શֹҰׅೲೖͨ͠߹ɺୈ̍ظʢय़学ظʣͷतۀྉ Α͓ͼୈ̎ظ
ʢळ学ظʣͷೲۚΛ͍͠ ͍ͨ͠ · ɻ͢
य़学ظதʹ 学ٳ Δ͢߹
ᶃय़学ظͷ్தͰٳ学 Δ͢߹ɺୈ̍ظʢय़学ظʣͷೲ͍ۚ
͠Λ͍ͨ͠ ·ͤΜɻ
ᶄશֹҰׅೲೖͨ͠߹ɺୈ̎ظʢळ学ظʣͷೲۚΛ͍͠
͍ͨ͠ · ɻ͢
第２ظ（ळ学ظ）の納ೖݶظ·Ͱʹٳ学Λ͍ئग़ͨ合
学Λ��݄１付と͠ٳ ͯѻ͍ɺೲۚͷ͏ ͪतۀྉೲೖ Δ͢ඞཁ
Γ͋·ͤΜɻ
ୈ̎ظʢळ学ظʣͷೲۚΛೲೖ͠ ͨ߹ɺୈ̎ظʢळ学ظʣ
ͷतۀྉΛ͍͠ ͍ͨ͠ · ɻ͢
ळ学ظதʹ 学ٳ Δ͢߹
ळ学ظͷ్தͰٳ学 Δ͢߹ɺୈ̎ظʢळ学ظʣͷೲ͍ۚ͠
Λ͍ͨ͠ ·ͤΜɻ

̎ηϝελΛ࿈ଓ͠ 学ٳͯ Δ͢߹
ʢ֘学ظʹҾ͖ଓ͖࣍学ظٳ学 Δ͢߹ʣ
࿈ଓٳ学 Δ͢߹ɺ࣍学ظͷतۀྉΛআ͘ ೲۚೲೖ͠ ͳ͚Ε
ͳΓ·ͤΜɻ

学ऀ͕෮学ٳ Δ͢߹ͷೲۚɺೖ学ͷֹ͕ద༻ Ε͞· ɻ͢
̍ηϝελʢظʣٳ学 Δ͢߹ɺશֹҰׅೲೖɾׂೲೖͷબ͕
Մͳೲೖظɺୈ̍ظʢय़学ظʣͱ͠ · ɻ͢
ୈ̎ظʢळ学ظʣʹ෮学 Δ͢߹ɺ෮学࣌ʹ̍ηϝελʢظʣ
ͷೲۚΛೲೖ Δ͢͜ ͱʹ ͳΓ· ɻ͢

৽学ظの納ೖݶظの·Ͱʹୀ学Λ͍ئग़ͨ合
ୀ学Λલ学ظの付と͠ ͯѻ͍ɺ֘ɾ学ظͷೲۚΛೲೖ͢
Δඞཁ Γ͋·ͤΜɻ
य़学ظதʹ ୀ学 Δ͢߹
ᶃय़学ظͷظதͰୀ学 Δ͢߹ɺୈ̍ظʢय़学ظʣͷೲۚ
͍͠ Λ͍ͨ͠ ·ͤΜɻ
ᶄશֹҰׅೲೖͨ͠߹ɺୈ̎ظʢळ学ظʣͷೲ͍ۚ͠
͍ͨ͠ · ɻ͢
ळ学ظதʹ ୀ学 Δ͢߹
ळ学ظͷظதͰୀ学 Δ͢߹ɺୈ̎ظʢळ学ظʣͷೲ͍ۚ
͠ Λ͍ͨ͠ ·ͤΜɻ

̐࣍生Ͱڃݪ Δ͢߹ͷೲۚɺ֘ਖ਼̐ن࣍生ͷೲۚ
Λద༻͠ · ɻ͢

学籍ҟಈʹお͚Δ
納付金のऔѻʹ͍ͭͯ

ٳ 学

ηϝελ࿈ଓٳ学

ٳ 学 ෮ 学

ୀ 学

ݪ ڃ
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ॴ変更を行ってくͩさい。

　　˓ 納付金についての問い合わせ先　　経理部ࡒ務課（03ô3945ô7305）

　　˓ ॅ ॴ変更についての問い合わせ先　　教務課૭口（６߸ؗ１֊）

。রしてくͩさいࢀはP�110ʦ各種変更届ʧをࡉৄ　　　
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第１ظ（य़学ظ）の納ೖݶظ·Ͱʹٳ学Λ͍ئग़ͨ合
学Λ４݄１付と͠ٳ ͯѻ͍ɺೲۚͷ͏ ͪतۀྉೲೖ Δ͢ඞཁ
Γ͋·ͤΜɻ
શֹҰׅೲೖͨ͠߹ɺୈ̍ظʢय़学ظʣͷतۀྉ Α͓ͼୈ̎ظ
ʢळ学ظʣͷೲۚΛ͍͠ ͍ͨ͠ · ɻ͢
य़学ظதʹ 学ٳ Δ͢߹
ᶃय़学ظͷ్தͰٳ学 Δ͢߹ɺୈ̍ظʢय़学ظʣͷೲ͍ۚ
͠Λ͍ͨ͠ ·ͤΜɻ
ᶄશֹҰׅೲೖͨ͠߹ɺୈ̎ظʢळ学ظʣͷೲۚΛ͍͠
͍ͨ͠ · ɻ͢
第２ظ（ळ学ظ）の納ೖݶظ·Ͱʹٳ学Λ͍ئग़ͨ合
学Λ��݄１付と͠ٳ ͯѻ͍ɺೲۚͷ͏ ͪतۀྉೲೖ Δ͢ඞཁ
Γ͋·ͤΜɻ
ୈ̎ظʢळ学ظʣͷೲۚΛೲೖ͠ ͨ߹ɺୈ̎ظʢळ学ظʣ
ͷतۀྉΛ͍͠ ͍ͨ͠ · ɻ͢
ळ学ظதʹ 学ٳ Δ͢߹
ळ学ظͷ్தͰٳ学 Δ͢߹ɺୈ̎ظʢळ学ظʣͷೲ͍ۚ͠
Λ͍ͨ͠ ·ͤΜɻ

̎ηϝελΛ࿈ଓ͠ 学ٳͯ Δ͢߹
ʢ֘学ظʹҾ͖ଓ͖࣍学ظٳ学 Δ͢߹ʣ
࿈ଓٳ学 Δ͢߹ɺ࣍学ظͷतۀྉΛআ͘ ೲۚೲೖ͠ ͳ͚Ε
ͳΓ·ͤΜɻ

学ऀ͕෮学ٳ Δ͢߹ͷೲۚɺೖ学ͷֹ͕ద༻ Ε͞· ɻ͢
̍ηϝελʢظʣٳ学 Δ͢߹ɺશֹҰׅೲೖɾׂೲೖͷબ͕
Մͳೲೖظɺୈ̍ظʢय़学ظʣͱ͠ · ɻ͢
ୈ̎ظʢळ学ظʣʹ෮学 Δ͢߹ɺ෮学࣌ʹ̍ηϝελʢظʣ
ͷೲۚΛೲೖ Δ͢͜ ͱʹ ͳΓ· ɻ͢

৽学ظの納ೖݶظの·Ͱʹୀ学Λ͍ئग़ͨ合
ୀ学Λલ学ظの付と͠ ͯѻ͍ɺ֘ɾ学ظͷೲۚΛೲೖ͢
Δඞཁ Γ͋·ͤΜɻ
य़学ظதʹ ୀ学 Δ͢߹
ᶃय़学ظͷظதͰୀ学 Δ͢߹ɺୈ̍ظʢय़学ظʣͷೲۚ
͍͠ Λ͍ͨ͠ ·ͤΜɻ
ᶄશֹҰׅೲೖͨ͠߹ɺୈ̎ظʢळ学ظʣͷೲ͍ۚ͠
͍ͨ͠ · ɻ͢
ळ学ظதʹ ୀ学 Δ͢߹
ळ学ظͷظதͰୀ学 Δ͢߹ɺୈ̎ظʢळ学ظʣͷೲ͍ۚ
͠ Λ͍ͨ͠ ·ͤΜɻ

̐࣍生Ͱڃݪ Δ͢߹ͷೲۚɺ֘ਖ਼̐ن࣍生ͷೲۚ
Λద༻͠ · ɻ͢

学籍ҟಈʹお͚Δ
納付金のऔѻʹ͍ͭͯ

ٳ 学

ηϝελ࿈ଓٳ学

ٳ 学 ෮ 学

ୀ 学

ݪ ڃ

113

再入学する場合の納付金は、再入学する学年次の納付金を適用します。
ただし、入学金は、再入学する年度の新入生の額の半額となります。

納付金は転部・転科先の学年の納付金を適用します。ただし、入学金は、
転部・転科先との不足分を納入することになります。

編入学する場合の納付金は、編入学する年度の新入生の納付金を適用
します。ただし、本学出身者が編入学する場合、入学金は、編入学する年
度の新入生の額の半額となります。

転入学する場合の納付金は、転入学する年度の新入生の納付金を適用
します。

再 入 学

転 部 ・ 転 科

編 入 学

転 入 学
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各種証明書
　　　
　　　教務課では、以下に掲載する証明書を、「証明書発行機」および「教務課窓口」で発行しています。
1．証明書発行機で発行される証明書
　　　証明書発行機で発行できる証明書は次のとおりです。
　　　白山・朝霞・川越・板倉いずれのキャンパスの発行機でも発行可能です。
　　　発行の際は、学生証が必要です。

注1）健康診断証明書は、本学の当該年度の定期健康診断を受診した場合のみ発行可能です。

2．教務課窓口で発行される証明書等
　　　教務課窓口で各種証明書の発行を申請する場合は、次の手順になります。
　⑴　証明書発行機にて画面の案内に従い、証明書発行に必要な金額の手数料を納めます。
　⑵　発行される「証明書発行願」に必要事項を記入し、学生証を添えて当該窓口に申し込んでください。

※証明書の有効期限は証明書日付から3ヵ月以内です。
　申請後受け取りがなく、無効になった証明書は処分します。
注1）学生証再発行手続きの詳細については「学生証について」［再発行］の項目（P.119）を参照してください。
注2）人物証明書は、原則として大学所定用紙に演習等担当教員が必要事項を記入後、教務課窓口で証明手続きをします。
　記入済み所定用紙を教務課窓口に持参してください。

種　　　　　類 発行可能学年

　　　在学証明書 1～4年生

　　　卒業見込証明書 4年生
　　　成績証明書 100

（2014年度）

2～4年生
　　　教育職員免許状取得見込証明書 4年生
注 1）健康診断証明書 1～4年生

手数料
（円）

種　　　　　類 必要期間

注 1）学生証再発行 2,000
　　　単位修得証明書
　　　履修科目証明書
　　　学力に関する証明書

300　　　司書単位修得証明書
　　　司書教諭単位修得証明書
　　　社会教育主事単位修得証明書 受付から1週間

　　　社会福祉主事単位修得証明書
注 2）人物証明書 200
注 3）兄弟等の授業料免除に係わる証明書 200
　　　英文成績証明書 1,000
　　　英文在学証明書 500　　　英文卒業（見込）証明書
　　　その他の証明書 証明書により異なる300
注 4）卒業証明書

注 4）

200注 4）成績証明書

（2014年度）
手数料
（円）

注3）兄弟等の授業料免除に係わる証明書は、学生生活課へ申し込むこと。
注4）卒業後、必要に応じて教務課窓口へ申し込んでください。

　　　履修科目証明書 1～4年生

実習料他
　　　
　　教務課窓口で実習料等を納入する場合は、次の手順になります。

⑴　証明書発行機にて画面の案内に従い、実習料等の料金を納めます。
⑵　発行される「各種申込用紙」に必要事項を記入し、学生証を添えて教務課窓口に申し込んでください。

種　　　　　類 備　考

　　　教育実習料（3週間実習） 15,000
　　　教育実習料（2週間実習） 10,000 別途保険料 210円
　　　介護等体験実習料 10,260
　　　教育職員免許状申請手数料 3,600 1 教科につき
　　　司書教諭修了証書申請手数料 1,000
　　　転部・転科試験受験料 10,000
　　　卒業再試験料 5,000 1 科目につき
　　　科目等履修生選考料 20,000
　　　科目等履修生登録料 10,000
　　　科目等履修料（1科目） 40,000 ただし半期科目は 20,000円

（2014年度）

金額
（円）

　　　教職課程登録料（在籍生登録料） 30,000
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各種証明書
　　　
　　　教務課では、以下に掲載する証明書を、「証明書発行機」および「教務課窓口」で発行しています。
1．証明書発行機で発行される証明書
　　　証明書発行機で発行できる証明書は次のとおりです。
　　　白山・朝霞・川越・板倉いずれのキャンパスの発行機でも発行可能です。
　　　発行の際は、学生証が必要です。

注1）健康診断証明書は、本学の当該年度の定期健康診断を受診した場合のみ発行可能です。

2．教務課窓口で発行される証明書等
　　　教務課窓口で各種証明書の発行を申請する場合は、次の手順になります。
　⑴　証明書発行機にて画面の案内に従い、証明書発行に必要な金額の手数料を納めます。
　⑵　発行される「証明書発行願」に必要事項を記入し、学生証を添えて当該窓口に申し込んでください。

※証明書の有効期限は証明書日付から3ヵ月以内です。
　申請後受け取りがなく、無効になった証明書は処分します。
注1）学生証再発行手続きの詳細については「学生証について」［再発行］の項目（P.119）を参照してください。
注2）人物証明書は、原則として大学所定用紙に演習等担当教員が必要事項を記入後、教務課窓口で証明手続きをします。
　記入済み所定用紙を教務課窓口に持参してください。

種　　　　　類 発行可能学年

　　　在学証明書 1～4年生

　　　卒業見込証明書 4年生
　　　成績証明書 100

（2014年度）

2～4年生
　　　教育職員免許状取得見込証明書 4年生
注 1）健康診断証明書 1～4年生

手数料
（円）

種　　　　　類 必要期間

注 1）学生証再発行 2,000
　　　単位修得証明書
　　　履修科目証明書
　　　学力に関する証明書

300　　　司書単位修得証明書
　　　司書教諭単位修得証明書
　　　社会教育主事単位修得証明書 受付から1週間

　　　社会福祉主事単位修得証明書
注 2）人物証明書 200
注 3）兄弟等の授業料免除に係わる証明書 200
　　　英文成績証明書 1,000
　　　英文在学証明書 500　　　英文卒業（見込）証明書
　　　その他の証明書 証明書により異なる300
注 4）卒業証明書

注 4）

200注 4）成績証明書

（2014年度）
手数料
（円）

注3）兄弟等の授業料免除に係わる証明書は、学生生活課へ申し込むこと。
注4）卒業後、必要に応じて教務課窓口へ申し込んでください。

　　　履修科目証明書 1～4年生

実習料他
　　　
　　教務課窓口で実習料等を納入する場合は、次の手順になります。

⑴　証明書発行機にて画面の案内に従い、実習料等の料金を納めます。
⑵　発行される「各種申込用紙」に必要事項を記入し、学生証を添えて教務課窓口に申し込んでください。

種　　　　　類 備　考

　　　教育実習料（3週間実習） 15,000
　　　教育実習料（2週間実習） 10,000 別途保険料 210円
　　　介護等体験実習料 10,260
　　　教育職員免許状申請手数料 3,600 1 教科につき
　　　司書教諭修了証書申請手数料 1,000
　　　転部・転科試験受験料 10,000
　　　卒業再試験料 5,000 1 科目につき
　　　科目等履修生選考料 20,000
　　　科目等履修生登録料 10,000
　　　科目等履修料（1科目） 40,000 ただし半期科目は 20,000円

（2014年度）

金額
（円）

　　　教職課程登録料（在籍生登録料） 30,000

—  129  —

実習ྉଞ

　教務課窓口で実習料等を納入する場合は、次の手順になります。なお、教育実習料、介護等体験実習料は銀行振
込での納入となります。

⑴　証明書発行機にて画面の案内に従い、実習料等の料金を納めます。
⑵　発行される「各種申込用紙」に必要事項を記入し、学生証を添えて教務課窓口に申し込んでください。





ᶚ　ͦ　ͷ　ଞ

１ɽ౦༸େ学ւ֎ཹ学੍
ʤ̍ʥަཹ学制とೝఆཹ学制にͭいて

ʤ̎ʥ語学ηミφー（英語・中国語）

ʤ̏ʥ教務՝૭ޱでのࣄલ૬ஊにͭいて
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１ɽަཹ学੍

（１）੍のಛ

ᶃ学籍とࡏ学のऔΓѻ͍

ᶄ୯Ґのೝఆ

「東洋大学学生の留学に関するن程」第３条にجづき、ຊ学の交留学制度には、ڠ定ߍ ・ ISEP交留学制度お

よび認定留学制度があります。

˞ҎԼͷใはɺ����݄̐ࡏݱͷใͰす。༰はมߋする場合͕͋Γ·すͷͰɺਵֶ࣌ࡍࠃ・ࣔܝηϯλ

ʔͷϗʔϜϖʔδhttp://www.toyo.ac.jp/life/15/22/Ͱ࠷৽ͷใを֬ೝしてください。

東洋大学では、66大学（2013年11݄現在）と学ज़交流ڠ定をక݁し、またISEP（ア

イセップ）ˎにՃໍしています。交留学制度とは、アメリカ・イギリス・カφμ・

オーストラリア・アイルランυ・υイπ・フランス・スイス・オランμ・ؖ国・

中国 ・ のڠ定ߍ、またはISEPՃໍߍに１学年間学生をݣし、ಉ͡くこれら

の大学から交留学生をຊ学に受け入れる制度です。
ˎISEP（International Student EYchange Programs）とは、世界中のISEPՃໍ

留学を推進する、ඇӦརのコンιーシアム（世界的な大学連合間で学生交ߍ

組৫）です。

交留学は、休学することなく留学できます。

留学中もຊ学にʰ在学ʱしていますので、留学期間は在学年数にࢉ入されます。

「ຊ学の修得単位」と「ຊ学で認定された留学先大学の修得単位」によりॴଐ学

部の卒業要件をຬたせ、４年間での卒業が可能となります。

留学期間中に修得した単位は、留学ऴྃޙ、ॴଐ学科の教育課程表にরらし、

科目の履修内容・条件等がద合した場合は、卒業単位に認定されます（上限30単位、

卒業論文は除く）。

単位認定は、ҎԼの手ॱで行われます。

ɹɹʤ̍ʥަཹ学制とೝఆཹ学制

１ɽ౦༸େ学ւ֎ཹ学੍

　ຊ学では、世界中の大学とڠ定をక݁し、国際交流を推進しています。Նق・य़ق休Ջをར用した期語学セミφ

ーから、１年間の交留学まで、ଟ࠼な留学制度や大学ಠࣗの海外留学学金制度を用意しています。

留学ऴྃޙ、国際センターにて留学先大学発行の「成績証明書」を受領する。˞大学により、
発ૹされる時期は異なります。

国際センターよりされる「交留学単位認定ئ」に留学先で履修した科目・成績をه入し
て「成績証明書」、テキスト、シラバス等を国際地域グローバルオフィス૭口に提出し、単位
認定を申請する。˞留学ऴྃ１、ޙカ݄Ҏ内に行うこと。

国際地域学部教授会で単位認定の可൱について৹ٞされる。留学先大学からૹ付される成績証
明書等をもとに評価が決められ、単位認定科目・単位数が決定する。
認定科目を決定する際、担教員と໘ஊをする場合もある。
（第ᶗ期ɿ２݄、第ᶘ期ɿ９ʙ （ࠒ10݄

成績発表時に単位認定の݁Ռ（TransfarɿT）がຊ学の成績表にҹࣈされる。
（第ᶗ期ɿ４݄ࠒ、第ᶘ期ɿ10݄ࠒ）
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ᶅཹ学ʹ͔͔Δඅ༻

ᶆʰ౦༸େ学ަཹ学生

　　学金ʱの支څ

留学先大学の授業料は、ڠ定にجづきݪ則として免除されます。それҎ外にか

かる経費はすてࣗݾෛ担となります。国や地域により、留学にる費用は異な

ります。実際にかかる費用の目҆は、国際センター発行の「留学の手Ҿき」に掲

。されていますࡌ

（ෛ担費用ݾࣗ）　

˓　東洋大学の学費（留学中もຊ学に在学しているため、学費は通ৗ通りຊ

学に納入してくͩさい）。

˓　ߤ費

˓　大学指定の海外旅行ইอݥ料

˓　留学先でのྈ費、৯費、教材費、生活費等

ʻISEPަֶཹʼ　現地での大学ྈ費・৯事として、出発લに東洋大

学へ85ສԁ（日ຊԁ）を支います。また、ISEP登録料がかかります（

４ສԁ）。

ʻͦͷଞͷڠఆߍͷަֶཹʼ　出発લまたは現地で大学ྈ費 ・ ৯費

を留学先の大学へ支います。

交留学生にબれた学生શ員に、ຊ学から「東洋大学交留学生学金」を

支څします（ຊ学のतۀྉ૬ֹ）。たͩし、ຊ学からଞの学金（東洋大学第１・

２・３種学金）が支څされている場合は、この学金は支څされませΜ。また、

。の授業料૬ֹとなりますޙ免ݮ、費留学生はࢲ免ાஔを受けているݮ

第６条「程ن免に関するݮ費外国人留学生授業料ࢲ東洋大学」、費留学生はࢲ˞

にجづき、ॴ定の修業年度を限度とし、授業料がݮ免されています。交留

学で卒業がԆ期となり、ॴ定の修業年度を͑た場合の授業料についてはݮ

免を受けられませΜので注意してくͩさい。

˞（ಠ）日ຊ学生支援ػ構の学金は、ຊ学の学金ではありませΜ。留学を

する場合は、事લに手続き等がඞ要になる場合がありますので、留学が決定

˓単位認定について
ݣ留学生は、留学先大学・大学院で取得した単位に関し、ຊ学開講科目の

単位としての認定を申請できます。単位の認定は、留学先における履修科目の
内容および時間数がຊ学開講の対応科目と合கすることが条件です。そのため
には留学લに指ಋ教員、ॴଐ学部の国際交流ҕ員、または教務担と留学中の
ษ学ܭըについてेにし合いをしておくことが重要です。単位認定は、教
授会৹ٞを経て決定されます。

˓認定のج४
１ɽ留学先大学の授与した単位数にかかわらず、留学先大学で履修した科目の

実際の授業時間数をྀߟして行います。
２ɽݪ則として、授業内容がຊ学開講科目とಉ༷であるඞ要があります。たͩ

し、学科の内׳・ن行により、ຊ学開講科目と異なる場合でも、認定され
る場合があります。

˓認定の事લ૬ஊ
単位認定の対科目については、事લに૭口にて確認を行うඞ要があります。
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（２）ืू֓要

次第、学生生活課へ申し出てくͩさい。

出ئ受付 ・ બߟ時期は、７݄（第ᶗ期ɿオーストラリア ・ ؖ国）、10 ʙ 11݄（第

ᶘ期ɿアイルランυ、アメリカ、イギリス、カφμ、オランμ、スイス、中国、

υイπ、フランス、）の年２ճです。

ඞず、出ئする年度・時期のื集要項を͝確認の上、出ئしてくͩさい。

　ᶃ留学先大学・定員

　 留学先大学 ・ 定員は、ื集年度により異なります。出ئする年度 ・ 時期のื集

要項を国際センターϗームϖージ（http�//XXX�toyo�ac�Kp/site/ies/eYsaag�html）

にて͝確認くͩさい。

　ᶄ出ئ資格

　出ئ時において、ҎԼの３をຬたしていることが求められます。

　１ɽຊ学の学部・大学院生である者。

。則として、学部４年生は、ຊ学大学院受験༧定の者ݪ˞　　

　２ ɽ留学意ཉがॆにあり、留学先大学で生活 ・ ษڧができるレϕルの語学能

力を有する者。

　３ɽࢤする大学の語学条件をຬたしている者。

　　˞ 語学条件は、留学先大学により異なります。出ئする年度 ・ 時期のื集要

項を国際センターϗームϖージ（http�//XXX�toyo�ac�Kp/site/ies/eYsaag�

html）にて͝確認くͩさい。

　ᶅ留学期間

　・第ᶗ期ɿ２ʗ３݄ʙ 11 ʗ 12݄　˞留学期間は、留学先大学により異なる。

　・第ᶘ期ɿ８ʙ９݄ʙཌ年４ʙ７݄　˞留学期間は、留学先大学により異なる。

　ᶅ出ئ受付・બߟ時期

　・第ᶗ期ɿ７݄

　・第ᶘ期ɿ10 ʙ 11݄
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２ɽೝఆཹ学੍

（１）੍のಛ

ᶃ学籍とࡏ学のऔΓѻ͍

ᶄ୯Ґのೝఆ

ᶅཹ学ʹΔඅ༻

ᶆʰ౦༸େ学ೝఆཹ学生

学金ʱの支څ

認定留学制度とは、ڠ定ߍのにとらわれず、学位授与ݖのある海外の大学へ

留学する制度です。交留学とಉ༷、ຊ学を休学することなく留学できます。

出ئ ・ 入学手続きは、ݪ則として各ࣗで行いますので、留学に先ཱってेな

ใをऩ集し、໖ີなܭըをཱてることがෆ可欠です。

１ɽ交留学制度 の「ᾇᶃ学籍と在学年数の取扱い」とಉ༷。

１ɽ交留学制度 の「ᾇᶄ単位の認定」とಉ༷。

東洋大学から学金が支څされます（ᶆࢀর）が、留学にかかる費用はすて

。ෛ担となります。留学する国や地域、大学により、費用は大幅に異なりますݾࣗ

（ෛ担費用ݾࣗ）　

　 　˓　 東洋大学の学費（留学中もຊ学に在学しているため、学費は通ৗ通り

ຊ学に納入してくͩさい）。

　 　˓　留学先大学の学費

　 　˓　ߤ費

　 　˓　大学指定の海外旅行ইอݥ料

　 　˓　留学先でのྈ費、৯費、教材費、生活費等

認定留学生には、ຊ学から「東洋大学認定留学生学金」を支څします（１学

年間の場合ຊ学のतۀྉֹ૬・１学期間の場合ຊ学のतۀྉͷ̐ͷ̍૬

。）。たͩし、ຊ学からଞの学金（東洋大学第１ ・ ２ ・ ３種学金）が支څさ

れている場合は、この学金は支څされませΜ。また、ݮ免ાஔを受けているࢲ

費留学生は、ݮ免ޙの授業料のֹ૬となります。

第６条「程ن免に関するݮ費外国人留学生授業料ࢲ東洋大学」、費留学生はࢲ˞

にجづき、ॴ定の修業年度を限度とし、授業料がݮ免されています。交留

学で卒業がԆ期となり、ॴ定の修業年度を͑た場合の授業料についてはݮ

免を受けられませΜので注意してくͩさい。

˞（ಠ）日ຊ学生支援ػ構の学金は、ຊ学の学金ではありませΜ。留学を

する場合は、事લに手続き等がඞ要になる場合がありますので、留学が決定

次第、学生生活課へ申し出てくͩさい。
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（１）ืू要項 １ɽݣ先国・大学 学位授与ݖのある海外の大学の中から、ࣗ༝にબま
す。
˓ISEPɻ Direct（アイセップ・μイレΫト）留学は、
世界20カ国、30Ҏ上のISEPՃໍ国で実施しており、
申請すれ、ຊ学では認定留学となります。ৄࡉは、
ISEPのϗームϖージで確認してくͩさい。
http�//XXX�isep�org/students/Programs/isep@direct�
asp

２ɽื集人数 ए໊ׯ

３ɽئ書 ਵ時（国際センターϗームϖージよりμンローυで
きます）

４ɽ応ืక

य़学期ऴྃޙに出発する場合（８ʙ９݄留学開࢝）ɿ
４݄
ळ学期ऴྃޙに出発する場合（２ʙ３݄留学開࢝）ɿ
11݄
それҎ外の時期に出発する場合ɿ出発日の５ϲ݄લ
（ྫɿ５݄１日に出発する場合は、લ年の12݄１日
がకとなる。）

５ɽબߟ方๏ 書ྨ৹査・໘৹査
６ɽ合格発表 留学開࢝の２ϲ݄લまでにメール連絡
７ɽݣ期間 １学年間Ҏ内

８ɽ出ئ資格 出ئ時において、ҎԼのᶃ、ᶄをຬたしていること。
ᶃຊ学の学部１ʙ３年生、ຊ学大学院進学༧定の４年
生、大学院生であること。
ᶄݪ則として、留学先大学からの入学許可書を入手し
ていること。
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͍ͯͭʹ学ηϛφʔޠ（１）

（２）ืू֓要

（３）୯Ґのೝఆ

ᶃ୯Ґೝఆ対象科

　ຊ学では、国際センター主࠵でՆٴقびय़ق休Ջをར用した１ʙ２ϲ݄間の期

語学研修プログラムを実施しています。語学研修、学生交流、ϗームステイ等を通

し、語学力の上ٴび異文化理解を目的としています。

　語学セミφーにࢀՃした学生は、ॴ定の手続きにより単位認定を受けることが可

能です。単位認定のৄࡉについては、「東洋大学語学セミφーࢀՃ学生に対する単

位認定について」を確認してくͩさい。

˞新نコースについては、単位認定コースとならない場合がありますので、ื集年

度のύンフレットを確認してくͩさい。

ᶃ応ื資格

ຊ学の学部、大学院生である者。

˞語学力は問いませΜ。

˞य़ق語学セミφーについては、卒業年度生はࢀՃできない場合がありますので、

。者は国際センターまでお問い合わせくͩさいر

ᶄ研修先・内容

研修先 ・ 内容は、ื集年度のύンフレットまたは、国際センターϗームϖージ

（http�//XXX�toyo�ac�Kp/life/15/22/）にて͝確認くͩさい。

ʦߟࢀʧ2013年度国際センター主࠵語学セミφー実施国

Նقɿカφμ、アメリカ

य़قɿアイルランυ、オーストラリア、アメリカ

認定科目は次のとおりです。

国際地域学科
国際地域専攻 国際観光学科 国際地域学科

地域総合専攻

ӳ
語
ݚ
修

֎
ࠃ
語
科
目

英会ᶗ

英会ᶘ

英会ᶙ

英会ᶚ

英࡞文

英語ᶗ（留学生のみ）ૅج

英語ᶘ（留学生のみ）ૅج

１単位

１単位

１単位

１単位

１単位

１単位

１単位

英࡞文 １単位 一括認定単位（英語） １単位

த
ࠃ
語
ݚ
修

֎
ࠃ
語
科
目

中国語ᶗ̖

中国語ᶘ̖

中国語ᶗ#

中国語ᶘ#

中国語ᶙ

中国語ᶚ

１単位

１単位

１単位

１単位

１単位

１単位

中国語ᶗ

中国語ᶘ

中国語ᶙ

中国語ᶚ

１単位

１単位

１単位

１単位

一括認定単位（中国語） １単位

˞上ه科目の中から１科目のみ単位認定の申請ができます。

ɹɹʤ̎ʥ語学ηミφー
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ᶄ୯Ґೝఆखଓ

単位認定は、ҎԼの手ॱで行われます。

１）履修登録期間に、ToyoNet-G「各種申請書」から「語学セミφー単位認定

申請書」をプリントアトし、ر科目をه入して教務課૭口へ提出する。

単位認定申請はセミφーࢀՃ４、ޙセメスタҎ内に行うこと。

　　　ඞず、申請書提出時までに֘学期の履修登録をྃさせ、履修登録確認

表をఴ付すること。

２）単位認定ر科目の8eb履修登録は行わない。たͩし、֘学期の履修単位

数が単位認定ر科目をؚめ上限単位数を͑ないものとする。

３）国際地域学部教授会で単位認定の可൱について৹ٞされる。

４）語学セミφー実施ߍからૹ付される成績ใࠂ書等をもとに評価が決められ、

成績発表時に単位認定の݁Ռ（TransfarɿT、ෆ可ɿˎ ）が成績表にҹࣈされる。
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上をへ語学留学するプログラムです。語学力のߍがӡӦする付ଐ語学学ߍ定ڠ語学留学とは、ຊ学の海外ߍ定ڠ　

目的とし、ڠ定ߍ語学学ߍで、語学を学びながら異文化体験をします。留学中も在学となり、休学せずに留学が可能

です。

（�）੍のಛ

ᶃֶ੶ͱֶࡏ年のऔѻい

　 交留学制度 の「（1）ᶃ学籍と在学年数の取り扱い」（P�122）とಉ༷。

ᶄ୯Ґのೝఆ

　留学先の成績により国際交流ҕ員会で৹査を行い単位認定を行います。

ᶅཹֶに͔͔Δඅ༻

　ॴ定の条件をຬたす方に東洋大学から学金が支څされます（ᶆࢀর）が、留学にかかる費用はすてࣗݾෛ担と

なります。コースにより費用は大幅に異なります。実際にかかる費用の目҆は国際センターの֘年度のื集要項に

。していますࡌه

（ෛ担費用ݾࣗ）

　˓東洋大学の学費（留学中もຊ学に在学しているため、学費は通ৗ通りຊ学に納入してくͩさい）

　˓留学先大学の授業料

　˓ߤ費

　˓大学指定の海外旅行ইอݥ料

　˓留学先でのྈ費、৯費、教材費、生活費等

ᶆʰ౦༸େֶڠఆֶཹֶޠߍੜֶۚʱڅࢧ

　ॴ定の条件（出ئ時にTOEFLôITP450Ҏ上、TOEFLôi#T45Ҏ上、IELT4�5Ҏ上を取得していること）をຬ

たしたڠ定ߍ語学留学生には、ຊ学から東洋大学ڠ定ߍ語学留学生学金を支څします（ຊ学の授業料４の１૬

）。たͩし、ຊ学からଞの学金（東洋大学第１ ・ ２ ・ ３種学金）が支څされている場合は、この学金は支څ

されませΜ。また、ݮ免ાஔを受けているࢲ費留学生は、ݮ免ޙの授業料のֹ૬となります。

˞（ಠ）日ຊ学生支援ػ構の学金は、ຊ学の学金ではありませΜ。留学する場合は、事લに手続き等がඞ要にな

る場合がありますので、留学が決定次第、学生生活課へ申し出てくͩさい。

（�）ืू֓ཁ
１� ݣ先 ຊ学のڠ定ߍがӡӦする付ଐ語学学ߍ

アメリカ、アイルランυ、イギリス　ଞ

。は国際センターϗームϖージ（http�//XXX�toyo�ac�Kp/life/15/22/）で確認してくͩさいࡉৄ˞
２� ื集人数 各コースとも10໊程度
書ئ �３ ਵ時

˞国際センターϗームϖージ（http�//XXX�toyo�ac�Kp/life/15/22/）よりμンローυできます。
４� ݣ期間 ３カ݄ʙ１学期間
５� 出ئ資格 出ئ時において、ຊ学の学部１ʙ３年生。語学条件はෆ問。

ɹɹʤ̏ʥ協ఆߍ語学ཹ学
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˕語ֶηϛφʔ・ཹ੍ֶにؔするい合Θͤ
国際センターʤ国際推進課ʥ（８߸ؗ２֊）
TEL03ɻ 3945ɻ 8593
http�//XXX�toyo�ac�Kp/life/15/22/
受付時間　݄ʙ金　9�30 ʙ 13�00、14�00 ʙ 16�45
　　　　　　　　9�30 ʙ 12�45

˕ֶ੶・履修・単位ೝఆにؔするい合Θͤ
教務課૭口

交留学ٴび認定留学をすることが決定した学生は、留学ऴྃ࠷、ޙで卒業およびॾ資格取得を可能にするため

に、履修・手続き上注意すき（ܧ続履修ٴび学年進行に関わる科目、ؼ国ޙの授業・成績等）について、ඞず૭

口で૬ஊしてくͩさい。

ɹɹʤ̐ʥ教務՝૭ޱでのࣄલ૬ஊにͭいて
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